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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
は
こ
の
ほ
ど
、
銀
行
職
員
や
警
察
官
な
ど
を
装
っ
た
電
話

詐
欺
（
特
殊
詐
欺
）
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
同
総
領
事
館
が
注
意
喚
起
を
す
る
の

は
６
月
以
降
２
度
目
で
異
例
。
中
に
は
ス
カ
イ
プ
を
接
続
さ
せ
て
半
年
間
監
視
さ
れ
た
脅
迫

事
例
や
10
万
ド
ル
近
い
金
額
を
騙
し
取
ら
れ
た
在
留
邦
人
も
い
た
と
い
う
。
電
話
の
話
を
聞

い
た
だ
け
で
は
詐
欺
か
深
刻
な
事
件
に
本
当
に
自
分
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
か
が
判
断
で

き
な
い
ほ
ど
手
口
が
巧
妙
だ
。
知
ら
な
い
相
手
か
ら
の
電
話
は
ま
ず
詐
欺
と
疑
っ
て
か
か
る

ほ
う
が
懸
命
と
い
え
る
よ
う
な
深
刻
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

特殊詐欺被害が急増

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
オ
ー
プ
ン

GRAND 
BRASSERIE

at Grand Central Terminal
7days open

5:30am - 2am

銀
行
や
警
察
装
う
手
口

在
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
在
留
邦
人
に
注
意
呼
び
か
け

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に

ま
た
一
つ
飲
食
の
新
名
所
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル

ト
ホ
ー
ル
に
１
万
６
０
０
０
平

方
フ
ィ
ー
ト
の
延
床
面
積
を
持

つ
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
グ

ラ
ン
ド
・
ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
」
だ
。

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
が
設

計
し
、
米
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

３
５
０
店
舗
を
構
え
る
飲
食
店

帝
国
Ｏ
Ｔ
Ｇ
を
築
い
た
リ
ッ

ク
・
ブ
ラ
ッ
ド
ス
タ
イ
ル
氏
が

新
会
社
で
経
営
す
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
オ
ニ
オ
ン

ス
ー
プ
（
18
ド
ル
）
は
、
玉
ね

ぎ
の
甘
さ
が
チ
ー
ズ
と
コ
ク
の

あ
る
熱
い
ス
ー
プ
の
な
か
で
じ

ん
わ
り
と
広
が
る
。「
ロ
シ
ア

ン
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
オ
ニ
オ
ン

ス
ー
プ
（
28
ド
ル
）
に
負
け
な

い
ね
」
と
言
う
と
「
近
づ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
謙
虚
な
ウ

エ
イ
タ
ー
氏
。
負
け
ず
劣
ら
ず

の
美
味
し
さ
だ
。
バ
ー
も
素
敵

で
、
地
階
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー

や
中
二
階
の
チ
プ
リ
ア
ー
ニ
、

知
る
人
ぞ
知
る
駅
３
階
の
隠
れ

家
バ
ー
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル

出
現
だ
。　（
写
真
・
三
浦
良
一
）

　

こ
れ
ま
で
の
事
案
に
お
い
て

は
、
電
話
番
号
の
表
示
に
つ
い

て
も
、
実
際
に
存
在
す
る
警
察

署
の
電
話
番
号
を
偽
装
表
示
さ

せ
る
な
ど
、
犯
罪
の
手
口
は

益
々
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い

る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
に
よ
る
と
、
詐
欺
グ

ル
ー
プ
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
ら

ず
ラ
ン
ダ
ム
に
電
話
を
掛
け
て

い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
と

し
、
中
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

特
定
の
人
物
の
個
人
情
報
を
調

べ
た
上
で
電
話
を
掛
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
被
害
者
は
人
種
に
関
係

が
な
い
も
の
の
、
英
語
が
あ
ま

り
得
意
で
な
い
︵
言
い
返
せ
な

い
︶
人
が
狙
わ
れ
る
傾
向
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

　
在
留
邦
人
は
特
殊
詐
欺
の
被

害
が
増
え
て
い
る
現
状
を
認
識

し
、
手
口
の
特
徴
を
し
っ
か
り

把
握
し
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
に
注
意
す
る
。
今
回
報
告

の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
被
害

者
か
ら
相
手
に
﹁
総
領
事
館
に

相
談
し
た
い
﹂
と
伝
え
た
と
こ

ろ
、﹁
総
領
事
館
は
犯
罪
者
か

ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
る
た

め
、
総
領
事
館
に
連
絡
す
る
の

は
犯
罪
者
の
思
う
壺
だ
﹂
な
ど

と
し
て
、
同
館
へ
の
相
談
を
も

妨
げ
る
よ
う
な
説
明
を
し
て
い

た
と
い
う
。
日
本
の
公
的
機
関

が
犯
罪
に
加
担
す
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
の
で
、
絶
対
に
信
用

せ
ず
、総
領
事
館
に
相
談
す
る
。
　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

●
警
察
を
含
め
た
捜
査
機
関

は
、
電
話
で
お
金
の
話
を
す
る

こ
と
は
絶
対
に
な
い
。

●
同
機
関
は
、
口
座
番
号
を
尋

ね
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。

●
同
機
関
は
、
ス
カ
イ
プ
等
の

ビ
デ
オ
通
話
を
す
る
こ
と
は
絶

対
に
な
い
。

●
同
機
関
は
、
電
話
で
﹁
あ
な

た
の
口
座
は
犯
罪
者
に
利
用
さ

れ
た
﹂﹁
あ
な
た
の
口
座
は
テ

ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

た
﹂
等
を
言
う
こ
と
は
絶
対
に

な
い
。

●
相
手
か
ら
お
金
の
話
を
持
ち

か
け
ら
れ
た
場
合
や
、﹁
あ
な

た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ

た
﹂﹁
あ
な
た
の
口
座
が
テ
ロ

リ
ス
ト
に
利
用
さ
れ
た
﹂﹁
必

要
な
お
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
、
あ
な
た
の
口
座
は
凍
結
さ

れ
る
﹂
な
ど
と
言
わ
れ
た
場
合

に
は
、﹁
詐
欺
﹂
で
あ
る
と
確

信
し
、
相
手
に
対
し
、﹁
容
疑

が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
私
の
弁
護
士
と
話
し

て
く
だ
さ
い
﹂
な
ど
と
伝
え
、

通
話
を
切
る
。
も
し
相
手
か
ら

弁
護
士
の
氏
名
等
を
尋
ね
ら
れ

た
ら
﹁Y

ou figure it out.

﹂

︵
自
分
で
考
え
て
く
だ
さ
い
︶

な
ど
と
伝
え
て
通
話
を
切
る
よ

う
に
す
る
。

●
外
国
に
い
る
こ
と
を
常
に
意

識
し
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

も
常
に
警
戒
す
る
。

●
特
殊
詐
欺
被
害
に
つ
い

て
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

h
ttps://w

w
w

.n
y

.u
s.

em
b

-japan
.g

o.jp/itpr_
ja/1

1
_0

0
0

0
0

1
_0

0
9

2
1

.
htm

l

　
を
参
照
す
る
。

重
要
な
知
ら
せ
は
電
話
で
は
来
な
い
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
木
川
貴
幸
が
９
月
15
日

（
日
）
午
後
７
時
か
ら
、
ル
・

ポ
ワ
ソ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
（
ブ
リ

ー
カ
ー
通
り
１
５
８
番
地
）
で

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
「
シ
ュ
ト

ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
の
音
楽
」
を

開
催
す
る
。
20
世
紀
現
代
音

楽
の
巨
匠
、
カ
ー
ル
ハ
イ
ン

ツ
・
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン

（
１
９
２
３
〜
２
０
０
７
年
）

の
代
表
曲
を
演
奏
す
る
。
シ
ュ

ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
は
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
前
衛
音
楽
の
旗

手
、
そ
し
て
電
子
音
楽
の
創
始

者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
作

曲
家
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
だ

け
で
な
く
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ

ー
ト
ニ
ー
、
ソ
ニ
ッ
ク
・
ユ
ー

ス
、
ビ
ョ
ー
ク
と
い
っ
た
ポ
ッ

プ
／
ロ
ッ
ク
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
現
代
で
も
シ
ュ
ト
ッ
ク

ハ
ウ
ゼ
ン
の
極
め
て
独
創
的
で

ユ
ニ
ー
ク
な
音
楽
は
世
界
各
地

で
演
奏
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

木
川
は
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ

ン
の
作
品
を
得
意
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
し
て
お
り
、以
前
に「
ピ

ア
ノ
曲 

Ｘ
」
を
Ｎ
Ｙ
で
演
奏

し
た
際
に
は
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

か
ら
「
木
川
は
万
華
鏡
の
よ
う

な
音
響
効
果
を
鮮
や
か
に
伝
え

た
」
と
絶
賛
さ
れ
た
。
今
回
は

「
ピ
ア
ノ
曲
Ⅰ
」、「
ピ
ア
ノ
曲

Ｖ
」、「
ピ
ア
ノ
曲
Ｘ
」、
そ
し

て
１
９
７
０
年
に
大
阪
で
行
わ

れ
た
万
国
博
覧
会
で
シ
ュ
ト
ッ

ク
ハ
ウ
ゼ
ン
自
ら
が
日
本
初
演

を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
超

大
曲
「
ピ
ア
ノ
、
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

た
め
の
『
コ
ン
タ
ク
テ
』」
を

演
奏
す
る
。
コ
ン
タ
ク
テ
で
は

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
ク
リ

ス
・
グ
ラ
ム
が
ゲ
ス
ト
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
共
演
す
る
。

　

入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
が
前

売
り
25
ド
ル
・
当
日
30
ド
ル
、

立
ち
見
は
前
売
り
20
ド
ル
・
当

日
25
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://lpr.

com/lpr_events/taka24/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ソ
フ
ィ
ア
会

の
秋
の
恒
例
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア

ー
が
、
10
月
６
日
（
日
）
に
青

山
学
院
と
合
同
で
開
催
さ
れ

る
。
今
年
は
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
に
加
え
、

果
樹
園
の
り
ん
ご
狩
り
も
行

う
。
見
学
先
は
、Millbrook 

Vineyards & W
inery

（Millbrook, NY

） 

と Dr 
Davies Farm 

（Congers, 
NY

）。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
近
辺
に
集
合
（
午
前
８
時

45
分
）・
解
散
（
午
後
５
時
30

分
）、
貸
切
バ
ス
使
用
、
ワ
イ

ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
オ
プ
シ

ョ
ン
も
あ
る
。
定
員
は
子
ど
も

を
含
め
先
着
40
人
。
各
自
お
弁

当
を
持
参
。
参
加
費
は
貸
切
バ

ス
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
入
場
、
り
ん

ご
狩
り
を
含
み
、
オ
プ
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
次
の
通
り
。
大
人
料

金
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
（
定
員

10
人
）
１
０
０
ド
ル
、
ま
た
は

ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
＋
ワ
イ
ン

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ（
定
員
30
人
）

１
２
５
ド
ル
で
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
。
子
供
料
金
は
バ
ス
の

席
が
必
要
な
子
ど
も
の
み
20
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
・
参
加
予
約

は
Ｅ
メ
ー
ルinfosophiany@

gmail.com

ま
で
。

　

ロ
ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
パ
ー
ク
で
８

月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
、
バ
ッ

テ
リ
ー
パ
ー
ク
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
開
幕
を
飾
っ
た
の
は
バ
ッ

テ
リ
ー
ダ
ン
ス
団
の
世
界
初
上

演
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」。
ラ
ト

カ
イ
・
オ
ズ
ビ
ナ
ー
振
付
作
品

で
、
動
物
か
ら
人
へ
の
進
化
の

過
程
を
語
る
よ
う
な
革
新
的
な

踊
り
で
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

台
湾
の
フ
ォ
ー
カ
ス
舞
踊
団
は

同
祭
43
年
の
歴
史
の
な
か
で
初

の
台
湾
か
ら
の
参
加
と
あ
っ
て

大
歓
迎
を
受
け
、
ツ
ァ
イ
・
シ
・

フ
ン
が
振
り
付
け
た
「
セ
ル
フ

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
踊
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
ケ
ベ

ッ
ク
原
住
民
の
民
族
舞
踊
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
。
今
年
は
計
48

団
体
・
個
人
が
出
演
し
、
世
界

初
２
作
品
、
米
国
初
３
作
品
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
初
１
作
品
が

上
演
さ
れ
、
６
団
体
が
同
祭
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
ピ
ク
ニ

ッ
ク
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る
人
も

多
く
、
夕
焼
け
や
夜
景
を
背
景

に
踊
る
多
彩
な
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
で
い
た
。　
（
小
味
か
お
る
）

木
川
貴
幸
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

「
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
の
音
楽
」

A scene from Act II of Puccini’s “La Boheme.” 
Photo: Richard Termine / Met Opera

　

日
本
ク
ラ
ブ
と
『
オ
ペ
ラ
の

楽
し
み
を
探
ろ
う
！
』
発
起
人

会
共
催
の「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・

オ
ペ
ラ 

２
０
２
４
／
25
シ
ー

ズ
ン
鑑
賞
会
＆
直
前
勉
強
会
」

が
、
10
月
13
日
（
日
）
午
後
３

時
か
ら
、
直
前
勉
強
会
は
日
本

ク
ラ
ブ
に
て
11
日
（
金
）
午
後

６
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
今
シ

ー
ズ
ン
１
回
目
と
な
る
今
回
は

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
・

ハ
ウ
ス
の
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア

（
２
階
）
席
に
て
、
ド
イ
ツ
生

ま
れ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ッ
フ
ェ

ン
バ
ッ
ク
が
人
生
最
後
に
書
き

上
げ
た
大
作
オ
ペ
ラ
『
ホ
フ
マ

ン
物
語
』
を
鑑
賞
す
る
。
参
加

費
１
１
０
ド
ル
（
日
本
ク
ラ
ブ

会
員
）、１
２
５
ド
ル
（
一
般
）。

定
員
20
人
。
勉
強
会
の
参
加
費

は
15
ド
ル（
会
員
）、25
ド
ル（
一

般
）
ド
リ
ン
ク
付
き
。

　

ま
た
11
月
13
日
（
水
）
に
は

特
別
プ
ラ
ス
と
し
て
プ
ッ
チ
ー

ニ
作
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
の

鑑
賞
も
行
う
。
直
前
勉
強
会

は
11
月
12
日
（
火
）。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/event/met-opera-
2024-25/?lang=ja

を
参
照

す
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
が

オ
ペ
ラ
勉
強
会

上
智
・
青
山
学
院
Ｎ
Ｙ
同
窓
会

10
月
６
日
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー 台湾のフォーカス舞踊団　Photo: Yasuharu Sato

夕焼けに踊る　バッテリーパークダンス祭

https://www.hakubainyc.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
https://www.nipponclub.org/event/met-opera-2024-25/?lang=ja
https://lpr.com/lpr_events/taka24/
mailto:infosophiany@gmail.com


（3）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）9月 7日（土）

９月 NY 日系人会の行事
第 18回秋のヘルスフェア

9月 6日（金）～ 10月 13日（日）

■ 9月 6日（金）10:30am-12pm アップルキッズ企画「灘田篤
子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」

■ 7日（土）9:30am-11:00am NYシルバー会オンライン座談
会「在宅訪問看護師 弓削容子さんと一緒に健康から介護ま
で情報交換しましょう！」

■ 9日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和則さんが
へアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 12日（木）10am-12pm 「加藤恵子弁護士による米国移民法
の無料電話相談室」各 15分　ご相談の方はご予約下さい

■ 12日（木）12pm-2pm「9月の第一敬老会」BentOn のお弁
当です。HITO STARさんの昭和の歌をお楽しみください！

　会費＄５。会場、デリバリー・ピックアップご希望の方はご
予約下さい。1pm-2pm: 日米武道館五嶋龍先生の「とっさの
時のセルフディフェンス」体験

■ 12日（木）6pm-7:30pmオンライン講演会「塩崎
恵子さん（日本の国籍ビザコンサルタント）による
日本の国籍法と日米の重国籍について」

■ 13日（金）6pm-7:30pm オンライン講座
　「吉田常孝精神科医による認知症の初期症状と対応
の仕方、新薬について」

■ 17日（火）7pm-8:30pm オンライン講座福寺裕二
社会保険労務士による「日米の年金制度」

 ■ 19日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあ
わせ運びた～い、しゃべって！笑って！ハッピーラ
イフ！」どなたでもご参加できます。

 ■ 20日（金）6pm-8pm「JAAオープンハウス」
　JAAをもっと知りたい方、お集まりください。

OGURA BANDのジャズ演奏、リフレッシュメント
＆ワインを楽しみながらの交流会！

 ■ 21日（土）4pm-5pm @ 日米武道館 11 West 36th 
St. 5th FL. 「五嶋龍先生の空手を通しての自己防衛 
(Self-defense) 講習会」

 ■ 22日（日）1:30pm-3pm 上映と討論会「日系人収
容所内での野球物語～ a short fi lm “Baseball Behind 
Barbed Wire” by Yuriko Gamo Romer」

 ■ 25日（水）6:30pm- オンライン理事会
 ■ 26日（木）12pm-2pm「大敬老会」日本の敬老の
日に因んで行います。Iwaki Band の音楽をお楽し
みください。会場参加、デリバリー＆ピックアップ
ご希望の方はご予約下さい。会費 $5、9月のお誕
生会をします。

 ■ 26日（木）9:30am-1:30pm 「ヘレン・イリエ弁護
士と滝川玲子弁護士の遺言の無料電話法律相談室　
＆ 2pm-4pm: オンライン講演会

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org 

　

日
本
発
の
ふ
ろ
し
き
を

使
っ
た
ふ
ろ
し
き
ヨ
ガ

「FLOWSHIKI

」
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
21
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
11
時
ま
で
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
の
シ
ー
プ
メ
ド
ウ
で
開

催
さ
れ
る
。
用
意
す
る
も
の

は
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
、
動

き
や
す
い
服
装
。
ま
た
、
翌
22

日
（
日
）
は
マ
イ
ハ
ウ
ス
ス
タ

ジ
オ
（
カ
ナ
ル
通
り
99
番
地
４

階
、
ブ
ザ
ー
14
番
）
で
も
午
後

２
時
15
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

屋
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
。
用
意
す
る
も
の
は
追
加

で
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
。
参
加
費
は
任

意
寄
付
制
。
30
ド
ル
以
上
寄
付

し
た
人
に
は
、
日
本
で
使
用
し

て
い
る
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
ろ
し
き
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

同
ヨ
ガ
を
主
宰
す
る
田
畑

里
桂
さ
ん
（
滋
賀
県
大
津
市
）

＝
写
真
＝
は
、
２
０
０
７
年

に
イ
ン
ド
で
ヨ
ガ
と
出
会
い
、

イ
ン
ド
政
府
公
認
の
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
障
が
い
福
祉

施
設
で
ク
ラ
ス
を
受
け
持
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
ど
ん
な
状

態
の
人
で
も
安
心
し
て
身
体
や

心
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
メ
ソ
ッ
ドFLOWSHIKI

を
考
案
し
た
と
い
う
。
四
隅
に

ポ
ケ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
て
、
障

が
い
が
あ
っ
て
手
を
握
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
で
も
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
て

い
る
の
が
特
徴
。現
在
は
京
都
、

滋
賀
、
大
阪
、
東
京
を
拠
点
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
養
成
講
座

を
開
催
中
。
田
畑
さ
ん
は
「
身

体
が
硬
い
、
運
動
、
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ

が
苦
手
な
方
、
高
齢
者
で
も
障

が
い
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

状
態
を
受
け
入
れ
な
が
ら
身
体

を
動
か
し
て
い
く
楽
し
さ
を
体

感
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

メ
ソ
ッ
ド
がFLOWSHIKI

で

す
。
ふ
ろ
し
き
を
使
っ
て
大
切

な
ご
自
身
や
ご
家
族
の
心
と
身

体
を
包
み
込
む
時
間
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
日
本

語
と
英
語
で
指
導
す
る
。

　

申
し
込
み
は
下
記
リ
ン
ク

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

５
１
６
・
３
０
５
・
０
９
２
５
、

Ｅ
メ
ー
ルyuki@yukineo.

com

、
根
尾
さ
ん
。

ふろしきヨガ
FLOWSHIKI

21日と22日にワークショップ

申込先　https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-
aZrij4SPgoSH14X32MfmN96tgQ/viewform?usp=pp_url

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

日
本
茶
屋
「
茶
菴
」
と
東
京
・

鶯
谷
に
あ
る
デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ス

の
お
店
「John

」
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
が
、
９
月

28
日
（
土
）
と
29
日
（
日
）
の

２
日
間
、
１
日
２
回
転
、
席
は

10
席
限
定
で
行
わ
れ
る
。  

　John

は
「
味
覚
の
旅
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
オ
ー
ナ
ー
兼

シ
ェ
フ
の
吉
村
正
峰
さ
ん
が

２
０
２
２
年
２
月
に
２
年
間
期

間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
た
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
古
民
家
で
味

わ
う
レ
ス
ト
ラ
ン
。 

美
し
く
、

優
し
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
デ

ザ
ー
ト
コ
ー
ス
は
完
全
予
約

制
。
デ
ザ
ー
ト
を
中
心
と
し
た

メ
ニ
ュ
ー
で
、
今
日
本
で
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
来
店
客
の
約

半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
予
約

を
取
る
の
も
困
難
で
連
日
満
席

が
続
い
て
い
る
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
抹
茶
ブ

ー
ム
を
起
こ
し
た
茶
菴
は
今

年
で
オ
ー
プ
ン
20
周
年
を
迎

え
、
純
茶
室
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。 

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て
お

り
、
今
回
の
企
画
で
は
茶
菴

オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、2024 

Mrs SAKE JAPAN

に
も
選

ば
れ
、
裏
千
家
の
茶
名
も
持

つ
八
木
共
子
さ
ん
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
地
酒
と
厳
選
し
た

日
本
の
お
茶
の
ペ
ア
リ
ン
グ

を
提
供
す
る
。 

予
約
は
茶

菴
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

www.chaanteahouse.com/
special-collab 

で
受
付
中
。

John

の
詳
細
は https://

www.instagram.com/john_
uguisudani 

を
参
照
す
る
。  

茶
菴
とJohn

コ
ラ
ボ
企
画

9
月
28
日
と
29
日
に
開
催

https://www.gallery60nyc.com/
mailto:info@jaany.org
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-aZrij4SPgoSH14X32MfmN96tgQ/viewform?usp=pp_url
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-aZrij4SPgoSH14X32MfmN96tgQ/viewform?usp=pp_url
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-aZrij4SPgoSH14X32MfmN96tgQ/viewform?usp=pp_url
https://www.chaanteahouse.com/special-collab
https://www.instagram.com/john_uguisudani
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （30）

　

米
国
と
日
本
の
ト
ッ
プ
を
決

定
す
る
選
挙
が
11
月
に
行
わ
れ

る
流
れ
で
す
。
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
大
統
領
と
岸
田
文
雄
首
相

の
後
任
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
米

国
の
共
和
党
と
民
主
党
の
大
会

が
終
わ
り
、
9
月
に
は
日
本
の

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
の
ト
ッ

プ
を
選
出
す
る
党
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
続
く
総
選

挙
が
11
月
に
行
わ
れ
る
可
能
性

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
米
の
政
党
の
実

態
は
全
く
異
な
り
ま
す
。（
Ａ
）

米
国
の
党
大
会
は
大
統
領
選
挙

が
行
わ
れ
る
4
年
に
1
回
数
日

間
。
日
本
で
は
毎
年
1
回
数
時

間
。（
Ｂ
）
米
国
の
大
統
領
は

党
の
ト
ッ
プ
で
は
な
く
、
日
本

の
首
相
は
与
党
第
1
党
の
ト
ッ

プ
。（
Ｃ
）
米
国
で
は
予
備
選

挙
で
候
補
者
を
決
定
す
る
が
、

日
本
で
は
党
が
候
補
者
を
決
定

す
る
。（
Ｄ
）
米
国
で
は
議
会

で
の
投
票
に
党
議
拘
束
が
な

く
、
議
員
が
独
自
に
投
票
を
行

う
が
、
日
本
で
は
党
議
拘
束
に

縛
ら
れ
る
。

　

私
は
、
２
度
米
国
の
党
大
会

に
出
席
し
ま
し
た
が
、
様
々
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
４
日
間

も
参
加
者
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
今
回
の
民
主
党

大
会
で
は
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
大

統
領
候
補
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ

元
大
統
領
夫
妻
な
ど
の
夜
の
演

説
を
前
に
、
昼
間
の
間
は
こ
れ

が
長
時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

黒
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、
米

先
住
民
族
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

諸
島
人
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
環
境
・

気
候
危
機
、
移
民
政
策
改
革
、

イ
ン
フ
レ
阻
止
、
Ａ
Ｉ
、
宗
教

間
協
力
、
子
供
に
対
す
る
検
閲

と
の
闘
い
、学
生
の
債
務
救
済
、

銃
の
暴
力
阻
止
、
工
場
都
市
の

奪
還
、
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
政
党
の
年
１
回
数
時

間
の
定
期
大
会
に
は
、
主
要
産

業
、
農
協
、
医
師
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
労
働
組
合
、
宗
教
団

体
な
ど
の
業
界
団
体
。
新
幹
線

や
道
路
等
の
陳
情
団
体
な
ど
が

陣
取
り
ま
す
。
９
月
に
行
わ
れ

る
自
民
党
と
立
憲
民
主
党
の
ト

ッ
プ
選
び
は
党
員
と
国
会
議
員

の
み
に
よ
る
約
２
週
間
の
選
挙

で
す
。
党
員
に
は
、
上
記
の
団

体
関
係
者
が
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
首
相
が
国
民
か
ら
直
接
選

ば
れ
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
約

１
年
間
国
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
行
う
米
国
よ
り
も
は
る

か
に
短
期
間
と
言
え
ま
す
。

　

米
国
の
政
治
は
劇
場
化
が
進

み
、
超
大
金
持
ち
が
影
響
を
行

使
す
る
点
は
心
配
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
国
民
の
意
志
に

為
政
者
が
応
え
る
仕
組
み
が
あ

り
、
投
票
で
政
治
を
変
え
ら
れ

る
と
い
う
実
感
を
多
く
の
国
民

が
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
日
本
で
は
、『
人
民
の
、
人

民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め
の
政

治
』
が
定
着
し
て
い
な
い
。
戦

後
米
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
民
主

主
義
の
形
は
存
在
す
る
が
実
態

が
伴
っ
て
い
な
い
。」
と
感
じ

ま
す
が
、
海
外
日
本
人
の
皆
さ

ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

米
・
日
の
政
党
大
会
の

大
き
な
違
い

　

本
紙
表
紙
シ
リ
ー
ズ
「
春
夏

秋
冬
」
で
お
馴
染
み
の
切
り
絵

画
家
、
久
保
修
さ
ん
（
73)

＝

写
真
＝
が
去
る
８
月
８
日
、
東

京
都
港
区
の
外
務
省
飯
倉
別
館

で
外
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　

久
保
さ
ん
は
、
１
９
９
５
年

か
ら
「
紙
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
和
紙
を
用

い
た
切
り
絵
で
日
本
の
四
季

折
々
の
風
景
等
を
表
現
し
内
外

に
発
表
し
て
き
た
。
２
０
０
９

年
よ
り
文
化
庁
文
化
交
流
使
と

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
ほ

か
、
外
交
上
重
要
な
節
目
に
お

い
て
、
在
外
公
館
や
外
国
政
府

な
ど
の
招
き
に
よ
り
、
欧
米
、

中
東
、
ア
ジ
ア
な
ど
15
か
国
以

上
に
お
い
て
切
り
絵
の
展
覧
会

な
ど
を
開
催
し
た
。

　

久
保
さ
ん
の
日
本
四
季
折
々

の
「
風
物
詩
」
や
「
旬
の
食
材
」

の
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
切
り
絵

作
品
は
、
日
本
人
や
日
本
文
化

の
理
解
促
進
に
貢
献
し
て
い

る
。
本
紙
の
「
春
夏
秋
冬
」
も

海
外
に
い
な
が
ら
日
本
の
四
季

を
感
じ
ら
れ
る
と
好
評
だ
。

　

上
川
陽
子
外
相
か
ら
は
「
今

後
も
切
り
絵
を
通
し
て
諸
外
国

に
お
い
て
交
流
を
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。
久
保
さ
ん
は
「
今
日
ま

で
の
各
国
と
の
切
り
絵
を
通
し

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
け
て
本
当
に

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
様
に

国
内
外
に
お
い
て
、
切
り
絵
を

通
し
て
の
交
流
な
ど
を
精
力
的

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」と
話
し
て
い
る
。

切
り
絵
画
家
の
久
保
修
氏

東
京
で
外
務
大
臣
表
彰

上
川
外
相
（
右
）
か
ら
表
彰
さ
れ
る
久
保
氏

（
写
真
・
外
務
省
提
供
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
秋
の
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス

を
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
（
10
月
10

日
）、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
（
10
月

17
日
）、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

（
10
月
24
日
）
と
プ
エ
ル
ト
リ

コ
（
11
月
ご
ろ
。
日
程
が
決
ま

り
次
第
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
通

知
）
で
開
催
す
る
。
出
張
サ
ー

ビ
ス
は
、
在
外
選
挙
人
登
録
申

請
等
、
旅
券
の
交
付
、
証
明
書

の
交
付
と
受
付
、
国
外
転
居
者

向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
な
ど
。
出
張
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
あ
た
り
、
旅
券
、
証
明

な
ど
の
申
請
書
の
提
出
期
限
は

各
開
催
日
の
２
週
間
前
と
な
る

の
で
注
意
す
る
こ
と
。

領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス

10
月
と
11
月
に
実
施

https://www.birdlandjazz.com/calendar/
https://japanesefolkdance.org/uncategorized/nameshidaonikenbai.html
https://www.samuraimama.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
９
月
10
日
、
大
使
公

邸
で
令
和
６
年
春
の
叙
勲
に
お

い
て
旭
日
中
綬
章
を
受
賞
し
た

フ
ラ
ン
ク
・
Ｋ
・
ア
ッ
プ
ハ
ム
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
名
誉
教
授

へ
の
叙
勲
伝
達
式
を
行
う
。

　

フ
ラ
ン
ク
・
Ｋ
・
ア
ッ
プ
ハ

ム
名
誉
教
授
は
、
全
米
の
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
中
で
も
屈
指
の
レ

ベ
ル
を
誇
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

長
年
日
本
研
究
の
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
し
、
特
に
日
本
の
社

会
・
経
済
と
法
の
発
展
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
の
分
野
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
起
点
に
米
国
内
に

お
け
る
日
本
法
の
理
解
促
進
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
教
育
者
と

し
て
、
米
国
、
及
び
日
本
を
含

む
ア
ジ
ア
諸
国
の
法
曹
・
法
学

研
究
者
交
流
を
積
極
的
に
進

め
、
日
本
の
法
曹
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
促
進
や
日
米
・
ア
ジ
ア

の
法
曹
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
も
貢
献
し
て
き
た
。
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
日
本
研

究
の
発
展
及
び
日
米
間
の
相
互

理
解
の
促
進
に
寄
与
し
た
こ
と

が
功
績
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

ア
ッ
プ
ハ
ム
Ｎ
Ｙ
大
名
誉
教
授

旭
日
中
綬
章
を
伝
達
へ

死
亡
事
故
防
ぐ
柵
を
増
設

地
下
鉄
10
駅
の
ホ
ー
ム
に
設
置

Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
終
了

57
年
の
放
送
歴
史
に
幕

　

昨
年
８
月
24
日
、
ク
イ
ー
ン

ズ
の
州
最
高
裁
判
所
の
ミ
シ
ェ

ル
・
Ａ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
判
事

が
、
１
９
９
４
年
８
月
に
市
内

ク
イ
ー
ン
ズ
区
で
発
生
し
た
日

本
人
男
性
、
砂
田
敬
さ
ん
（
当

時
22
歳
）
の
銃
殺
事
件
で
有
罪

と
な
っ
た
元
服
役
囚
の
男
性
２

人
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。

無
罪
が
確
定
し
た
の
は
、
ア
ー

モ
ン
ド
・
マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん

（
51
）
と
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
さ
ん（
50
）。裁
判
官
は
、

94
年
ク
イ
ー
ン
ズ
の
取
調
室
で

マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
（
当
時
20

歳
）
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
（
当

時
19
歳
）
は
捜
査
を
担
当
し
た

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
警
部

に
強
要
さ
れ
て
罪
を
か
ぶ
っ
た

と
判
決
理
由
を
述
べ
、
裁
判
官

と
し
て
異
例
の
謝
罪
の
言
葉
を

口
に
し
た
。
福
岡
の
自
宅
で
Ｎ

Ｙ
検
事
局
か
ら
そ
の
知
ら
せ
を

受
け
た
被
害
者
の
父
親
、
砂
田

向
壱
さ
ん
（
78
）
は
愕
然
と
し

た
。「
で
は
、
真
犯
人
は
誰
な

ん
だ
。
い
ま
、
そ
の
犯
人
は
ど

こ
に
い
る
ん
だ
」。

　

事
件
か
ら
30
年
経
っ
て
冤
罪

と
な
っ
た
息
子
の
殺
害
事
件
。

「
真
相
を
知
り
た
い
」。
砂
田
さ

ん
は
、
冤
罪
の
知
ら
せ
を
伝
え

父
親
が
検
事
と
面
会

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

２
０
２
４
年
初
頭
か
ら
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
で
新
し
い
バ

リ
ア
（
保
護
柵
）
を
設
置
し
、

年
末
ま
で
に
さ
ら
に
多
く
の
駅

に
導
入
す
る
予
定
だ
。
現
在
、

10
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

約
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の

バ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
半
分
は
Ｌ
線
に
あ
る
。
列

車
の
ド
ア
が
開
く
位
置
と
は
一

致
し
て
い
な
い
が
、
バ
リ
ア
の

間
に
は
乗
客
が
列
車
に
乗
り
降

り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　

22
年
に
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

駅
で
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
リ
ッ
サ
・

ゴ
ー
さ
ん
が
電
車
に
押
さ
れ
て

亡
く
な
っ
た
事
件
を
受
け
、
Ｍ

Ｔ
Ａ
は
ホ
ー
ム
の
安
全
対
策
を

強
化
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
。
予
算
の
制
約
で
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ

空
港
の
エ
ア
ト
レ
イ
ン
の
よ
う

な
フ
ル
サ
イ
ズ
の
ド
ア
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り

に
金
属
製
の
バ
リ
ア
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
鉄
の

金
属
製
バ
リ
ア
設
置
駅
は
次

の
通
り
。
１
９
１
丁
目 

（
１
番

線
）、 

ク
ラ
ー
ク
ス
ト
リ
ー
ト

（
２
・
３
番
線
）、
モ
ー
ガ
ン
ア

ベ
ニ
ュ
ー
（
Ｌ
線
）、 

ク
レ
セ

ン
ト
ス
ト
リ
ー
ト（
Ｊ
・Ｚ
線
）、 

５
番
街 

（
７
番
線
）、 

57
丁
目 

（
Ｆ
線
）、 

１
番
街 （
Ｌ
線
）、 

ベ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー

（
Ｌ
線
）、 

グ
ラ
ン
ド
ス
ト
リ
ー

ト
（
Ｌ
線
）、 

デ
カ
ル
ブ
ア
ベ

ニ
ュ
ー （
Ｌ
線
） 

。

て
き
た
ク
イ
ー
ン
ズ
区
地
方
検

事
局
有
罪
判
決
完
全
制
ユ
ニ
ッ

ト
部
長
に
面
会
を
求
め
た
。

　

先
月
、
８
月
28
日
午
後
８

時
。
Ｎ
Ｙ
市
内
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー

ト
Ｎ
Ｙ
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
。
検

事
は
日
本
語
通
訳
を
同
伴
し
て

い
た
。
検
事
部
長
の
名
前
と
彼

の
発
言
を
そ
の
ま
ま
記
事
に
し

な
い
と
い
う
条
件
で
本
紙
記
者

の
同
席
が
許
さ
れ
た
。
面
会
時

間
は
約
１
時
間
だ
っ
た
。

　
「
30
年
も
経
っ
て
、
な
ぜ
い

ま
冤
罪
判
決
な
の
か
」。
砂
田

さ
ん
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ

ズ
・
マ
タ
ー
（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
＝
黒
人

の
命
も
大
切
だ
）
運
動
を
契
機

に
米
国
の
社
会
情
勢
が
変
化
し

た
こ
と
も
判
決
が
急
に
翻
っ
た

背
景
に
あ
る
の
か
」
と
聞
い

た
。
検
事
部
長
は
「
当
時
の
取

調
べ
を
担
当
し
た
刑
事
が
別
の

事
件
で
容
疑
者
に
自
白
を
強
要

し
た
新
し
い
証
拠
が
出
て
き
た

こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
政
治
的

な
背
景
や
社
会
情
勢
と
は
全
く

関
係
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
否

定
し
た
上
で
、
当
時
は
年
間

１
６
０
０
件
も
の
殺
人
事
件
が

あ
り
、
そ
の
後
警
察
官
の
増

員
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
拡
充
で
昨
年
Ｎ
Ｙ
市

内
の
殺
人
件
数
は
３
８
０
件
に

ま
で
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
説

明
し
た
。
そ
し
て
犯
罪
捜
査
に

は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
分
か
ら
な

い
が
エ
ラ
ー
が
起
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
裁
判
で
有
罪
と

な
っ
た
マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
は

1
月
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
29
年

間
服
役
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん

は
殺
人
罪
の
棄
却
と
引
き
換
え

に
第
一
級
強
盗
の
罪
を
認
め
、

２
０
０
３
年
に
仮
釈
放
さ
れ
る

ま
で
約
9
年
間
服
役
し
た
が
、

こ
の
間
に
マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん

　

Ｎ
Ｙ
市
を
拠
点
に
57
年
間
、

事
件
の
速
報
や
政
治
情
勢
、
地

下
鉄
の
遅
延
や
運
休
、
Ｎ
Ｙ
メ

ッ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
地
元
の
情
報
を
伝
え

続
け
た
Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
８
８
０
ラ
ジ

オ
局
が
、
８
月
25
日
深
夜
に
伝

え
た
最
後
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送

を
終
了
し
た
。
親
会
社
で
ラ
ジ

オ
局
大
手
の
オ
ー
ダ
シ
ー
は
今

年
１
月
破
産
法
の
適
用
を
申
請

し
、
先
月
初
旬
に
は
地
元
ラ
ジ

オ
局
が
直
面
し
て
い
る
全
国
的

な
逆
風
を
理
由
に
、
同
８
８
０

Ａ
Ｍ
局
を
ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ｎ
に
売
却
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

　

ま
た
同
局
報
道
室
Ｗ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

は
、
地
元
紙
の
統
合
や
報
道
局

の
縮
小
な
ど
国
内
の
メ
デ
ィ
ア

産
業
の
移
行
を
踏
ま
え
て
、
従

業
員
を
８
％
削
減
し
た
こ
と
を

伝
え
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
代
表
す
る
全
米
脚

本
家
組
合
東
部
は
同
局
の
売
却

に
関
し
声
明
で
「
多
様
な
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
を
参
加
と
す
る
大
手

複
合
企
業
の
い
わ
ゆ
る
統
合

で
、
地
元
の
ニ
ュ
ー
ス
を
異
な

る
概
念
で
伝
え
、
市
民
が
本
当

に
必
要
と
す
る
情
報
を
奪
っ
て

い
く
。
Ｎ
Ｙ
市
に
と
っ
て
も
、

ニ
ュ
ー
ス
産
業
に
と
っ
て
も
大

き
な
ロ
ス
で
あ
る
」
と
伝
え
て

い
る
。

　

同
局
は
22
日
、
３
時
間
の
特

別
番
組
を
放
送
し
、
反
響
を
受

け
た
多
く
の
リ
ス
ナ
ー
た
ち
を

称
え
た
。
主
演
し
た
デ
ビ
ッ

ド
・
パ
タ
ー
ソ
ン
元
Ｎ
Ｙ
州
知

事
は
「
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で

育
っ
た
が
、
盲
人
で
あ
る
た
め

新
聞
は
読
め
ず
、
テ
レ
ビ
も
当

時
は
ニ
ュ
ー
ス
は
今
ほ
ど
取
り

上
げ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話

し
「
同
局
で
初
め
て
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ

ュ
ニ
ア
の
暗
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
を

知
り
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
詳

細
だ
っ
た
」と
記
憶
を
語
っ
た
。

同
ニ
ュ
ー
ス
局
は
26
日
か
ら

WHSQ-AM ESPN

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
し
て
再
開
し
、
同
じ
く

オ
ー
ダ
シ
ー
傘
下
の
１
０
１
０

ウ
ィ
ン
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
ス
専
門

番
組
の
放
送
を
継
続
す
る
。

は
14
回
無
罪
を
訴
え
て
再
審
請

求
を
出
し
て
い
た
と
い
う
。

　

遺
族
が
国
民
訴
追
す
る
権
利

も
あ
る
が
、
米
国
市
民
で
は
な

い
砂
田
さ
ん
に
そ
の
権
利
は
な

く
、
検
事
局
が
再
捜
査
し
て
冤

罪
を
認
め
た
以
上
、
検
事
局
自

ら
が
捜
査
を
訴
追
す
る
こ
と
も

な
い
。
検
事
部
長
は
、
当
時
の

取
調
べ
調
書
で
容
疑
者
２
人
が

署
名
し
た
コ
ピ
ー
を
含
む
厚
さ

10
セ
ン
チ
ほ
ど
の
記
録
を
持
参

し
て
説
明
し
た
。
当
時
押
収
し

た
証
拠
物
件
の
バ
ッ
グ
な
ど
も

す
で
に
廃
棄
処
分
さ
れ
て
い
て

新
た
な
証
拠
を
得
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
た
。

　

砂
田
さ
ん
は
「
息
子
の
気
が

お
さ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
こ

う
し
て
今
回
面
会
し
た
が
、
再

捜
査
へ
の
希
望
が
絶
た
れ
、
30

年
前
と
今
回
、
悲
劇
に
２
度
見

舞
わ
れ
た
思
い
だ
」
と
述
べ
て

面
会
は
終
了
し
た
。
で
は
ず
さ

ん
な
捜
査
を
し
た
当
時
の
警
部

は
罪
に
問
わ
れ
な
い
の
か
と
の

複
雑
な
思
い
を
胸
に
砂
田
さ
ん

は
翌
日
、Ｎ
Ｙ
仏
教
会
を
訪
ね
、

外
に
建
つ
親
鸞
象
に
手
を
合
わ

せ
帰
国
し
た
。

　

１
９
８
９
年
以
来
、
全
米
の

冤
罪
総
数
３
３
６
１
件
の
う
ち

約
４
０
０
件
が
虚
偽
の
自
白
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
少
な
く

と
も
２
３
０
件
の
冤
罪
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
地

区
検
事
局
が
２
０
２
０
年
に
有

罪
判
決
完
全
性
ユ
ニ
ッ
ト
を
立

ち
上
げ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

１
０
２
件
の
有
罪
判
決
が
取
り

消
さ
れ
、
そ
の
う
ち
86
件
は
警

察
の
不
正
行
為
に
関
連
し
た
も

の
と
さ
れ
た
。　
　

砂
田
さ
ん
事
件　

１
９
９
４
年

８
月
４
日
午
後
11
時
半
ご
ろ
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
中
川
で
の
仕
事
を
終
え

て
ク
イ
ー
ン
ズ
区
レ
フ
ラ
ッ
ク

シ
テ
ィ
の
ア
パ
ー
ト
に
帰
宅
し

た
被
害
者
、
砂
田
敬
さ
ん
（
当

時
22
歳
）
は
、
ロ
ビ
ー
に
い
た

男
性
２
人
（
ア
フ
リ
カ
系
）
を

不
審
に
思
い
、
普
段
は
ボ
ク
シ

ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
代
わ
り

に
17
階
ま
で
非
常
階
段
を
使
っ

て
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
な
が
ら
部
屋

に
行
く
の
に
、
こ
の
時
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
。
犯
人

２
人
が
敬
さ
ん
に
続
い
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
。
敬

さ
ん
は
４
階
で
降
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
前
で
揉
み
合
い
に
な
り

そ
う
に
な
り
、
左
側
に
あ
っ
た

非
常
階
段
へ
逃
げ
た
。
後
を
追

っ
た
犯
人
が
非
常
階
段
を
駆
け

上
る
敬
さ
ん
を
振
り
返
り
際
に

発
砲
、
弾
丸
は
右
目
か
ら
後
頭

部
に
貫
通
し
、
敬
さ
ん
は
階
段

か
ら
崩
れ
る
よ
う
に
踊
り
場
に

倒
れ
た
。
階
段
を
４
段
上
が
っ

た
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
70
セ
ン
チ

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
直
径
約
２
セ

ン
チ
ほ
ど
の
銃
痕
を
埋
め
た
跡

が
事
件
か
ら
30
年
経
っ
た
今
も

残
っ
て
い
る
。

「
冤
罪
の
真
相
を
知
り
た
い
」

Ｎ
Ｙ
砂
田
敬
さ
ん
銃
殺
事
件
か
ら
30
年

　

手
頃
な
値
段
で
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
め
る
ユ
ニ
ク
ロ
の
姉
妹
ブ

ラ
ン
ド
「
Ｇ
Ｕ
」
は
９
月
19
日
、

初
の
海
外
実
店
舗
を
ソ
ー
ホ

ー
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
７
８

番
地
）
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

１
・
２
階
合
わ
せ
て
総
床
面
積

１
万
２
２
５
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

店
内
に
は
、
メ
ン
ズ
と
レ
デ
ィ

ー
ス
の
衣
料
品
や
ア
ク
セ
サ
リ

ー
の
ほ
か
、
裏
原
宿
系
ス
ト
リ

ー
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
人
気
の
ア

ン
ダ
ー
カ
バ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た

ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
商
品
も
限
定
で

販
売
す
る
。
開
店
初
日
は
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
シ
ャ
ン
テ
ル
・

マ
ー
テ
ィ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
た
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
を
最
初
の
入
店
者

３
０
０
人
に
無
料
配
布
す
る
ほ

か
、
最
高
２
５
０
ド
ル
の
ク
ー

ポ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
東
京

カ
ル
チ
ャ
ー
を
体
験
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
景

品
を
提
供
す
る
。
ま
た
最
初
の

１
週
間
は
日
本
の
お
菓
子
も
無

料
配
布
す
る
。

　

同
時
に
、
米
国
内
専
用
の

Ｅ
Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン
店
を
開
設

し
、
日
本
国
内
限
定
だ
っ
た
商

品
も
購
入
可
能
と
な
る
。
19
〜

22
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
週
間
の

Ｒ
Ｓ
Ｖ
Ｐ
（
招
待
希
望
）
に
関

す
る
詳
細
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
トwww.

instagram.com/gu_usa_
offi  cial/

を
参
照
す
る
。

ユニクロの姉妹店

ソーホーに開店へ
GU

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
www.instagram.com/gu_usa_official/
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リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ

クイックUSA

185

さ
せ
る
こ
と
で
広
範
な
学
び
の

機
会
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
従
業
員
は
新
し
い
役
割

に
迅
速
に
適
応
し
、
企
業
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、
従

業
員
に
現
在
よ
り
も
更
に
高
度

な
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
、
ス
キ

ル
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
従
業
員
は
現
在
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
に
お
い
て
さ
ら
な
る
成

長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
企
業
が
ス
キ
ル
不
足
を
解

消
し
、
未
来
の
需
要
に
対
応
す

る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
ア
ッ
プ
ス

キ
リ
ン
グ
の
成
功
は
、
効
果
的

な
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
企
業

研
修
は
従
業
員
に
新
し
い
知
識

と
ス
キ
ル
を
提
供
し
、
組
織
全

体
の
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

特
に
技
術
の
進
化
が
早
い
現
代

に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
研
修

が
重
要
で
す
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
個
々
の
従
業
員
が
最
新

の
知
識
を
習
得
し
、
業
務
に
即

座
に
適
用
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
企
業
研
修
を
通

じ
て
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高

ま
り
、
結
果
と
し
て
離
職
率
の

低
下
に
も
寄
与
し
ま
す
。
企
業

研
修
の
充
実
は
、
組
織
の
競
争

力
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
成

長
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
ま

す
。

　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
ア
ッ
プ
ス

キ
リ
ン
グ
は
、
企
業
お
よ
び
従

業
員
に
と
っ
て
選
択
肢
で
は
な

く
必
須
の
戦
略
と
な
り
ま
す
。

企
業
が
競
争
力
を
維
持
し
、
変

化
す
る
市
場
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
従
業
員

の
ス
キ
ル
開
発
に
積
極
的
に
投

資
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ

ス
キ
リ
ン
グ
と
ア
ッ
プ
ス
キ
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
企
業
は
内
部

の
タ
レ
ン
ト
を
最
大
限
に
活
用

し
、
新
し
い
挑
戦
に
対
応
す
る

柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
持
続
可
能
な
成
長
を
支

え
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
企

業
研
修
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
効
果
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

 

事
例
：W

almart

　

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
２
０
２
１

年
に
5
年
間
で
約
10
億
ド
ル
を

投
資
し
、
従
業
員
に
無
料
で
高

等
教
育
や
ス
キ
ル
訓
練
を
提
供

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

Live Better U (

Ｌ
Ｂ
Ｕ)

教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
同

社
は
参
加
す
る
従
業
員
の
大
学

授
業
料
と
書
籍
費
用
を
１
０
０

％
負
担
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

W
almart

の
１
６
０
万
人
の

従
業
員
は
教
育
費
の
負
担
な
く

学
位
や
資
格
を
取
得
し
、
キ
ャ

リ
ア
を
進
め
る
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

事
例
：Verizon

　

ベ
ラ
イ
ゾ
ン
のSkill 

Forward

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
労

働
者
が
技
術
職
に
備
え
る
た
め

の
無
料
の
技
術
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
供
し
ま
す
。
非
営

利
団
体Generation USA

と

協
力
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ア
ナ
リ
ス
ト
や
Ｉ
Ｔ

　

昨
今
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
再

教
育
）
や
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ

（
技
能
向
上
）
と
い
う
概
念
が

広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
手

不
足
や
Ａ
Ｉ
の
台
頭
に
よ
り
、

企
業
は
既
存
の
従
業
員
に
対
す

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
強
く
求
め

て
お
り
、
従
業
員
や
求
職
者
も

自
己
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
ア
ッ

プ
ス
キ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
よ
り

良
い
労
働
条
件
を
求
め
て
い
ま

す
。
現
職
の
従
業
員
も
近
い
将

来
、
約
40
％
の
ス
キ
ル
が
変
化

す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
全

て
の
レ
ベ
ル
で
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
と
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、
特
に
現

在
の
ス
キ
ル
に
近
い
新
し
い
ス

キ
ル
を
持
つ
従
業
員
に
注
目

し
、
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を
習
得

サ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ェ
ブ
開
発
者
な
ど

の
役
割
に
対
応
し
た
10
〜
15
週

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

 

事
例
：McDonald’s

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の

Archways to Opportunity

は
、
従
業
員
が
英
語
力
を
向
上

さ
せ
た
り
、
高
校
の
卒
業
資
格

を
取
得
し
た
り
、
大
学
の
学
位

を
追
求
し
た
り
す
る
た
め
の
包

括
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。２
０
１
５
年
の
開
始
以
来
、

7
万
5
０
０
０
人
以
上
が
支
援

を
受
け
、
高
校
と
大
学
の
授
業

料
補
助
に
1
億
６
５
０
０
万
ド

ル
以
上
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

榊
原
将　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

日
本
の
友
人
に
外
国
税
額
控
除

の
日
米
の
違
い
を
聞
か
れ
た
ん

じ
ゃ
が
、
全
く
分
か
ら
な
か
っ

た
ん
じ
ゃ
、
素
人
で
も
わ
か
る

よ
う
に
か
み
砕
い
て
教
え
て
く

れ
ん
か
の
う
？
」
会
社
経
営
者

の
鬣
（
た
て
が
み
）
は
お
も
む

ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き

ち
、
通
称
、
譲
謙
）
に
尋
ね
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
で
す
」「
ま
ず
は

外
国
税
額
控
除
と
は
何
か
教
え

て
く
れ
ん
か
？
」「
は
い
、
納

税
者
が
日
本
か
ア
メ
リ
カ
（
居

住
国
）
に
住
ん
で
い
て
、
稼
い

で
い
る
の
が
居
住
国
の
み
で
は

な
く
、
海
外
で
も
稼
い
で
い
た

と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、

居
住
国
（
本
国
）
で
は
全
世
界

所
得
で
申
告
を
し
て
納
税
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
海
外
で
稼
い
で
い
る

所
得
に
関
し
て
も
そ
の
国
で
申

告
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
納
税
者
は
、
海
外
で

稼
い
だ
所
得
に
関
し
て
居
住
国

で
税
金
を
払
い
、
海
外
で
も
税

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
二

重
課
税
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

二
重
課
税
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
税
制
度
が
外
国
税
額
控
除
で

す
」「
そ
う
か
、
そ
う
す
る
と

同
じ
所
得
で
二
重
に
税
金
を
支

払
う
こ
と
は
な
く
な
る
わ
け
だ

な
？
」「
は
い
、
そ
の
通
り
で

す
」「
ど
う
や
っ
て
、
そ
れ
は

計
算
す
る
ん
じ
ゃ
？
」「
本
国

で
の
税
金
に
関
し
て
全
世
界
所

得
と
国
外
所
得
の
比
率
で
国
外

所
得
に
対
す
る
税
金
を
割
り
出

し
ま
す
」「
そ
の
計
算
方
法
は

日
米
で
違
う
の
か
？
」「
こ
こ

外
国
税
額
控
除
の
日
米
の
違
い

ま
で
の
計
算
方
法
は
日
米
で
同

じ
で
す
」「
そ
れ
じ
ゃ
、
違
い

は
な
い
と
い
う
こ
と
か
？
」「
い

え
い
え
、
全
く
同
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
計
算
で
は
、

国
外
所
得
に
90
％
ま
で
と
い
う

制
限
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、

日
本
の
方
が
税
金
を
多
く
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
」「
そ
れ

は
日
本
の
方
が
損
だ
な
。
と
こ

ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
は
州
税
が

あ
る
が
、
そ
こ
に
も
外
国
税
額

控
は
使
え
る
の
か
？
」「
い
い

え
、
ア
メ
リ
カ
の
州
税
に
は
外

国
で
支
払
っ
た
税
金
を
控
除
す

る
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

は
二
重
課
税
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
」「
そ
れ
じ
ゃ
日
本
は
ど

う
だ
？
国
税
の
他
に
地
方
税
が

あ
る
じ
ゃ
ろ
」「
は
い
、
日
本

で
は
法
人
税
や
地
方
法
人
税
と

い
う
国
税
の
他
、
道
府
県
民
税

や
市
町
村
民
税
と
い
う
地
方
税

が
あ
り
ま
す
。
外
国
税
額
控
除

は
国
税
の
他
、
地
方
税
か
ら
も

控
除
で
き
ま
す
」「
そ
こ
は
ア

メ
リ
カ
よ
り
も
得
だ
な
」「
そ

の
通
り
で
す
。控
除
の
方
法
は
、

控
除
対
象
の
税
金
を
ま
ず
法
人

税
か
ら
控
除
し
、
控
除
し
き
れ

な
い
金
額
を
地
方
法
人
税
↓
道

府
県
民
税
↓
市
町
村
民
税
の
順

序
で
控
除
し
て
い
き
ま
す
」「
そ

う
か
、
順
番
に
控
除
し
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
」「
そ
の
通
り
で
す
」

「
外
国
税
額
控
除
が
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
繰
越

が
で
き
る
の
か
？
」「
は
い
で

き
ま
す
。ア
メ
リ
カ
は
10
年
で
、

日
本
は
３
年
で
す
」「
長
さ
に

も
結
構
差
が
あ
る
の
ぉ
。
と
こ

ろ
で
い
つ
の
期
間
で
控
除
で
き

る
の
じ
ゃ
？
」「
日
本
は
納
付

確
定
日
か
申
告
書
の
提
出
日
で

す
。
ア
メ
リ
カ
も
ほ
ぼ
同
じ
で

す
」「
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子

や
配
当
は
ど
う
な
ん
じ
ゃ
？
」

「
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
支
払
日

が
基
準
に
な
り
ま
す
」「
外
国

税
額
控
除
は
、
そ
れ
を
選
ば
な

い
で
損
金
と
し
て
計
上
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
か
？
」「
は
い

で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
的
に
は
外
国
税
額
控
除
を

選
択
す
る
方
が
有
利
と
な
っ
て

い
ま
す
」「
よ
ー
く
わ
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
提
供
す
る
。

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ 

プ
ロ
グ
ラ
ム　

　

表
西
恵（
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
）

が
、う
つ
、不
安
、不
眠
、家
族
、

カ
ッ
プ
ル
、
仕
事
の
悩
み
な
ど

に
対
応
。
イ
ン
ザ
ナ
裕
子
（
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、う
つ
、

不
安
、
子
育
て
、
死
別
、
家
族
、

仕
事
問
題
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、
適
応
問
題
な
ど
に

対
応
。
相
良
恭
子
（
精
神
分
析

医
）
人
間
関
係
の
問
題
、不
安
、

適
応
問
題
、
依
存
症
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）

な
ど
。
相
談
内
容
は
す
べ
て
守

秘
義
務
を
厳
守
し
て
個
別
に
対

応
す
る
。
Ｎ
Ｙ
州
在
住
者
な
ら

誰
で
も
参
加
可
能
。

●
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
何
で
も
相
談
室　
　
　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
な
ど
の

機
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
基
本

操
作
か
ら
便
利
な
ア
プ
リ
の
使

い
方
ま
で
、
講
師
が
日
本
語
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
９
月
５
日
、

12
日
、
19
日
、
26
日
の
木
曜
、

午
後
２
時
か
ら
。
会
場
は
ク
エ

ス
ト
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
会
議

室
（
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
48

番
地
11
階
）。
Ｎ
Ｙ
州
在
住
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー

限
定
（
60
歳
以
上
）。

　

申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

（
内
線
５
番
、
そ
の
後

５
０
３
）、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

Info@jassi.org

か
ら
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jassi.org/

を
参
照
す
る
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
無
料
サ
ー
ビ
ス

　

米
映
画
会
社
Ａ
24
に
よ
る
作

品
が
、
日
本
人
の
エ
キ
ス
ト
ラ

を
大
量
募
集
し
て
い
る
。
映
画

の
タ
イ
ト
ル
は
未
定
だ
が
、
作

品
の
舞
台
は
１
９
５
２
年
の
卓

球
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
主
演
俳

優
は
テ
ィ
モ
シ
ー
・
シ
ャ
ラ

メ
、
監
督
は
ジ
ョ
シ
ュ
・
サ
フ

デ
ィ
。
募
集
は
老
若
男
女
を
問

わ
な
い
が
、
役
に
応
じ
て
髪
型

ハリウッドの映画会社
ニューヨーク在住日本人
エキストラを大量募集中

や
ひ
げ
を
整
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
要
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
番
号
。
撮
影
は
こ
の

秋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
始
予

定
。
興
味
の
あ
る
人
は
Ｅ
メ
ー

ル
の
件
名
に
氏
名
、Japanese 

Extra Inquiry

と
記
入
し
、 

rccopencall@gmail.com

ま

で
英
語
で
連
絡
す
る
と
応
募
方

法
が
返
信
さ
れ
る
。

老
若
男
女
問
わ
ず

　

２
０
２
０
年
に
閉
店
し
た
高

級
デ
パ
ー
ト
の
バ
ー
ニ
ー
ズ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
９
月
５
日
、

５
週
間
の
期
間
限
定
店
舗
を
ソ

ー
ホ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

同
デ
パ
ー
ト
は
６
日
に
始
ま

る
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
合
わ
せ
、
創
業
地
で
あ
る

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
（
プ
リ
ン
ス
通

り
14
番
地
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
通
り

そ
ば
）
で
復
活
し
た
。

　

床
面
積
１
５
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
の
同
店
舗
に
は
、マ
ー
ク
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
や
ト
ム
・
ブ
ラ

ウ
ン
な
ど
の
フ
ァ
シ
ョ
ン
ブ
ラ

ン
ド
の
ほ
か
、
同
店
で
の
デ
ビ

ュ
ー
を
き
っ
か
け
に
成
功
し
た

コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
ワ
ー
グ

ラ
ス
も
当
時
か
ら
続
く
定
番
製

品
や
限
定
商
品
を
販
売
す
る
。

10
月
11
日
ま
で
。
バ
ー
ニ
ー
ズ

の
復
活
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
が
楽
し
め
る
。

あの
バーニーズ
NYが
帰ってきた！

https://www.fivelightscenter.com/
http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
https://www.licensepower.net/
tel:18778852726
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:Info@jassi.org
mailto:Info@jassi.org
mailto:Info@jassi.org
https://jassi.org/
https://jassi.org/
https://jassi.org/
mailto:rccopencall@gmail.com
mailto:rccopencall@gmail.com
mailto:rccopencall@gmail.com


第18回秋のヘルス・フェア

支援：米国三井基金、米国日本人医師会、日系ライオンズクラブ、Asian American Federation

9 月 6 日〜 10 月 13 日
　第 18 回「秋のヘルスフェア」を、今年も 9月 6 日 ( 金 ) か
ら 10月 13日 ( 日 ) までの予定で、ニューヨーク日系人会 (JAA)
を会場に、対面とハイブリッドで開催します。

　「秋のヘルスフェア」は毎年秋、JAA と邦人医療支援ネットワー
ク ( ジャムズネット ) の共催、在ニューヨーク総領事館の後援、
米国三井基金、米国日本人医師会、、日系ライオンズクラブの支
援で開催しています。全年齢を対象にした、健康で安心したラ
イフをサポートする企画がたくさんあります。
秋のヘルスフェアは、高齢者福祉問題を中心に、１８年前に日
本の敬老の日に合わせ、シニア・ウイークとして、出発しました。
今では、認知症予防と新薬や医療・健康についての講演、日米

の高齢者福祉、年金・遺言、そして介護事情等、国籍問題、日
本への帰国、アメリカでの妊娠出産や蘇生術講習会、日本の歴史、
子供の日本語教育、書道、茶道、コーラス、ヨガクラス、句会
やシニアへの無料ヘアカット等や、電話詐欺やヘイトクライム
に対応すべき情報の座談会やセルフ・ディフェンス法など、さ

まざまな企画を実施。無料で受講・体験できるとあって、毎回
大勢が参加する恒例イベントに成長しています。今回は約６０
の企画を提供できました。是非ご参加ください。
　申込は JAA 212-840-6942 info@jaany.org

共催:  ニューヨーク日系人会、邦人・日系人高齢者問題協議会(JAA)、
 邦人医療支援ネットワーク(JAMSNET USA)  
後援: 在ニューヨーク日本国総領事館
Online & 会場: ニューヨーク日系人会/JAA 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036
Onlineの場合は、お申し込み後Online の情報をお送りします。
お申込み、お問い合わせはニューヨーク日系人会 212-840-6942 /info@jaany.org
（但し、指定の連絡先以外） 

９月 時間 タイトル 企画担当　講師 /指導者（敬称略） 定員
24日
（火）

15:00-16:00 オンライン (ZOOM)講座 : 
NY州公的医療保険 (オバマケア）について　＊ 65歳未満の方対象

講師：吉田洋子 (NYS Senior Health Navigator)　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

26日
（木）

9:30-13:30 電話個別相談：遺言・事前指示の書類についての法律相談
「Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各 30分・要予約 担当：ヘレン・イリエ（弁護士）、滝川玲子（弁護士） 8

12:00-14:00
9月の大敬老会
安西弦先生の最近のコロナ感染について
Iwaki Bandの音楽をお楽しみください。参加費 $5（JAAシニア会員）

企画：JAA社会福祉部

14:00-16:00
オンライン (ZOOM)講座 : 
「メディケイドでホームケアを受けるには？」
「遺言・事前指示の書類�Will, Trust, Health Care Proxy, 
Living Wills, Power of Attorney�の大切さと基礎知識」

 
講師：ヘレン・イリエ（弁護士）
講師：滝川玲子（弁護士 )
企画：JAA

27日
（金）

14:00-15:00 「メディケアの基本及び注意点説明会」　会場：JAAホール
メディケアへの加入、仕組み、サービスの説明及び注意点

講師：Eric Hausman, HIICAP Outreach Volunteer 
Manager
企画：NY市高齢者課健康保険情報及びカウンセリン
グ支援プログラム

15:00-17:00 メディケア個別相談（定員４名）要予約 4

28日
（土）

オンライン (ZOOM)講座：リタイア後はアメリカ？日本？米国に住む私達のリタイア後の計画に役立つ情報！

9:30-11:00 第１部：ニューヨークの介護情報
「現職看護師によるＮＹ在宅介護の現状」

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：ニューヨークシルバー会＆ JAA

11:30-13:00
第２部：日本の介護情報
「日本に本帰国するには？日本にいる高齢の親、どうする？」
日本の高齢者向け施設＆住宅の概要説明

講師：横畠文美　一般社団法人 Hearth（ハース）& 
野口義高　野村不動産パートナーズ前役員　

19:00-20:00 第３部：日米の税法情報
日本へ本帰国に伴うグリーンカード放棄前・放棄後の税務

講師：武藤登（CPA、国際税務担当）
企画：CDH会計事務所　

13:00-14:30 「眼の健康セミナー」
気になる症状と病気　Q&Aあり　会場：JAAホール

講師：遊馬吉右衛門（眼科医）
企画：NY日系ライオンズクラブ　
後援：米国日本人医師会（JMSA)

19:00-20:00
オンライン (Google Meet)  読書会 :「群集心理」ギュスターヴ・ル・ボン著
SNS時代のイメージ合戦 -を語り合おう！＊本を読んでない方もご参加大歓迎！
お申込は直接 Heian.NYC@gmail.comまで

企画：平安読書会

30日
（月）

18:00-20:00 オンライン (ZOOM)講座：日本人の為の相続問題
日本にいる家族が亡くなったら？ 日本と米国にある財産と遺言

担当：大谷和彦（日本国法弁護士）
企画：JAA

10/2
（水）

19:00-21:00 オンライン (ZOOM)個別相談：
「日米での財産と遺産相続」各 30分（定員４名）

担当：大谷和彦（日本国法弁護士）
企画：JAA 4

10/3
（木）

10:30-14:00

イザベラ高齢者施設見学
・現地集合の方：10:30amに Isabella Geriatric Center  (515 Audubon Ave., NY, NY 
10040)1階ロビー集合
・JAAから地下鉄で一緒に行かれる方：9:30am JAA出発（JAA：49 West 45th St.）
見学後昼食とコンサートをお楽しみいただきます！

企画：イザベラ高齢者施設＆ JAA高齢者問題協議会

19:00-21:00
オンライン (ZOOM)講座 : プリママ
出産を控えているママとパパのセミナー
＆母乳について

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、澤井未央（産婦人科医）、
新場裕美（国際認定ラクテーション・コンサルタント）　
企画：NYすくすく会

10/4
（金）

13:30-15:00 オンライン (ZOOM)講座 : メディケアとは？
65歳になるあなたへメディケアの基本をお話します！

講師：片山瑞恵 (Senior Program Manager)　　　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

17:00-18:30 上島幸恵ソプラノ・リサイタル　カツキー真理作曲、新作声楽作品ニューヨーク初演
「最期の手紙�太平洋戦争の英霊の言葉」　会場：JAAホール

歌唱：上島幸恵（ソプラノ）ピアノ：三原有利加
作曲：カツキー真理　企画：JAAコーラス

20:00-21:30
オンライン (ZOOM)講座 : 
「スペシャルニーズの子育て、モヤモヤ相談」
� ADHDの子育てについて�

講師：井窪薫（精神科医）
モデレーター：倉本美香（FLAT理事、スペシャルニーズ
サポートチーム）
企画：FLAT・ふらっと

10/5
（土）

19:00-20:30 オンライン (ZOOM)講座 : 
「今日からできる認知症予防：シンプルな習慣で脳を守る」

講師：山田悠史（米国老年医学専門医、FLATプログラム・
アドバイザー）
企画：FLAT・ふらっと

10/6
（日）

ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ　単独リアルセミナー　会場：JAAホール

13:00-14:00 第１部「最新版！！日本への永住帰国に向け、押さえたい 7つのポイント！」 講師：山口里美（一般社団法人日本リレーションサポート
協会 代表理事・司法書士）

14:15-14:45 第２部「安心ライフ！チェックノートで万全対策」
その後、個別相談有り　限定 3名　要予約：申し込み順 企画：NY日系ライオンズクラブ

16:00-17:30 オンライン (ZOOM)講座 : 「女性の体の悩み：アメリカ産婦人科受診」不正出血、月経不順、
子宮筋腫や卵巣腫瘍など、産婦人科の受診時期、検査の種類、治療法の選択肢を解説

講師：安川茉弥（婦人科腫瘍フェロー・南フロリダ大学）
企画：FLAT・ふらっと

10/10
(木）

10:00-12:00 電話法律相談室（移民法以外）各 30分（定員 4名） 担当：笠野玲子 (弁護士 ) 4
12:00-14:00 10月の第一敬老会　アダム・ロビンソンさんの尺八演奏  参加費 $5（JAAシニア会員） 企画：JAA社会福祉部

10/13
（日）

10:00-12:00 乳幼児＆成人の心肺蘇生 (CPR)ワークショップ
意識不明、呼吸困難など、緊急事態の対応�　会場：JAAホール

講師：加納麻紀（内科・小児科医）
企画：ニューヨークすくすく会
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ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
コ
ー

チ
・
エ
ィ
共
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー 

「
日
系
企
業
海
外
拠

点
に
お
け
る
人
財
の
現
地
化
を

成
功
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
」
が
、
9
月
24
日
（
火
）

午
後
３
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　
「
人
財
の
現
地
化
」
を
成
功

さ
せ
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
2
つ
の
側
面
か
ら
考
察

す
る
。
前
半
は
、
ク
イ
ッ
ク
Ｕ

Ｓ
Ａ
事
業
推
進
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
山
岸
健
氏
が
「
仕
組
み
＆

戦
略
」
に
焦
点
を
当
て
て
人
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
施
策
を
解
説

す
る
。
後
半
は
、
コ
ー
チ
・
エ

ィ
取
締
役 

常
務
執
行
役
員 

海

外
事
業
本
部
長
の
青
木
美
知
子

氏
が
「
仕
組
み
・
戦
略
」
を
下

支
え
す
る
「
人
や
関
係
性
の
開

発
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
て

話
す
。
対
象
は
、
日
系
企
業
の

海
外
拠
点
に
お
け
る
管
理
職
・

リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
は
海
外
に
拠

点
を
持
つ
日
系
企
業
の
本
社
経

営
責
任
者
、
管
理
職
・
リ
ー
ダ

ー
。
質
疑
応
答
も
あ
る
。
定
員

１
０
０
人
。
参
加
費
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ 

メ
ー
ルinfo-

usjinjibu@919usa.com

ま

で
。
申
し
込
み
はhttps://

docs.google.com/forms/

か

ら
。

人財の現地化
リーダーに求められるもの
クイックUSAとコーチ・エィ

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
８
月
21
日
夜
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
で
北
海

道
産
水
産
物
の
市
場
販
路
開

拓
・
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
北
海

道
プ
レ
ミ
ム
ナ
イ
ト
」
を
開
催

し
た
。
現
状
北
海
道
産
ホ
タ
テ

を
使
用
し
て
い
な
い
米
系
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
ホ
タ
テ

を
始
め
と
す
る
道
産
食
品
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
鈴
木
直
道
北

海
道
知
事
が
来
米
し
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
し
、
今
後
の
米
国
市

場
へ
の
道
産
品
参
入
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
の
が
狙
い
。

　

当
日
は
、
北
海
道
の
食
材
で

あ
る
ホ
タ
テ
、
和
牛
、
長
芋
を

利
用
し
た
料
理
を
日
本
酒
、
ワ

イ
ン
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ

ン
と
共
に
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者

や
食
品
バ
イ
ヤ
ー
50
人
の
招
待

客
に
振
る
舞
っ
た
。
主
催
者
を

代
表
し
て
日
本
貿
易
振
興
機
構

機
北
海
道
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

の
藤
井
裕
会
長
が
挨
拶
し
、
Ｎ

Ｙ
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
オ
ー
カ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

提
供
さ
れ
た
の
は
、ホ
タ
テ（
丸

イ
佐
藤
海
産
、
野
付
）、
和
牛

（
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
、佐
呂
間
）、

長
芋（
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
、十
勝
）、

日
本
酒
は
純
米
吟
風
国
稀
（
国

稀
酒
造
、
増
毛
）、 

特
別
純
米

ま
る
田
（
小
林
酒
造
、
栗
山
） 

、
ワ
イ
ン
は
赤
ワ
イ
ン
（
ド
メ

ー
ヌ
・
タ
カ
ヒ
コ
、
余
市
）,

白
ワ
イ
ン
が
（
平
川
ワ
イ
ナ
リ

ー
、
余
市
）、 

ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ワ
イ
ン
が
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
メ
ソ
ッ
ド
北
海
道
（
北
海
道

ワ
イ
ン
、
小
樽
） 

。

　

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
シ
ェ
フ
、

ア
ン
デ
ィ
・
キ
ト
さ
ん
は
ホ
タ

テ
に
つ
い
て
「
甘
味
が
あ
り
、

生
で
食
べ
た
時
の
品
質
は
満

点
」
と
絶
賛
し
た
。

　

鈴
木
知
事
に
よ
る
と
、
道

は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
処
理
水
放
出
を
受
け
て
中
国

が
日
本
産
水
産
物
を
禁
輸
し
て

以
来
、
ホ
タ
テ
の
輸
出
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
昨
年
９
月
か
ら

今
年
５
月
ま
で
で
北
米
向
け
輸

出
は
前
年
同
期
比
２
・
３
倍
に

増
え
る
な
ど
輸
出
努
力
が
成
果

を
出
し
て
い
る
と
い
う
。「
ま

だ
ま
だ
食
べ
た
り
な
い
と
思
う

の
で
２
倍
、
３
倍
と
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

北
海
道
産
品
を
Ｐ
Ｒ

鈴
木
知
事
が
来
米

　

山
口
県
萩
市
主
催
で
８
月
26

日
「
萩
酒
を
萩
焼
で
楽
し
む
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ー
陶
酔
ー
」
を
市

内
レ
ス
ト
ラ
ン
ｏ
ｄ
ｏ
で
開
催

し
た
。
萩
市
か
ら
酒
蔵
3
社

と
萩
焼
作
家
3
人
が
来
米
し

た
。
明
治
維
新
胎
動
の
地
と
し

て
有
名
な
萩
市
に
は
、
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
た
伝
統
産
業
で
あ

る
日
本
酒
と
萩
焼
が
あ
り
、
商

品
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

今
後
の
萩
市
と
米
国
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
架
け
橋
に
な
れ
ば
幸
い

と
田
中
文
夫
萩
市
長
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
萩

市
は
本
州
の
最
西
端
に
あ
る

山
口
県
に
位
置
し
、
人
口
約

4 

万
2
０
０
０
人
。
慶
長
9

（
１
６
０
４
）
年
、
居
城
を
広

島
か
ら
萩
に
移
し
た
毛
利
輝
元

は
、
三
角
州
に
城
下
町
を
建
設

し
、
以
来
江
戸
時
代
の
２
６
０

年
余
り
、
毛
利
36
万
石
の
城
下

町
と
し
て
発
展
し
た
。

　

来
米
し
た
の
は
萩
焼
の
陶
芸

作
家
、
玉
村
信
一
さ
ん
（
松
林

庵
登
陽
窯
）、
渋
谷
英
一
さ
ん

（
御
台
場
窯
）、岡
田
泰
さ
ん（
岡

田
窯
）
と
酒
蔵
か
ら
岡
崎
酒
造

場
、
澄
川
酒
造
場
、
阿
武
の
鶴

酒
造
の
３
社
。

　

日
本
酒
を
米
国
に
紹
介
し
て

い
る
酒
サ
ム
ラ
イ
の
モ
ニ
カ
・

サ
ミ
ュ
エ
ル
副
社
長
は
「
東
海

岸
や
西
海
岸
は
日
本
酒
も
飽
和

状
態
で
新
規
参
入
は
難
し
い

が
、
モ
ン
タ
ナ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ

な
ど
内
陸
部
で
は
ま
だ
日
本
酒

は
珍
し
い
の
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ

ャ
ン
ス
が
大
き
い
と
思
う
」、

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
し
て
い
る
テ
ィ
ム
・
チ

ョ
ー
さ
ん
は
「
ど
の
日
本
酒
が

美
味
し
い
の
か
を
知
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
う

や
っ
て
各
種
試
飲
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
は
貴
重
だ
」と
話
し
た
。

来
場
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
は
「
ア
メ

リ
カ
の
食
生
活
の
な
か
で
、
ど

う
や
っ
て
飲
ん
で
い
た
だ
く
の

が
美
味
し
く
楽
し
め
る
の
か
考

え
て
品
揃
え
を
持
っ
て
き
て
い

る
の
が
分
か
り
、
萩
焼
で
萩
の

お
酒
を
ぐ
い
ぐ
い
と
飲
む
の
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
」
と
話
し
て

い
た
。

萩
焼
と
日
本
酒
Ｐ
Ｒ

山
口
県
萩
市
が
Ｎ
Ｙ
で

左から萩焼陶芸家の玉村さん、渋谷さん、岡田さん

左
か
ら
藤
井
会
長
、
鈴
木
知
事
、
森
大
使
、
キ
ト
料
理
長

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info-usjinjibu@919usa.com
mailto:info-usjinjibu@919usa.com
mailto:info-usjinjibu@919usa.com
https://docs.google.com/forms/
https://docs.google.com/forms/
https://docs.google.com/forms/
https://docs.google.com/forms/
https://docs.google.com/forms/
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ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ 

と
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）

は
８
月
22
日
に
米
国
初
の
ア
メ

リ
カ
ン
・
マ
ン
ガ
・
ア
ワ
ー
ド

授
賞
式
を
開
催
し
、
受
賞
者
を

発
表
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

日
本
マ
ン
ガ
界
の
優
れ
た
功
績

と
、
北
米
で
過
去
1
年
に
出
版

さ
れ
た
優
秀
な
マ
ン
ガ
作
品
を

称
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
北

米
で
の
マ
ン
ガ
振
興
に
貢
献
し

た
マ
ン
ガ
作
者
、
翻
訳
者
、
レ

タ
ラ
ー
、
そ
し
て
出
版
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
受
賞
者
を
ア
メ
リ
カ
の

マ
ン
ガ
出
版
業
界
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
投
票
に
よ
り
決
定

し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
の 

ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
前
夜
祭
と
し
て
行
わ
れ

た
。
授
賞
式
は
著
者
の
マ
ッ

ト
・
ア
ル
ト
氏
が
司
会
進
行
役

を
務
め
、
日
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
で
あ
る
ア
ッ
キ
ー
・
ブ

ラ
イ
ト
氏
が
開
会
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

　

翻
訳
家
で
あ
り
『Manga! 

M
anga! The W

orld of 
Japanese Comics

』（
講
談
社

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
著

者
で
も
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

Ｌ
・
シ
ョ
ッ
ト
氏
に
マ
ン
ガ
出

版
殿
堂
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
シ

ョ
ッ
ト
氏
の
作
品
は
マ
ン
ガ
を

英
語
圏
に
進
出
さ
せ
、
北
米
に

マ
ン
ガ
文
化
を
広
め
る
た
め
の

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

　

本
年
度
最
優
秀
新
人
マ
ン

ガ
賞
は#DRCL midnight 

children 

作
者
・ 

坂
本
眞
一

（
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
『
吸

血
鬼
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
に
基
づ
い

た
作
品
）
ビ
ズ
メ
デ
ィ
ア
、
編

集
者: 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
ー

レ 

・
バ
ー
ト
ッ
シ
ュ
、
翻
訳
者

: 

ケ
イ
レ
ブ
・
ク
ッ
ク
、
レ
タ

リ
ン
グ: 

ブ
レ
ン
ド
ン
・
ハ
ル

だ
っ
た
。

最
優
秀
新
人
マ
ン
ガ
賞
の
盾
を
受
け
取
っ
た
ビ
ズ
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
・
ア
ー

ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ア
ダ
ム
・
グ
ラ
ー
ノ
さ
ん
（Photo Daphne Youree

）

アニメNYC大盛況

Ｊ
Ｓ
で
マ
ン
ガ
大
賞

シ
ョ
ッ
ト
氏
が
殿
堂
入
り

　

日
本
ア
ニ
メ
の
祭
典
「
ア
ニ

メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
が
８
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ

ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
過
去

最
多
と
な
る
10
万
人
超
が
来
場

し
た
。
有
名
ア
ニ
メ
作
品
の
先

行
上
映
会
や
人
気
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

さ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
た
。「
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
は

２
０
１
７
年
に
始
ま
り
、
東
海

岸
最
大
級
の
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
３
日

間
の
来
場
者
は
10
万
１
０
０
０

人
以
上
と
過
去
最
高
と
な
り
、

昨
年
の
６
万
５
０
０
０
人
を
大

幅
に
上
回
っ
た
。
会
場
は
「
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」「
葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
」「
呪

術
廻
戦
」
な
ど
、
人
気
作
品
の

コ
ス
プ
レ
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ

わ
い
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
ブ
ー
ス

に
は
多
く
の
行
列
が
で
き
た
。

　

24
日
に
は
、
10
月
か
ら
配
信

が
開
始
さ
れ
る
新
作
ア
ニ
メ

「
ら
ん
ま
１
／
２
」
の
第
１
話

が
世
界
最
速
で
上
映
さ
れ
た
。

映
像
は
日
本
語
の
音
声
に
英
語

の
字
幕
付
き
で
上
映
さ
れ
、
メ

イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
早
乙
女

乱
馬
や
天
道
あ
か
ね
ら
が
登
場

す
る
と
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

起
こ
っ
た
。
会
場
は
１
２
５
０

人
の
フ
ァ
ン
で
満
員
と
な
り
、

約
30
分
の
上
映
中
、
常
に
笑
い

が
起
き
て
大
盛
り
上
が
り
と
な

っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

の
マ
ー
ク
さ
ん
（
28
）
は
乱

馬
の
コ
ス
プ
レ
で
参
加
し
た
。

「
１
９
９
０
年
代
の
ア
ニ
メ
が

好
き
。
今
日
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
た
。

　
「
ら
ん
ま
１
／
２
」
は
高

橋
留
美
子
氏
の
人
気
マ
ン
ガ

を
原
作
と
し
た
ア
ニ
メ
で
、

１
９
８
９
年
か
ら
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
た
。
今
回
、
当
時
の
声
優

陣
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
起
用
す
る

形
で
リ
メ
イ
ク
が
決
定
し
た
。

米
国
で
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

で
10
月
８
日
よ
り
配
信
さ
れ

る
。
23
日
に
は
日
本
の
人
気
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
「Creepy Nuts

（
ク
リ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）」
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
た
。
ク
リ

ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
し
て
初
の
米

国
で
の
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
曲
『Bling-

Bang-Bang-Born

』
な
ど
を
１

時
間
に
わ
た
っ
て
熱
唱
し
た
。

　
　
　

 (
き
ゃ
ま
、
写
真
も)

3
日
間
で
10
万
人
以
上
来
場

新
作
「
ら
ん
ま
½  
」
も
上
映

アッキー・ブライトさん
ＮＹ紀伊國屋書店でサイン会

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

来
米
し
た
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
ア
ッ
キ
ー
・

ブ
ラ
イ
ト
さ
ん
が
８
月
26
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店

で
サ
イ
ン
会
を
開
い
た
。
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、

イ
ラ
ス
ト
の
入
っ
た
サ
イ
ン
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

https://shopnyseikatsu.com/
http://villagewellusa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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東
京
を
拠
点
に
国
際
的
活
動

を
視
野
に
入
れ
た
精
鋭
芸
術
家

集
団
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
画
団
」
の

第
１
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展
が
９

月
19
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
水
）

ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ
ー
ル

（
西
45
丁
目
49
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
画
団
は
「
純
然

た
る
絵
画
表
現
を
追
求
し
て
画

業
に
邁
進
す
る
」
画
家
た
ち
に

よ
っ
て
２
０
２
０
年
に
結
成

さ
れ
た
（
代
表
・
行
近
壯
之

助
）。
以
来
、
丸
善
・
丸
の
内

本
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
大
規
模
な

展
覧
会
を
２
回
に
わ
た
っ
て
行

う
な
ど
、
時
代
の
舵
取
り
役
で

も
あ
る
日
本
画
・
洋
画
界
の

雄
た
ち
が
美
の
極
み
を
発
表

し
て
い
る
。
同
展
で
は
行
近

壯
之
助
、
シ
ア
カ
章
子
、
大

矢
真
嗣
、
井
崎
聖
子
、
ニ
ル

ミ
ニ
・
バ
ン
ダ
ラ
、
夢
周
周

ら
６
人
の
作
品
約
35
点
を
展

示
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
21
日
（
土
）
３
時

か
ら
５
時
ま
で
。
ク
ニ
三
上

氏
に
よ
る
ラ
イ
ブ
（
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
）
も
行
わ
れ
る
。
入

場
無
料
。
予
約
推
奨
。
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

jaany.org 

ま
で
。

 Sonosuke Yukichika, Rainbow Akiko SIACCA, The Sky over The Earth

Masako Izaki, Quadrilateral–Ｐ

新
鋭
芸
術
家
に
よ
る

6
人
展
Ｊ
Ａ
Ａ
で

TOKYO画団NY2024
９月19日から25日まで

　

多
摩
美
術
大
学
校
友
会
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ
は
９
月
19
日

（
木
）
か
ら
10
月
２
日
（
水
）

ま
で
、
天
理
文
化
協
会
（
西
13

丁
目
43
Ａ
番
地
）
に
て
、
今
年

で
20
周
年
を
迎
え
る
年
次
展

「
ホ
ー
ム
・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ
ロ

ム
・
ホ
ー
ム
」
を
開
催
す
る
。

同
展
は
故
郷
を
離
れ
異
国
の
地

で
暮
ら
す
作
家
達
が
、
後
に
残

し
て
き
た
「
日
本
」
を
意
識
す

る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
内
奥
を

見
据
え
、
Ｎ
Ｙ
と
い
う
世
界
の

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心
で

の
研
鑽
が
も
た
ら
す
、
自
ら
の

殻
を
破
る
よ
う
な
、
創
造
の
成

果
の
発
表
を
す
る
も
の
。
今
回

は
「Beyond Borders 

（
境
界

を
超
え
て
）」
と
い
う
副
題
の

元
、
作
家
の
考
え
る
境
界
線
を

投
影
し
た
作
品
を
展
示
す
る
。

会
場
で
は
、
松
尾
明
子
の
個
展

も
同
時
開
催
す
る
。

　

参
加
作
家
は
、
松
尾
明
子
、

雨
宮
ホ
ザ
ナ
、
白
録
鉱
、
早
川

朋
子
、
日
吉
哲
哉
、
紅
林
愛
子
、

李
ア
ロ
ン
、
松
窪
英
二
、
松
村

誠
一
、
永
野
み
き
、
ナ
カ
ム
ラ

マ
ギ
コ
、
小
倉
千
恵
、
中
里
斉
、

太
田
美
奈
子
、
お
ざ
き
と
き
、

ポ
ン
タ
、
酒
井
重
良
、
シ
ア
カ

章
子
、
鈴
木
國
男
、
立
花
も
と

子
、
渡
辺
啓
子
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
月
19

日
午
後
６
時
か
ら
８
時
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
は
午
後
３
時
ま

で
。
金
・
日
曜
休
廊
。
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://www.

nycoo.com/tamabi/

参
照
。

第
20
回
多
摩
美
術
大
校
友
会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ
展

https://artofhaiku.org/
https://newyork-apartment-realestate.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://on-timelimo.com/
https://neuroacuny.com/
https://giip-global.com/ja/
https://www.bozubrooklyn.com/
http://www.nycoo.com/tamabi/
mailto:info@jaany.org


　夏の終わりと共にやってくるお楽しみ、アップル・ピ
ッキング。今回はちょっと遠方だが、眺めが自慢のりん
ご農園２件をご紹介。初秋の休日をのんびり過ごすのに
ぴったりな農園に、１泊２日でお出かけしてみては？

■ベルタウンヒル・オーチャード
　コネチカット中
央部は他のニュー
イングランド地方
のようなダイナミ
ックな景観はない
が、起伏のある丘
陵地帯に囲まれた
この農園からは、
樹木が並ぶ穏や
かな景色が楽しめ
る。本農園では約
40 種のリンゴを
栽培しており、そ
のうちの 24 種の
畑をピッキングに
開放している。他
のリンゴはマーケットで販売しているので、違う種類の
リンゴを一つずつ買って味くらべするのも楽しい。ピッ
キングが出来るリンゴ畑への移動はワゴン（大きな荷台
を牽引するトラクター）に乗って行く。最終ワゴンの出
発時刻は午後４時、畑は午後５時にクローズする。マー
ケット併設のベーカリーでは揚げたてのアップルサイダ
ードーナツのほか、リンゴにドーナツ生地をつけて揚げ
たアップルフリッターがあるので、是非お試しを。農園
は入場無料だが、リンゴを詰める袋や容器を購入するこ
と。持参のバッグに入れること、ベビーカーの入場とペ
ット同伴は不可。アップル・ピッキングとコーンメイズ（と
うもろこし畑の迷路）は 11 月下旬まで。
開園時間は月～金が朝９時から、土日は朝８時から。
Belltown Hill Orchard (483 Matson Hill Rd. South 
Glastonbury, CT)　ホワイトプレーンズ駅から車で約２時
間半。https://www.belltownhillorchards.com
■スイートベリー・ファーム

（11）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）9月 7日（土）

　

駅
前
駐
車
場
に
賃
貸
住
宅
が

バ
ン
バ
ン
新
築
さ
れ
て
、
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
た
ハ
リ
ソ
ン

駅
。
駅
南
側
の
商
店
街
（
ハ
ル

ス
テ
ッ
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
）
に
は

新
し
い
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

が
多
数
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

駅
す
ぐ
近
く
の
カ
フ
ェ
・
レ
ス

ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
・
ド
ゥ
」
も

そ
の
一
つ
で
、「
伝
統
的
な
フ

ラ
ン
ス
料
理
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ

の
家
庭
料
理
を
再
考
し
た
」
朝

食
・
ラ
ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
を
提

供
し
て
い
る
。

　

今
回
は
ブ
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

の
「
ク
ロ
ッ
ク
・
マ
ダ
ム
」
に

し
よ
う
か
悩
ん
だ
末
に
「
エ
ッ

グ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
」（
21
ド
ル
）

を
オ
ー
ダ
ー
。
エ
ッ
グ
・
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
発
祥
の
経
緯
は
諸
説

あ
る
が
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
マ

フ
ィ
ン
の
半
分
に
ハ
ム
や
ベ
ー

コ
ン
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
と

ポ
ー
チ
ド
エ
ッ
グ
を
乗
せ
て
オ

ハ
リ
ソ
ン
駅
近
く
の
カ
フ
ェ
で
た
ま
ご
を
食
ら
う

食べ歩き

Cafe Deux

 307 Halstead Ave. Harrison
火～木 8:00-21:00、金 8:00-22:00、
土 9:00-22:00、日 9:00-20:00 月曜定休

電話：914-920-4110
www.cafedeuxny.com

ラ
ン
デ
ー
ソ
ー
ス
を
か
け
た
食

べ
物
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
。
オ
ラ
ン
デ
ー
ル
ソ
ー
ス
は

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
基
本
５
ソ
ー

ス
の
一
つ
で
、
バ
タ
ー
、
卵
黄
、

レ
モ
ン
果
汁
を
合
わ
せ
た
も

の
。
店
に
よ
っ
て
は
バ
タ
ー
が

濃
厚
過
ぎ
て
く
ど
い
も
の
や
、

と
ろ
み
を
つ
け
る
た
め
に
ス
タ

ー
チ
を
混
ぜ
た
も
の
が
あ
り
、

当
た
り
外
れ
が
大
き
い
ソ
ー
ス

だ
が
、
こ
の
店
の
オ
ラ
ン
デ
ー

ル
は
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
く

て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
食
べ
た

中
で
１
、２
位
を
争
う
美
味
し

さ
だ
。
小
さ
め
の
マ
フ
ィ
ン
に

カ
リ
ッ
と
香
ば
し
く
ロ
ー
ス
ト

し
た
ハ
ム
と
ほ
う
れ
ん
草
、
絶

妙
な
茹
で
具
合
の
ポ
ー
チ
ド
エ

ッ
グ
を
乗
せ
、
自
慢
の
オ
ラ
ン

デ
ー
ル
ソ
ー
ス
を
か
け
た
「
カ

フ
ェ
・
ド
ゥ
」
の
エ
ッ
グ
・
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
に
は
レ
モ
ン
風
味

の
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
も
添
え
ら

れ
て
、
全
て
の
点
で
合
格
点
。

お
皿
に
残
る
卵
の
黄
身
と
ソ
ー

ス
を
マ
フ
ィ
ン
最
後
の
一
切
れ

で
綺
麗
に
拭
っ
て
、
ご
馳
走
様

で
し
た
！

　コネチカット州
とマサチューセッ
ツ州に挟まれた小
さな州、ロードア
イランドのナラガ
ンセット湾に浮か
ぶ幾つかの島のう
ち、一番大きな島
のアクイドネック
島にあるスイート
ベリー・ファーム
は景観が美しい農
園 と し て 知 ら れ
て い る。 現 在 は
１００エーカーの
敷地を持つ大農園
となっているが、
元々はそれぞれ本
業を持つ夫婦が趣味で始めた数エーカーのイチゴとクリスマ
スツリーの畑が拡大・成長したもので、季節ごとにベリー類
や桃、リンゴ、花、カボチャなどのピッキングが楽しめる。
また、結婚式場としても州内一番の人気を誇る。アップル・
ピッキングは 10 月中旬まで、18 種のリンゴ畑があるが、時
期によって収穫できる種類が異なるので、農園のウェブサイ
トで確認のこと。ファームマーケットでは地元産の農産物や
乳製品を販売、カフェでは軽食とデザートの幅広いメニュー
を揃えている。また、農園特製の各種アイスクリームとジェ
ラートがあり、中でも超クリーミーなソフトクリームが大人
気。開園時間は毎日朝９時から午後６時まで。クリスマスま
で営業。
Sweet Berry Farm (915 Mitchell’s Lane, Middletown, RI) ホワ
イトプレーンズ駅から車で約４時間。
https://www.sweetberryfarmri.com

9月のイベント情報
■７日（土）森林浴コンサート
　マンハッタンから車で約２時間、キャッツキル山地にある
花農場で開催される森林浴とコンサートを楽しむイベント。
コンサートは午後 4 時半から、メインアーティストはジャズ
シンガーのマンデイ満ちる。会場では午後３時からお茶や生
花、習字、折り紙などのワークショップが行われるほか、お
にぎりやビビンバ、日本酒の獺祭、陶芸、京都しぼりエコ
バッグなどのベンダーが出店。コンサート終了後にはスイカ
割りを楽しむ。入場料として一人 20 ドルの寄付を募る（18
歳以下無料）。会場 Momoglobalfl owers Biodynamic Flowers 
Farm (414 Swiss Hill Rd, Jeffersonville)　 https://gofund.
me/16b4a59d

■ 14日（土）ブロックパーティー
　首なし騎士で有名なスリーピーホロー創立１５０周年を記
念して開催されるお祭り。午後２時、地元のマーチングバン
ドや消防車、もちろん首なし騎士が集結してルート９をパ
レードする。パーティーのメイン会場となるビークマンアベ
ニューには各種ギフトと飲食のベンダーが並び、子供が大好
きなバウンスキャッスル、仮設ステージではライブ演奏、午
後 7 時からは大食いコンテストが行われる。会場 Beekman 
Avenue, Sleepy Hollow　午後２時から 10 時まで。
https://visitsleepyhollow.com/sleepy-hollow-block-party/
■ 29（日）シャボン玉ショー
　コメディアンでバブルアーティストのケイシー・カールの
ワンマンショー。小さなシャボン玉から人を閉じ込める大き
なシャボン玉まで、さまざまなシャボン玉テクニックを即
興のコメディとジャズ音楽と共に楽しむショーで、子供から
老人まで楽しめる。開演午後２時。チケット 34 ドル。会場
Tarrytown Music Hall (13 Main St. Tarrytown)
https://tarrytownmusichall.org/

眺めの良いリンゴ園 2選

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.belltownhillorchards.com
http://www.cafedeuxny.com
https://www.sweetberryfarmri.com
https://visitsleepyhollow.com/sleepy-hollow-block-party/
https://tarrytownmusichall.org/
https://gofund.me/16b4a59d
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

棚
ぼ
た
排
除
規
定
（
Ｗ
Ｅ
Ｐ
）

　

日
本
の
年
金
受
給
者
が
米
国

年
金
の
受
給
手
続
き
を
す
る

と
、
米
国
年
金
の
一
部
が
、
最

大
５
８
７
ド
ル
（
２
０
２
４

年
）
毎
月
減
額
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｅ

Ｐ
（W

indfall Elimination 
Provision

）
と
い
う
Ｓ
Ｓ
Ａ

（
社
会
保
障
庁
）
の
規
定
に
依

る
も
の
で
す
。
米
国
年
金
が
減

額
さ
れ
て
し
ま
う
と
老
後
の
生

活
設
計
に
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
つ
い
て
よ
く
理

解
し
た
う
え
で
不
当
な
減
額
を

受
け
た
場
合
は
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
適
切

に
ク
レ
ー
ム
を
し
て
正
し
い
年

金
額
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
制
度
は
１
９
８
３

年
頃
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す

が
、
そ
れ
が
日
本
の
年
金
受
給

者
に
も
適
用
に
な
っ
た
の
は
日

米
社
会
保
障
協
定
が
発
効
し
た

２
０
０
５
年
10
月
か
ら
と
推
察

さ
れ
ま
す
。
そ
の
当
初
か
ら
Ｓ

Ｓ
Ａ
は
複
雑
な
日
本
の
年
金
制

度
を
よ
く
理
解
で
き
ず
本
来
は

厚
生
年
金
の
う
ち
の
老
齢
厚
生

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
は
対
象

外
）
だ
け
が
減
額
の
対
象
と
な

る
に
も
係
わ
ら
ず
長
き
に
亘
り

国
民
年
金
も
減
額
の
対
象
と
し

て
Ｗ
Ｅ
Ｐ
を
適
用
し
続
け
る
状

況
が
続
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
間
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
誤
適
用
で

減
額
さ
れ
た
方
か
ら
の
悲
痛
な

叫
び
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ

「
国
民
年
金
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適

用
解
消
」
の
是
正
活
動
が
実
り

Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
２
０
２
２
年
7
月

国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
対

象
外
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
加
え
て
過
去
に
遡
っ

て
レ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、
誤
適

用
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
方

に
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｐ
が
適
用
さ
れ
た

時
点
に
遡
っ
て
正
し
い
年
金
額

に
是
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
誤
適
用
問
題
が
こ
の
よ
う

に
１
０
０
％
に
近
い
形
で
解
決

出
来
き
、
日
米
で
活
躍
さ
れ
る

方
々
の
老
後
の
保
障
に
少
し
で

も
寄
与
出
来
る
こ
と
は
こ
の
上

な
い
喜
び
で
す
。振
り
返
れ
ば
、

官
民
が
一
体
と
な
り
日
本
の
年

金
受
給
者
の
財
産
を
守
る
た
め

に
外
国
の
規
定
を
修
正
出
来
た

事
例
は
多
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
今
回
の
一
連
の
修
正

が
、
特
別
立
法
で
な
く
Ｓ
Ｓ
Ａ

か
ら
の
通
知
一
本
で
実
現
さ
れ

た
こ
と
に
も
驚
い
て
い
ま
す
。

Fairness

を
大
切
な
規
範
と
す

る
ア
メ
リ
カ
の
な
せ
る
業
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
是
正
が
決
定
さ
れ
て
か

ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
Ｓ

Ｓ
Ａ
の
現
場
の
対
応
は
新
し
い

ル
ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
運
用

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
答
え
は
残
念
な
が
ら
新
規
の

申
請
の
場
合
の
み
な
ら
ず
過
去

に
遡
っ
た
誤
適
用
の
是
正
措
置

で
も
依
然
と
し
て
正
し
く
対
応

さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
原
因
は
米
国
年
金
受
給

者
で
日
本
の
年
金
受
給
者
数
の

ウ
エ
ー
ト
が
少
な
い
こ
と
か
ら

Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
の
窓
口
担
当
者

が
ル
ー
ル
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
年
金
受
給
は
生
涯
続
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
日
米
両
国
か

ら
の
年
金
の
受
給
者
数
は
増
加

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
が
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
ル
ー

ル
を
正
し
く
理
解
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
以
下
Ｗ

Ｅ
Ｐ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
減
額
の
対
象

　

減
額
対
象
は
老
齢
厚
生
年
金

だ
け
で
す
。
国
民
年
金
に
加
え

て
厚
生
年
金
の
う
ち
老
齢
基
礎

年
金
も
対
象
外
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｐ

の
規
定
に
は
「SSTax

を
給
与

か
ら
源
泉
徴
収
し
な
い
雇
用
主

の
も
と
で
勤
務
し
た
場
合
（
日

本
で
働
い
て
い
た
場
合
は
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
）、
当
該
勤
務

か
ら
受
給
す
る
年
金
受
給
額
の

一
部
に
相
当
す
る
額
が
米
国
年

金
か
ら
生
涯
減
額
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
公
的

年
金
制
度
は
、
全
国
民
が
加
入

す
る
基
礎
年
金
（
1
階
部
分
＝

国
民
年
金
）
と
呼
ば
れ
る
土
台

の
上
に
老
齢
厚
生
年
金
（
２
階

部
分
）
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま

す
。
厚
生
年
金
は
１
階
部
分
の

老
齢
基
礎
年
金
と
２
階
部
分
の

老
齢
厚
生
年
金
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
階
部
分
は
居
住

に
基
づ
く
も
の
で
す
か
ら
、
勤

労
に
基
づ
く
年
金
つ
ま
り
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
対
象
と
な
る
年
金
は
２
階

部
分
の
老
齢
厚
生
年
金
だ
け
で

す
。

（
２
） 

減
額
の
対
象
と
国
籍

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
該
当
す
る
場
合

は
、
米
国
人
、
日
本
人
の
み
な

ら
ず
全
て
の
年
金
受
給
者
が
米

国
年
金
の
減
額
の
適
用
対
象
と

な
り
ま
す
。

（
３
）
適
用
の
例
外

　

そ
の
主
た
る
も
の
は
、
①

国
民
年
金Japan’s National 

Pension

（
1
階
部
分　

基
礎

年
金/Basic Pension

）、
②

遺
族
年
金
受
給
者
、
③SSTax

を
社
会
保
障
上
の
高
額
所
得

（substantial earnings

）
レ

ベ
ル
で
30
年
以
上
支
払
っ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

SSTax

は
給
与
所
得
に
応
じ
て

課
せ
ら
れ
る
税
金
で
す
が
、
そ

の
給
与
所
得
に
は
課
税
上
一
定

限
度
の
キ
ャ
ッ
プ
が
定
め
ら
れ

て
お
り
そ
の
額
が
社
会
保
障
上

の
高
額
所
得
で
す
。
２
０
２
４

年
のSubstantial Earnings

は
３
万
１
２
７
５
ド
ル
で
す
。 

④
日
米
社
会
保
障
協
定
を
活
用

し
た
米
国
年
金
受
給
者
（
米
国

年
金
加
入
期
間
が
40
ク
レ
ジ
ッ

ト
未
満
の
場
合
）。

（
４
）
減
額
の
プ
ロ
セ
ス

　

米
国
年
金
の
受
給
申
請
手
続

き
の
た
め
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
に
連

絡
を
取
る
と
、
窓
口
で
「
貴
方

は
日
本
の
年
金
を
受
給
し
て
い

ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
「
は

い
」
と
答
え
る
と
「
年
金
額
を

証
明
す
る
も
の
を
持
っ
て
く
る

よ
う
」
要
請
さ
れ
ま
す
。

　

米
国
在
住
の
受
給
者
は
日

本
年
金
機
構
か
ら
２
か
月
お

き
に
送
ら
れ
て
く
る
「
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
送
金
通
知

書
」
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
ま

す
。
通
知
書
に
は
基
礎
年
金

（Basic Pension

）
と
厚
生
年

金
（Employee’s Pension

）

の
２
か
月
分
の
年
金
額
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
Ｗ
Ｅ
Ｐ
適

用
対
象
は
厚
生
年
金
欄
の
金
額

だ
け
で
あ
り
、
基
礎
年
金
は
Ｗ

Ｅ
Ｐ
適
用
外
で
あ
る
こ
と
、
②

記
載
年
金
支
給
額
は
２
か
月
分

で
あ
る
こ
と
を
Ｓ
Ｓ
Ａ
担
当
者

に
明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

日
本
在
住
の
受
給
者
は
、「
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
金
額

改
定
通
知
書
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（
５
）
減
額
金
額　

　

減
額
金
額
は
毎
年
改
定
さ
れ

ま
す
。
２
０
２
４
年
の
最
大
減

額
金
額
は
月
額
５
８
７
ド
ル
で

す
。
一
方
、Social Security 

Act 

第
２
１
５
条(a)(7)

「
保

証
方
式
」
で
減
額
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の

適
用
と
な
る
年
金
月
額
（
老

齢
厚
生
年
金
月
額
）
の
半
額

以
上
と
な
ら
な
い
よ
う
保
証

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
減
額

の
金
額
は
①
減
額
の
最
高
月

額
（
２
０
２
４
年
で
あ
れ
ば

５
８
７
ド
ル
）、
②
老
齢
厚
生

年
金
月
額
の
半
分
①
、
②
の
ど

ち
ら
か
低
い
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
上
の
高
額
所

得
（substantial earnings

）

で
20
年
以
上
加
入
さ
れ
た
方

は
、
30
年
に
向
け
て
限
り
な
く

減
額
0
に
向
け
て
減
額
金
額
は

低
減
し
て
ゆ
き
ま
す
。

（
６
）
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
根
拠

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
根
拠
を
Ｓ
Ｓ

Ａ
（SS Administration

）
で

は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
説
明
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

ま
す
。
社
会
保
障
給
付
金
（SS 

benefi ts

）
は
、
労
働
者
の
退

職
前
収
入
の
あ
る
割
合
を
代
替

（
補
完
）
す
る
こ
と
を
意
図
し

て
い
ま
す
。
社
会
保
障
給
付
金

の
額
は
、
低
賃
金
の
労
働
者
の

ほ
う
が
高
賃
金
の
労
働
者
よ
り

も
高
い
割
合
を
得
る
よ
う
に
計

算
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
低

賃
金
の
労
働
者
は
退
職
前
の
収

入
の
約
55
％
に
等
し
い
社
会
保

障
給
付
金
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
高
賃
金
の
労
働
者
の

平
均
代
替
率
は
約
25
％
で
す
。

１
９
８
３
年
ま
で
は
、
社
会
保

障
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
仕

事
を
主
に
し
て
い
た
労
働
者

は
、
長
期
の
低
賃
金
労
働
者
で

あ
っ
た
も
の
と
し
て
社
会
保
障

給
付
金
が
計
算
さ
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
自
分
の
収
入
に
対
し

て
高
い
割
合
の
社
会
保
障
給
付

金
を
受
け
取
る
の
に
加
え
て
、

社
会
保
障
税
を
支
払
わ
な
か
っ

た
仕
事
か
ら
の
年
金
も
受
け
取

る
と
い
う
利
点
を
享
受
し
て
い

た
の
で
す
。
連
邦
議
会
は
こ
の

利
点
を
排
除
す
る
た
め
に
、「
棚

ぼ
た
排
除
規
定
」
を
成
立
さ
せ

ま
し
た
。

（
７
）
２
０
２
２
年
7
月
Ｗ
Ｅ

Ｐ
規
定
改
定
に
よ
り
Ｓ
Ｓ
Ａ
内

事
務
取
扱
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｐ

Ｏ
Ｍ
Ｓ
）
の
見
直
し

　

日
本
の
国
民
年
金
を
Ｗ
Ｅ
Ｐ

の
適
用
除
外
と
判
断
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
老
齢

基
礎
年
金
が
Ｗ
Ｅ
Ｐ
適
用
対
象

外
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
規
定
で

す
。

①GN 01701.320 

社
会
保

障
協
定
締
結
国
に
お
け
る
Ｗ
Ｅ

Ｐ
適
用
の
例
外
国
と
そ
の
該
当

年
金
制
度
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、Japan Japan's National 

Pension

は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
外

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

② GN 00307.290　
第
３
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
加
入
者

の
配
偶
者
。
例
え
ば
会
社
員
の

妻
の
国
民
年
金
加
入
者
）
が
受

給
す
る
国
民
年
金
も
Ｗ
Ｅ
Ｐ
対

象
外
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

③ GN 01745.020

のA. 
Introduction 

の 1. National 
Pension(NP)

にNP or 
“basic” benefi ts 

と
明
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、Basic Pension

＝Japanese’s National 
Pension 

で
あ
る
こ
と
が
証
明

で
き
ま
す
。

（
８
）
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
減
額
金

額
に
不
服
の
場
合
の
ア
ピ
ー
ル

（
不
服
申
立
て
）
方
法

　

減
額
の
確
認
方
法
： 

Ｓ
Ｓ
Ａ

か
ら
米
国
年
金
新
規
受
給
申
請

時
に
日
本
の
年
金
の
受
給
確
認

を
受
け
た
方
は
、
受
給
申
請
前

の
受
給
予
定
額
と
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
年

金
額
確
定
通
知
の
受
給
額
を
比

較
し
て
減
額
金
額
が
正
し
い
か

ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も

し
通
知
を
受
け
た
年
金
額
が
正

し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
場
合
は

ア
ピ
ー
ル
を
し
て
下
さ
い
。

　

ア
ピ
ー
ル
の
期
限
：
年
金
額

確
定
通
知
の
日
付
か
ら
65
日

（
60
日
＋
郵
送
日
5
日
）
以
内

にForm SSA-561-U2

で
ア

ピ
ー
ル
を
完
了
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
す
と
、
基
本
的
に
減
額
が
生

涯
継
続
し
ま
す
。

　

詳
し
い
ア
ピ
ー
ル
方
法
や

Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら“IMPORTANT-

P
L
E
A
S
E
 
R
E
A
D 

CAREFULLY”

と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
手
紙
が
届
い
た
場
合
の
対

応
等
は
私
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

tel:2122136069
http://www.easeny.com/
mailto:yuki@yukineo.com
https://minglesoho-ny.com/
mailto:okushu@gmail.com
mailto:okushu@gmail.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
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さ
わ
や
か
な
初
秋
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
タ
ヒ
チ
の
モ
ノ
イ

オ
イ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
フ

レ
ン
チ
ポ
リ
ネ
シ
ア
を
代
表

す
る
花
、
テ
ィ
ア
レ
。
タ
ヒ
チ

ア
ン
ガ
ー
デ
ニ
ア
と
も
呼
ば

れ
南
太
平
洋
地
域
の
島
々
が

原
産
の
香
り
高
い
白
い
花
で

す
。
こ
ち
ら
で
見
か
け
る
ガ
ー

デ
ニ
ア
と
は
別
種
で
香
り
も

異
な
り
ま
す
。
モ
ノ
イ
オ
イ
ル

と
は
テ
ィ
ア
レ
の
花
を
コ
コ

ナ
ツ
油
に
浸
し
て
作
っ
た
花

香
油
で
す
。
現
地
で
は
肌
や
髪

を
健
康
に
美
し
く
保
つ
た
め

に
塗
ら
れ
た
り
、
宗
教
儀
式
の

際
、
塗
香
と
し
て
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
テ
ィ
ア
レ
の
花
が
ま

だ
蕾
の
時
に
手
で
摘
み
、
24
時

間
以
内
に
地
元
で
穫
れ
た
コ

コ
ナ
ツ
の
油
に
浸
け
ま
す
。
１

リ
ッ
ト
ル
の
油
に
少
な
く
と

も
10
〜
15
個
の
花
を
使
い
、
ゆ

っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
香

り
な
ど
の
花
の
成
分
を
油
に

移
し
て
行
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
浸
出
法
に
よ
っ
て
花
の
香

り
を
移
し
た
花
香
油
は
大
変

稀
で
希
少
で
す
。
モ
ノ
イ
オ
イ

ル
を
手
に
し
た
時
、
一
体
ど
れ

く
ら
い
の
香
り
が
こ
の
コ
コ

ナ
ツ
油
に
含
ま
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
、
そ
の
香
り
の
強

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
濃
厚
な
花

の
香
り
の
油
は
も
う
そ
れ
だ

け
で
パ
フ
ュ
ー
ム
オ
イ
ル
で

す
。
そ
の
ま
ま
肌
や
髪
に
塗
っ

た
り
、
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
や
ク
リ

ー
ム
な
ど
に
混
ぜ
た
り
と
使

い
方
は
色
々
。
タ
ヒ
チ
の
美
し

い
海
や
自
然
環
境
の
中
で
丁

寧
に
作
ら
れ
た
本
物
の
モ
ノ

イ
オ
イ
ル
は
、
使
う
人
に
驚
き

と
満
足
感
を
与
え
る
類
ま
れ

な
る
大
変
価
値
あ
る
香
油
で

す
。

　
　
　

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

92

モ
ノ
イ
オ
イ
ル　
　
　

テ
ィ
ア
レ
の
花
香
油

 絵・古舘みどり

　
60
代
の
シ
ニ
ア
が
中
心
と
な

っ
て
編
成
さ
れ
た
シ
ニ
ア
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
劇
団
﹁
発
起
塾
﹂︵
大

阪
︶
が
、
８
月
24
日
、
英
語
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
花
の
ク
ッ
キ
ー

売
り
娘
﹂
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

バ
ル
ー
ク
大
学
内
ロ
ー
ズ
・
ナ

イ
ジ
ェ
ル
バ
ー
グ
劇
場
で
上
演

し
た
。

　
昔
は
女
性
の
憧
れ
だ
っ
た
ク

ッ
キ
ー
売
り
娘
。
し
か
し
、
時

代
と
と
も
に
需
要
は
減
り
、
売

り
娘
た
ち
も
還
暦
を
過
ぎ
た
。

残
っ
た
２
館
の
劇
場
で
は
販
売

員
の
若
年
化
の
傾
向
が
。
花
の

ク
ッ
キ
ー
売
り
娘
は
生
き
残
り

を
か
け
て
挑
戦
を
始
め
る
。

　
発
起
塾
は
、
塾
長
で
作
家
・

演
出
家
の
秋
山
シ
ュ
ン
太
郎
が

長
年
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る

大
阪
の
﹁
一
心
寺
日
曜
学
校
﹂

︵
法
話
に
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン

ト
を
取
り
入
れ
た
寺
子
屋
︶
で

シ
ニ
ア
世
代
と
出
会
っ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
１
９
９
９

年
に
創
設
。
２
０
０
０
年
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、
芝
居
、
音

楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
要
素
を
含

む
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
創
作
・
上

演
を
通
じ
て
、
シ
ニ
ア
の
生
涯

学
習
、
健
康
促
進
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
地
域
交
流
を
推
進
し

て
い
る
。
入
塾
条
件
は
50
歳
以

上
１
０
０
歳
未
満
の
演
劇
未
経

験
者
。
現
在
は
、
大
阪
、
京
都
、

神
戸
、
名
古
屋
に
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
総
塾
生
数
は
約
２
５
０
人

で
最
高
齢
は
85
歳
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
は
19
人
が
来
米
し
て

熱
演
し
た
。
全
編
を
英
語
の
セ

リ
フ
１
本
で
通
し
た
作
品
は
、

若
い
女
性
社
員
の
台
頭
に
知
恵

を
絞
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
女
子
社
員

た
ち
の
パ
ワ
ー
を
舞
台
で
炸
裂

さ
せ
た
。
会
場
か
ら
も
﹁
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
﹂
と
い
う
コ

メ
ン
ト
も
聞
か
れ
た
。
代
表
の

秋
山
さ
ん
は
﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
Ｎ
Ｙ
公
演
を
予
定
し
て
い

た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
、
出
演

者
た
ち
は
こ
の
舞
台
の
た
め
に

英
語
の
セ
リ
フ
を
覚
え
て
特
訓

す
る
な
ど
や
り
が
い
を
感
じ
て

参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
﹂
と
話
す
。
　
　
　（
三
）

大阪の「発起塾」NY公演
女性パワー炸裂！

「
花
の
ク
ッ
キ
ー
売
り
娘
」

公
演
後
出
演
者
と
ハ
イ
フ
ァ
イ
ブ
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com


2024年（令和 6年）9月 7日（土） ［文化・芸能］　　（14  ）

EVENT
■ 115回ジャパンフェス＝ 9/7　10:00～ 18:00　
Upper East Side (3rd Ave, 84th - 85th St)人気の
日系ストリートフェア。おにぎり、焼き鳥、寿
司タコス、スフレパンケーキ、ラーメン、カレー、
抹茶ドリンクなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ USオープンテニス＝ 9/8まで　USTA Billie 
Jean King National Tennis Center（Flushing 
Meadow - Corona Park）テニスの世界４大国際
大会のひとつ。今年も世界から集結した選手ら
による熱い戦いが繰り広げられる。
詳細は https://www.usopen.org/
■ブロードウエー・ウィーク＝ 9/15まで　各劇
場　購入時にプロモーションコードを入れると
1枚の値段で 2枚分のチケットが手に入る。参
加作品は、ライオンキング、シカゴ、MJ、アラ
ジンなど 23作品。
詳細は https://www.nyctourism.com/broadway-
week/

CLASS/SEMINAR
■理学療法クリニック OMPT主催「無料スキン
ケア講座」＝ 9/28  11:00  OMPT（315 Madison 
Ave Suite 1200）講師は、日米で活躍するメイ
クアップアーティストで自身のスキンケアブラ
ンド「ＮＡＯボディ＆ケア」を立ち上げた NAO
さん。夏の強い紫外線による皮膚の疲れを癒し、

特別な植物ベースのオイルを使って継続的に健
康的な肌を取り戻す方法を解説する。参加費無
料（要事前予約）。申し込みは Eメール info@
omptny.comまで。

MUSIC
■ 9.11米国同時多発テロ事件犠牲者追悼演奏会
2024NY公演＝ 9/8　15:30   天理文化協会（43A 
W 13th St）同時多発テロ事件から 23周年目、
追悼のあかりを絶やさない趣旨のもと、約 3000
人の犠牲者、コロナ禍の犠牲者、ロシアによる
ウクライナ軍事進攻、パレスチナ・イスラエル
戦争等により犠牲となった人たちへ捧げる追悼
演奏会。出演はムトウマサト（琴、サクソフォ
ン、ボーカル）、サリー・ウチダ（バイオリン）、
カナヤマ・チハル（ピアノ）。入場無料。
詳細は http://blog.jaquwa.jp/

THEATRE/DANCE 
■ A.T. Dance Company 第 2 回 公 演 ＝ 9/15  
12:30 ＆ 16:00  Playwright downtown MOSS
（440 Lafayette St #3）アーティスティックディ
レクター /ダンサー竹野綾のダンスキャリア 35
周年を記念し、日本の神話「天の岩戸」を和楽
器音楽とダンスで表現する。ジャズ、R＆B、ポッ
プス、ラテンミュージックなどの音楽にシンガー
の生歌をのせて、スタジオ風景から始まるストー
リー「AWAKE」も上演する。入場料：$40　
詳細は https://www.atdancecompany.com

ART
■ NY日本人美術家協会第 52年次展覧会＝ 9/4
～ 9/16 　天理文化協会（43A W 13th St）参加
作家は、青柳愛子、藤原未佳子、レオナート古
川文香、佳奈ヘンデル、林幸江、平之内美穂、
石田純一朗、飯塚国雄、柏木文子、金美貞、越
光桂子、鞍井綾音、松田常葉、松村ナツコ、三
浦良一ほか 22人。入場無料。
詳細は http://jartists-ny.org/

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ)

舞
台
公
演
部
は
、

２
０
２
４
年
秋
〜
25
年
初
夏
・

新
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
発
表
し
た
。
９
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
は
「Ningyo

!A 
Parade of Puppetry

（
人
形
！

パ
ペ
ッ
ト
・
パ
レ
ー
ド
）」
と

題
し
た
、
パ
ペ
ッ
ト
（
人
形
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
秋
の
シ
リ
ー

ズ
を
開
催
す
る
。

　

９
月
11
日
か
ら
19
日
は
、
バ

ジ
ル
・
ツ
イ
ス
ト
の
「
道
具
返

し
」。
Ｊ
Ｓ
か
ら
ツ
イ
ス
ト
へ

の
委
嘱
作
品
と
し
て
04
年
に
世

界
初
演
し
た
ベ
ッ
シ
ー
賞
受
賞

作
で
、そ
の
後
Ｊ
Ｓ
で
の
再
演
、

北
米
ツ
ア
ー
、
日
本
ツ
ア
ー
を

経
て
、
20
周
年
記
念
と
し
て
こ

の
秋
再
演
さ
れ
る
。
現
代
人
形

劇
と
、
日
本
の
阿
波
地
方
の
途

絶
え
つ
つ
あ
る
伝
統
的
な
人
形

劇
の
技
法
を
融
合
し
た
、
想
像

力
に
溢
れ
た
人
気
作
。

　

シ
リ
ー
ズ
２
演
目
目
は
10
月

３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
日
本
の

国
立
劇
場
制
作
に
よ
る
「
人
形

浄
瑠
璃 

文
楽
」。
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
人
形
浄
瑠
璃 

文
楽
」
の

古
典
場
面
の
２
本
立
て
で
、
太

夫
の
語
り
と
三
味
線
に
よ
る
義

太
夫
節
の
繊
細
か
つ
迫
力
あ
る

響
き
と
、
３
人
遣
い
に
よ
る
人

形
の
自
在
な
演
技
が
織
り
な
す

文
楽
の
魅
力
を
伝
え
る
。
演
目

は
、
文
楽
の
中
で
も
屈
指
の
名

作
で
あ
る
近
松
門
左
衛
門
に
よ

る
『
曾
根
崎
心
中
』
か
ら
「
天

神
森
の
段
」
と
、『
伊
達
娘
恋

緋
鹿
子
』
か
ら
「
火
の
見
櫓
の

段
」を
上
演
す
る
。
さ
ら
に『
曾

根
崎
心
中
』
は
、
舞
台
の
背
景

に
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』『
も

の
の
け
姫
』
等
の
背
景
美
術
を

手
が
け
た
男
鹿
和
雄
の
原
画
に

よ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を

用
い
、
伝
統
的
な
舞
台
芸
術
と

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
融
合

に
よ
る
新
し
い
試
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

全
て
の
公
演
の
詳
細
・
チ

ケ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
performing-arts

を
参
照
。

人
形
浄
瑠
璃 

文
楽

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

新
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
発
表

 

星
の
島
句
会

回
廊
の
太
き
柱
や
秋
気
満
つ 

 

江
坂
衣
代　

搭
乗
機
二
百
十
日
の
雲
に
入
る 

太
田
風
子

牛
筋
を
と
ろ
と
ろ
煮
込
む
夜
長
か
な 

豊
島
キ
ヌ　

平
穏
な
日
々
莢
隠
元
の
筋
を
引
く 

中
川
手
鞠　

沈
黙
の
古
き
楽
器
や
秋
麗 

長
谷
川
久
美
子

hoshinoshima819@gmail.com

　
「
パ
リ
１
８
７
４
：
印
象
派

モ
ー
メ
ン
ト
」
展
が
９
月
８

日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
る
。
印
象
派
誕
生
１
５
０
年

を
記
念
し
て
３
月
か
ら
７
月
ま

で
パ
リ
の
オ
ル
セ
ー
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
特
別
展
の
巡
回
展

で
、
約
１
３
０
点
の
絵
画
・
彫

刻
・
写
真
な
ど
を
展
示
す
る
。

モ
ネ
の
「
印
象
、日
の
出
」（
パ

リ
の
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
・
モ
ネ
美

術
館
蔵
）や
ル
ノ
ワ
ー
ル
の「
桟

敷
席
」（
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ト

ー
ル
ド
美
術
館
蔵
）
な
ど
数
多

く
の
著
名
作
品
が
鑑
賞
で
き
る

の
は
醍
醐
味
だ
が
、
工
夫
さ
れ

た
展
示
構
成
に
よ
っ
て
、
印
象

派
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か

を
、
当
時
の
芸
術
活
動
や
社
会

情
勢
を
ふ
ま
え
て
理
解
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
８
７
４
年
４
月
15
日
、「
匿

名
芸
術
家
組
合
展
」
が
写
真
家

ナ
ダ
ー
ル
の
ス
タ
ジ
オ
で
開
か

れ
た
。
後
に
第
１
回
印
象
派
展

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
展
示
会

が
、
ど
れ
ほ
ど
政
府
主
催
の
年

次
展
示
会
「
サ
ロ
ン
」
に
対
す

る
挑
戦
で
あ
っ
た
か
。
同
展
で

は
第
１
回
印
象
派
展
と
「
サ
ロ

ン
」
展
と
の
双
方
の
内
容
を
比

較
展
示
し
て
、
当
時
の
人
々
の

衝
撃
を
伝
え
る
。

　

そ
の
頃
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
普

仏
戦
争
、
パ
リ
包
囲
、
内
戦
の

激
化
に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
い

た
。
芸
術
家
た
ち
は
芸
術
を
再

考
し
新
し
い
方
向
性
を
模
索
。

「
サ
ロ
ン
」
に
拒
否
さ
れ
た
モ

ネ
、
ド
ガ
、
モ
リ
ゾ
、
ピ
サ
ロ

ら
は
団
結
し
、
庶
民
の
生
活
や

日
常
の
風
景
を
描
き
、
既
成
の

秩
序
に
縛
ら
れ
な
い
芸
術
を
追

求
し
た
。
筆
者
が
４
月
末
に
パ

リ
で
観
た
際
は
、
第
１
回
印
象

派
展
の
配
置
そ
の
ま
ま
の
展
示

で
名
画
が
並
ん
で
い
る
の
に
感

激
し
た
。
ま
た
、
次
の
部
屋
が

「
サ
ロ
ン
」
展
を
紹
介
す
る
展

示
で
、
両
者
の
差
異
の
大
き
さ

に
単
純
に
驚
き
、
印
象
派
を
鑑

賞
す
る
新
た
な
視
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
（
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
は
「
前
例
の
な
い
並
置
」

と
あ
る
）。
ま
た
同
じ
画
家
の

２
作
品
を
並
べ
て
「
サ
ロ
ン
」

入
選
・
落
選
の
境
界
が
曖
昧
だ

っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
比
較
展

示
な
ど
も
興
味
深
か
っ
た
。
来

年
１
月
19
日
ま
で
。入
館
無
料
。

開
廊
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.nga.gov/

参
照
。（
小
味
か
お
る
、写
真
も
）

イ
タ
リ
ア
人
画
家
の
ジ
ュ
セ
ッ

ペ
・
ニ
ッ
テ
ィ
ス
の
作
品
（
上

は
「
サ
ロ
ン
」
落
選
、下
は
入
選
）。

印象派１５０年展
ワシントンDCで開催

https://www.chaanteahouse.com/
https://e-kaigo.net/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://japanvillage.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://www.takesushi.us/
http://ariyoshiny.com
http://blog.jaquwa.jp/
https://www.atdancecompany.com
http://jartists-ny.org/
https://www.japanfes.com
https://www.usopen.org/
https://www.nyctourism.com/broadway-week/
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.nga.gov/
https://www.nga.gov/
https://www.nga.gov/
https://www.nga.gov/
https://japansociety.org/performing-arts


（15）　　 ［教　育］ 2024年（令和 6年）9月 7日（土）

 

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

9 月

長
ながつき

月

　

本
帰
国
か
ら
約
二
か
月
が
過

ぎ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
夫
と

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
の
、

生
活
が
始
ま
っ
た
。
新
し
い
町

で
、
日
々
の
雑
務
に
忙
殺
さ
れ

な
が
ら
も
、
自
分
の
手
で
生
活

を
組
み
立
て
て
い
く
楽
し
み
も

あ
る
。
暑
さ
の
厳
し
い
間
は
家

の
な
か
を
整
え
て
、
涼
し
く
な

っ
た
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
、
町

を
探
検
に
出
よ
う
と
決
め
て
い

る
。夏
の
力
強
い
雲
が
ほ
ど
け
、

秋
ら
し
い
鰯
雲
が
ふ
ん
わ
り
と

広
が
る
頃
が
楽
し
み
だ
。
頭
上

に
広
が
る
空
は
、
二
年
を
過
ご

し
た
ア
メ
リ
カ
と
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。は
る
か
な
人
た
ち
へ
、

新
し
い
町
か
ら
も
言
葉
を
投
げ

か
け
て
い
き
た
い
。

季
語
＝
鰯
雲 (

秋)

鱗
雲
、
鯖

雲
。
巻
積
雲
ま
た
は
高
積
雲
の

こ
と
。
さ
ざ
波
の
よ
う
な
小
さ

な
雲
片
が
集
ま
っ
て
見
え
る
。

こ
の
雲
が
出
る
と
鰯
が
集
ま

る
と
い
い
、
こ
の
名
の
由
来
と

も
い
わ
れ
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

鰯い
わ
し
ぐ
も雲
頭ず
じ
ょ
う上
に
空そ
ら

の
あ
る
安あ
ん
ど堵

68

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
、
中
等

部
21
人
）
は
8
月
22
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
と
国

連
日
本
政
府
代
表
部
を
訪
問

し
、
国
際
協
力
や
日
本
の
国
際

的
な
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
で

は
、
総
領
事
館
の
役
割
や
日
米

関
係
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。
講
師
か
ら
外
交
の
実
務
や

領
事
業
務
、
在
外
公
館
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
も
ら
い
、
日
本
の
外
交
政
策

や
国
際
的
な
協
力
の
重
要
性
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
国
連
日
本
政
府
代

表
部
を
訪
れ
、
松
村
書
記
官
に

よ
る
国
連
外
交
や
外
交
官
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ブ
リ

ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。
国
連

に
お
け
る
日
本
の
役
割
や
国
際

連
合
で
の
活
動
や
日
本
の
貢
献

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
生

徒
た
ち
は
国
際
社
会
で
の
日
本

の
立
場
や
影
響
力
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く

目
に
す
る
ガ
ザ
の
情
勢
や
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
今
ま
さ
に
国
際
課

題
に
対
し
て
世
界
中
が
協
力
し

て
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
人
の

生
の
声
は
、
生
徒
に
と
っ
て
大

変
刺
激
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
通
じ

て
、
生
徒
た
ち
は
国
際
的
な
視

野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
日
本

が
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活

躍
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
て
生
徒
た

ち
の
社
会
的
な
理
解
を
深
め
、

将
来
の
国
際
的
な
活
動
へ
の
興

味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
中
等
部
生
徒

日本総領事館と
国連代表部訪問

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
・
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹

学
園
長
）
小
学
生
部
は
８
月
21

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
イ

ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
海
上
航
空
宇
宙

博
物
館
で
秋
の
遠
足
を
行
っ

た
。
高
学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
、

５
つ
の
班
に
分
か
れ
て
１
〜
６

年
生
ま
で
の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ

で
活
動
し
た
。
地
図
を
片
手
に

航
空
母
艦
内
を
歩
い
て
い
く
と

「
こ
れ
っ
て
本
当
に
飛
ん
で
い

た
飛
行
機
な
の
？
」「
船
の
中

な
の
に
す
ご
く
大
き
な
建
物
に

い
る
み
た
い
」
な
ど
と
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
航
空
機
を
見
る

度
に
興
奮
し
て
い
る
様
子
だ
っ

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
は
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
」
や
、潜
水
艦
「
グ

ロ
ウ
ラ
ー
」
も
見
学
で
き
、
宇

宙
飛
行
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

船
や
潜
水
艦
内
で
の
生
活
を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

同

学
園
で
は
、
例
年
こ
の
秋
の
遠

足
を
校
内
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

と
関
連
さ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
、
８

月
20
日
に
２
学
期
始
業
式
を
行

っ
た
。
新
し
い
仲
間
が
加
わ

り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。
始
業
式
で
は
校
長

の
話
に
先
立
ち
、
学
年
ご
と
に

起
立
し
、
大
き
な
声
で
挨
拶
を

し
た
。
そ
の
後
、
岡
田
校
長
が

「
２
学
期
は
多
く
の
行
事
が
あ

る
の
で
、
行
事
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
目

標
を
も
ち
、
そ
れ
に
向
け
て
粘

り
強
く
努
力
し
て
ほ
し
い
。
努

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
う
自

分
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
」
と

話
し
た
。
次
に
、
２
学
期
に
頑

張
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
、
初
等
部
代
表
者

NY育英学園小学部 秋の遠足

伝説の空母から学ぶ

は
「
自
分
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
困
っ
て
い
る
友

達
に
は
優
し
く
声
を
か
け
て
い

き
た
い
」、
中
等
部
代
表
者
は

「
修
学
旅
行
実
行
委
員
と
し
て

一
つ
一
つ
の
取
組
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
有
意
義
な
修
学
旅
行

に
し
た
い
」
と
発
表
し
、
決
意

を
述
べ
た
。
新
し
い
学
校
に
緊

張
し
た
面
持
ち
の
転
入
生
も
、

下
校
時
に
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

談
笑
し
な
が
ら
の
和
や
か
な
表

情
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
仲
間

と
協
力
し
、
自
分
た
ち
で
自
分

た
ち
の
学
校
を
創
っ
て
い
く
実

り
の
２
学
期
が
始
ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

２
学
期
始
業
式
行
う

国
際
協
力
や
日
本
の
役
割
学
ぶ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
＝
写
真
上
＝
と
国

連
日
本
政
府
代
表
部
＝
同
下

＝
を
訪
問
し
た
Ｎ
Ｊ
日
本

人
学
校
の
中
等
部
の
生
徒

た
ち

http://www.seido.com
http://ze-edu.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
4
年
度
第
55

回
目
秋
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
11
月
9
日
号

応
募
締
切
：
10
月
31
日
（
木
）
必
着

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
４
年
度
は
各
課
題
に
対
し

選
考
作
品
の
発
表
は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
2
回
目
の
選
考
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

●
幼
児
の
部

　

マ
ス
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
堂
々
と
大
き
な
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

姿
勢
を
正
し
、
鉛
筆
を
し
っ
か
り
持
っ
て
力

強
い
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

点
画
が
マ
ス
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
、
文

字
の
大
き
さ
に
気
を
付
け
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

は
ら
い
や
は
ね
の
方
向
に
気
を
付
け
、
最
後

の
一
文
字
ま
で
丁
寧
に
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

　

文
字
の
間
を
詰
め
す
ぎ
な
い
、
行
頭
の
揃
え
な

ど
に
注
意
を
払
い
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

中
心
線
か
ら
離
れ
ず
、
柔
ら
か
く
流
れ
の
あ

る
丁
寧
な
書
き
表
し
に
よ
り
全
体
的
に
ゆ
と
り

の
あ
る
表
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

協賛：米国ゼブラ社

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
８
月
29
日

に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新

入
学
児
童
を
迎
え
て
入
学
・
始

業
式
が
行
わ
れ
た
。
た
く
さ
ん

の
新
し
い
友
達
に
囲
ま
れ
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
入
学
式

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
和
田
幸
子
幼
稚
園
部
部
長
）

は
８
月
25
日
、
幼
稚
部
で
毎
年

恒
例
の
す
い
か
割
り
・
水
遊
び

大
会
を
開
催
し
た
。
年
中
・
年

長
に
分
か
れ
、
子
供
た
ち
は
一

人
ず
つ
バ
ッ
ト
を
握
り
、
目
隠

し
を
し
て
、
慎
重
に
す
い
か
へ

と
歩
み
寄
っ
た
。
周
り
の
応
援

も
賑
や
か
に
「
前
！
前
！
右
！

右
！
ち
ょ
っ
と
左
！
」
な
ど
の

か
け
声
が
飛
び
交
い
、
す
い
か

に
当
た
る
と
ワ
ー
ッ
と
歓
声
が

上
が
っ
た
。
子
ど
も
の
力
で
は

な
か
な
か
割
れ
な
い
す
い
か

に
、最
後
は
保
護
者
も
加
わ
り
、

見
事
す
い
か
割
り
に
成
功
。
子

ど
も
た
ち
は
真
っ
赤
な
す
い
か

に
か
ぶ
り
つ
き
、
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。
そ
の
後
は
、
お
水
運

び
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

お
も
ち
ゃ
の
魚
を
使
っ
た
金
魚

す
く
い
、
水
鉄
砲
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
水
遊
び
で
盛
り
上
が
っ

た
。
先
生
た
ち
と
水
を
か
け
合

い
、
子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
な

声
が
響
き
渡
る
、
夏
の
楽
し
い

一
日
と
な
っ
た
。

で
子
ど
も
達
は
少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
だ
っ
た
が
、
自
分
の
名

前
が
呼
ば
れ
る
と
う
れ
し
そ
う

に
返
事
を
し
て
い
た
。
在
校
生

は
「
み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぼ
う

ね
」、
校
長
は
「
お
話
を
よ
く

聞
い
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
送
り
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ「
世
界
中
の
子
ど
も
達
が
」

が
紹
介
さ
れ
た
。
式
の
最
後
の

集
合
写
真
で
は
、
一
人
一
人
が

ユ
ニ
ー
ク
な
表
情
で
記
念
と
な

る
１
枚
を
お
さ
め
て
い
た
。

　

同
校
は
一
昨
年
か
ら
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
教
員
に
よ
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ

て
保
護
者
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。
幼
児
期
に
必
要
な
日
本
語

の
基
礎
を
確
立
し
な
が
ら
、
早

い
時
期
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英

語
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
耳
を

鍛
え
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
育
後
６
時
ま
で
の
お
預

か
り
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
プ
リ
Ｋ

ま
で
の
生
徒
は
超
過
料
金
が
な

く
、
働
く
保
護
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

入
学
・
始
業
式
行
う

プリンストン日本語学校　
すいか割り

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の

中
等
部
で
は
、
8
月
16
日
に

Global Kids Judo Network 

の
代
表
、
石
川
慈
（
め
ぐ

み
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
安

定
よ
り
挑
戦
！Nothing is 

Impossible!!

」
と
題
し
た
講

義
が
行
わ
れ
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
柔
道
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
本
気
で
努

力
し
た
自
身
の
経
験
に
つ
い

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
に
勝
利
す
る
も
最
終
選
考

で
敗
戦
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢

を
絶
た
れ
た
こ
と
や
、
現
在
シ

カ
ゴ
で
新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
こ
と
。
ま
た
、
自
身

の
経
験
を
勉
強
に
置
き
換
え
な

が
ら
「
挑
戦
す
る
こ
と
を
た
め

ら
わ
な
い
」こ
と
と
同
時
に「
海

外
で
生
活
で
き
て
い
る
特
別
な

時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。
講
義
後
に
は
柔
道

の
技
を
披
露
し
、
一
流
選
手
の

技
に
生
徒
は
圧
倒
さ
れ
た
様
子

だ
っ
た
。
寝
技
で
の
抑
え
込
み

な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
生

徒
は
終
始
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
生
徒
は
「
自
分
が

や
り
た
い
と
か
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
諦
め

ず
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
今
日
改
め
て
感
じ

た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
た
。

柔
道
の
心

石
川
さ
ん
語
る

中
等
部
教
育
講
演
会
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み
な
さ
ん
は
A
I
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
私
は
今
回
A
I
に
つ
い

て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
A
I
に
つ
い
て
書
こ
う
と

思
っ
た
か
と
い
う
と
、
昔
か

ら
犬
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
母
が
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の

で
ロ
ボ
ッ
ト
犬
（
ア
イ
ボ
）

を
調
べ
て
み
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

　

私
が
調
べ
た
ア
イ
ボ
は
ソ

ニ
ー
が
作
っ
た
子
犬
ロ
ボ
ッ

ト
で
す
。
ア
イ
ボ
は
１
９
９
９

年
に
発
売
さ
れ
た
A
I
で
す
。

１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
０

年
ま
で
に
発
売
さ
れ
た
製
品

が
大
文
字
で
A
I
B
O
と
書

き
ま
す
が
、
そ
の
後
に
発
売

さ
れ
た
製
品
は
a
i
b
o
と

書
き
ま
す
。
ア
イ
ボ
は
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で

き
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
A
I
ロ
ボ
ッ

ト
犬
で
す
。
と
て
も
可
愛
い

犬
で
、
ま
る
で
自
分
の
感
情

が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し

た
。

　

A
I
に
つ
い
て
興
味
を
持

っ
た
私
は
、
次
に
色
々
な
種

類
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
と
て
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら

私
が
興
味
を
持
っ
た
も
の
を

少
し
紹
介
し
ま
す
。
ペ
ッ
パ

ー
。
ア
ト
ラ
ス
、
ス
ポ
ッ
ト
、

ア
ク
ア
ナ
ウ
ト
、
ハ
ン
ド
ル
、

エ
モ
で
す
。
一
番
最
初
の
ペ

ッ
パ
ー
君
は
、
２
０
１
４
年

６
月
５
日
に
で
き
た
身
長

１
２
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
私
よ

り
２
歳
年
下
で
し
た
。
ペ
ッ

パ
ー
君
は
様
々
な
場
所
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ス
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

中
で
も
一
番
身
体
能
力
を
持

っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
、

と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
二
足

歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
他

の
ロ
ボ
ッ
ト
も
物
を
運
ん
だ

り
、
車
A
I
で
車
の
上
を
通

っ
た
り
、
一
緒
に
暮
ら
し
た

り
と
、
と
て
も
面
白
い
特
徴

を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
以
外
の
例
と
し
て
は
、

例
え
ば
多
く
の
家
で
利
用
さ

れ
て
い
る
ル
ン
バ
（
お
掃
除

ロ
ボ
ッ
ト
）
も
A
I
の
一
つ

で
す
。
ル
ン
バ
は
、
人
間
の

か
わ
り
に
お
掃
除
を
し
て
く

れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
子
供

の
教
育
の
た
め
で
あ
っ
た
り
、
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家
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
も

使
え
ま
す
。
世
の
中
に
は
、

と
て
も
便
利
で
役
に
立
つ
ロ

ボ
ッ
ト
が
あ
る
事
が
わ
か
り

ま
し
た
。　

　

A
I
と
言
っ
て
も
、
実
物

の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
に
、
私
は
有
名

な
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
チ
ャ

ッ
ト
G
P
T
と
は
、
テ
キ
ス

ト
と
し
て
入
力
し
た
プ
ロ
ン

プ
ト
に
対
し
て
回
答
し
て
く

れ
る
生
成
A
I
で
す
。
私
は

実
際
に
使
っ
て
み
て
、
そ
の

便
利
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
何
故
な
ら
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
回
答
が
人
間
の
答
え
て

い
る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
私
は
、
今
後
チ
ャ

ッ
ト
G
P
T
の
よ
う
な
A
I

が
と
て
も
発
達
し
、
色
々
な

人
の
仕
事
が
消
え
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
少
し
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ
ト

G
P
T
が
人
よ
り
早
く
仕
事

を
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

私
は
、
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に

負
け
な
い
よ
う
な
仕
事
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
便

利
で
面
白
い
ツ
ー
ル
を
是
非

一
度
試
し
て
み
て
、
そ
の
便

利
さ
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

画
像
生
成
A
I
も
使
っ

て
み
ま
し
た
。
私
は
、
マ
イ

エ
デ
ィ
ッ
ト
と
い
う
サ
イ
ト

を
使
い
ま
し
た
。
画
像
生
成

A
I
は
、
プ
ロ
ン
プ
ト
に
入

れ
た
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
画
像
を
作
っ
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
作
っ
た
画
像
は
自

分
の
も
の
に
な
る
、
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
絵
を
描
く
こ

と
が
苦
手
な
人
で
も
、
プ
ロ

が
描
い
た
よ
う
な
画
像
が
作

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
A
I
は
、
す
ご
い
速

さ
で
発
達
し
て
い
っ
て
い
ま

す
。
２
０
３
０
年
に
は
普
通

に
A
I
が
日
常
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
予

測
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
、

A
I
が
人
間
の
色
々
な
仕
事

を
奪
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う

可
能
性
が
絶
対
に
あ
り
ま
す
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
は
A
I
だ

と
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た

小
説
を
書
く
こ
と
や
、
歌
を

作
る
こ
と
も
で
き
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、

A
I
に
は
ま
だ
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

人
工
知
能
は
物
事
を
理
解
で

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
つ
も
言
葉
を
打
て
ば
返
事

が
返
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
、
あ
の
単
語
が
来

た
ら
こ
う
い
う
言
葉
で
返
し

た
ら
正
解
だ
、
と
判
断
す
る

確
率
が
上
が
っ
た
、
と
い
う

だ
け
の
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
私
は
文
を
書
い

て
き
て
、
も
っ
と
も
っ
と

A
I
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
A
I

が
仕
事
を
奪
っ
て
し
ま
う
と

い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
興
味
が

あ
っ
た
ら
A
I
の
こ
と
に
つ

い
て
調
べ
て
み
た
り
、
A
I

を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

             　
（
滞
米
３
年
）

　
「
思
い
出
に
変
わ
る
ま
で
、

そ
の
瞬
間
の
価
値
が
わ
か
ら

な
い
時
が
あ
る
。」

　

振
り
返
っ
て
「
古
き
良
き

時
代
」
を
思
い
出
し
た
瞬
間

は
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。

子
供
の
頃
は
嫌
な
出
来
事
だ

っ
た
と
し
て
も
、
懐
か
し
く

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
懐

か
し
さ
と
は
、
過
去
の
出
来

事
の
良
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、

温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
々
は
一
般
的
に
、
現
在

か
か
え
て
い
る
心
配
事
や
問

題
か
ら
逃
げ
た
い
た
め
、
過

去
の
感
情
を
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
若
い
頃
に
抱
え

て
い
た
小
さ
な
問
題
を
す
べ

て
覚
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
世
界

の
終
わ
り
だ
と
思
う
よ
う
な

大
問
題
だ
っ
た
と
し
て
も
、

本
当
は
大
し
た
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

5
年
後
、
10
年
後
、
20
年
後
、

50
年
後
、
あ
な
た
は
今
の
時

代
を
振
り
返
り
、
同
じ
よ
う

な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
情

を
抱
く
で
し
ょ
う
。
あ
な
た

が
今
い
る
す
べ
て
の
瞬
間
が
、

未
来
の
「
古
き
良
き
時
代
」

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

は
、
戻
り
た
い
と
願
う
古
き

良
き
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。

過
去
に
戻
り
た
い
と
思
う
の

を
や
め
て
、
今
こ
の
一
瞬
を

見
つ
め
て
、
未
来
の
自
分
の

た
め
に
生
き
よ
う
。
私
た
ち

は
小
さ
な
問
題
に
巻
き
込
ま

れ
て
気
分
を
悪
く
す
る
時
が

多
す
ぎ
ま
す
。
世
界
は
自
分

の
た
め
に
動
き
を
止
め
る
わ

け
で
も
終
わ
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
、
未
来
を
見
据
え
前

に
進
ん
で
み
る
こ
と
で
す
。

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
変
化
に

向
け
て
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
い
場
合
は
無
駄

な
心
配
す
る
の
を
や
め
て
、

そ
の
こ
と
で
気
分
を
台
無
し

に
し
な
い
よ
う
に
、
楽
し
い

こ
と
を
考
え
よ
う
。

　

過
去
と
現
在
の
事
だ
け
考

え
ず
、
未
来
の
こ
と
も
大
事

で
す
。
誰
も
が
無
限
の
欲
望

と
欲
求
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
努
力
し

な
け
れ
ば
夢
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
手
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
り
、
多
す
ぎ
て
、

そ
の
瞬
間
に
は
不
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

世
界
を
変
え
た
い
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は

小
さ
な
こ
と
か
ら
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
自
分
の
何
か
を
変

え
た
い
と
思
え
ば
、
一
瞬
で

で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
努

力
し
て
少
し
ず
つ
変
え
る
し

か
な
い
の
で
す
。
欲
し
い
も

の
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
手

に
入
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
、
今
か
ら

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
毎
日
の
小
さ
な
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
未

来
の
自
分
の
目
的
を
果
た
せ

る
よ
う
に
し
て
い
け
ば
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
後

悔
す
る
こ
と
も
な
く
、
懐
か

し
い
だ
け
の
思
い
出
で
終
わ

る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

僕
も
何
年
後
か
に
昔
を
ふ

り
返
っ
た
と
き
に
後
悔
し
な

い
よ
う
に
、
未
来
の
自
分
の

た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
や
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
た
め
に
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
イ
ス
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
州
ボ
ー
リ
ン
グ
グ
リ
ー

ン
と
い
う
町
に
住
ん
で
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
あ
る

町
で
す
。
わ
た
し
は
、
父
、
母
、

兄
、
そ
し
て
弟
の
５
人
で
く
ら

し
て
い
ま
す
。
夜
は
家
族
で
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
い
つ

も
母
が
作
っ
て
く
れ
る
日
本
食

を
家
族
で
食
べ
ま
す
。
と
っ
て

も
お
い
し
い
で
す
。

　

し
か
し
、
今
の
私
と
ち
が
う

生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
私
は
柔
道
を
習
っ
て
い

ま
す
。
車
で
道
場
に
行
く
時
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
「
お
金
を
く
だ

さ
い
。」
と
書
い
た
も
の
を
持

っ
て
道
路
に
立
っ
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
多
く
の
人
は
そ
の
人

に
お
金
を
わ
た
さ
な
い
の
で

「
か
わ
い
そ
う
だ
な
。」
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
い
な
い
世

界
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
世

界
中
の
人
が
何
も
困
ら
な
い
生

活
を
し
て
ほ
し
い
し
、
争
い
も

な
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

              （
滞
米
２
年
６
か
月
）

  「４年生の思い出」
　　　　ニューヨーク育英学園全日制小４

　　　　　　　　　　　　　　二瓶　友洋

「
A
I（
人
工
知
能
）を
学
ん
で
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
浦
　
瑤
子

  「平和を守る！」
　　　　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　武藤　瑠那

　

ぼ
く
の
四
年
生
の
思
い
出

は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
移
動
教
室

で
す
。

　

そ
の
日
は
、
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
デ
ラ
ウ
ェ
ア
に
行
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
友
達
と
お

そ
ろ
い
の
物
を
お
土
産
と
し

て
買
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
日
目
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
終
え
た
後
、
み

ん
な
で
ホ
テ
ル
に
行
き
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
楽
し

い
事
は
ね
る
前
の
会
話
で
す
。

ね
る
前
の
会
話
は
ゲ
ー
ム
の

話
な
ど
を
し
ま
し
た
。
他
に

も
夜
ご
飯
を
食
べ
終
わ
っ
て
、

は
い
く
や
日
記
を
書
く
時
間

も
友
達
と
話
し
な
が
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
せ
た
の
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
の
夕
方
く
ら
い
に

カ
ブ
ト
ガ
ニ
か
ん
さ
つ
の
た

め
に
海
に
行
き
ま
し
た
。
海
に

着
い
た
ら
、
案
内
人
が
案
内

し
て
く
れ
て
、
ビ
ー
チ
に
は

何
十
匹
も
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
い

ま
し
た
。
多
く
の
カ
ブ
ト
ガ

ニ
が
す
な
に
う
ま
っ
て
お
り
、

た
ま
ご
を
う
ん
で
い
る
の
か

死
ん
で
い
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
他
に
も
貝
み

た
い
な
物
が
付
い
て
い
る
カ

ブ
ト
ガ
ニ
も
何
匹
か
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

た
ま
ご
を
か
ん
さ
つ
し
ま
し

た
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
た
ま
ご

は
す
な
の
中
に
う
ま
っ
て
い

て
、
く
っ
つ
い
て
い
ま
し
た
。　

か
ん
さ
つ
を
し
た
後
は
す
な

に
う
ま
っ
て
い
る
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
助
け
ま
し
た
。
生
き
て

い
る
も
の
が
死
ん
で
い
る
も

の
よ
り
少
し
多
か
っ
た
で
す
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
思
っ
て
い
た

よ
り
も
重
く
て
も
ち
上
げ
る

の
が
大
変
で
し
た
。
足
は
と

が
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た

の
で
、
手
足
に
当
た
る
と
け
っ

こ
う
い
た
か
っ
た
で
す
。

　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
移
動
教
室

を
通
し
て
ぼ
く
は
カ
ブ
ト
ガ

ニ
に
つ
い
て
な
ど
ふ
だ
ん
学

べ
な
い
事
を
た
く
さ
ん
学
び

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
事
を

学
べ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

https://starchildny.com/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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人
は
ス
ト
レ
ス
時
に
、
周
り

の
出
来
事
や
人
々
、
ま
た
自
分

自
身
を
否
定
的
、
悲
観
的
に
見

た
り
解
釈
し
た
り
し
が
ち
で

す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
考
え
が
事

実
で
あ
る
と
思
い
込
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
思
い

当
た
る
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
大
事
な
仕
事
で
失

敗
し
て
し
ま
っ
た
時
、「
自
分

は
ダ
メ
だ
」「
何
事
も
う
ま
く

い
か
な
い
」
な
ど
の
極
端
に
否

定
的
・
悲
観
的
な
考
え
が
頭
に

浮
か
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
中
で
そ
の
効
果
が
認
め

ら
れ
医
療
や
教
育
の
場
で
広
く

使
わ
れ
て
い
る
「
認
知
療
法
」

に
よ
れ
ば
、
人
は
同
じ
出
来
事

を
経
験
し
て
も
、
そ
れ
を
ど
う

考
え
解
釈
す
る
か
に
よ
り
、
そ

の
後
の
感
情
と
行
動
が
変
わ
り

ま
す
。
先
の
例
で
す
が
、
一
度

失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

人
が
「
ダ
メ
な
人
間
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
れ
が
事
実
で
な
く
と
も
、
自

分
を
そ
の
よ
う
に
否
定
的
に
考

え
る
と
気
分
が
落
ち
こ
ん
だ

り
、
不
安
や
無
力
感
ま
で
起
こ

り
か
ね
ま
せ
ん
。
す
る
と
失
敗

を
乗
り
越
え
た
り
更
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
力
が
起
こ
り
に
く

く
、
結
果
的
に
そ
の
後
の
仕
事

ぶ
り
に
悪
影
響
す
る
こ
と
に
な

り
得
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
事
態

が
改
善
で
き
な
い
、
更
に
失
敗

を
重
ね
る
な
ど
の
こ
と
に
つ
な

が
り
や
す
く
、
す
る
と
ま
す
ま

す
「
自
分
は
ダ
メ
だ
」
と
い
う

思
考
が
強
ま
る
と
い
う
悪
循
環

に
陥
り
や
す
い
で
す
。
実
際
に

そ
の
よ
う
な
思
考
・
感
情
・
行

動
の
悪
循
環
が
長
く
続
き
、
う

つ
や
不
安
の
症
状
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
よ
う
に
異
文
化
で
暮

ら
す
生
活
に
は
何
か
と
ス
ト
レ

ス
が
つ
き
も
の
で
す
。
先
に
述

べ
た
よ
う
な
悪
循
環
に
陥
ら
な

い
よ
う
自
分
自
身
、
ま
た
子
ど

も
の
思
考
・
感
情
・
行
動
の
パ

タ
ー
ン
に
も
気
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
悪
循
環

を
ス
ト
ッ
プ
し
、
良
い
方
向
に

逆
回
転
さ
せ
る
こ
と
も
十
分
可

能
で
す
。
そ
の
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　
第
１
に
、
自
分
自
身
の
思
考
が

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
偏
っ
て
な
い

か
、
極
端
に
否
定
的
・
悲
観
的

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
日
常
的

に
自
分
の
思
考
を
気
を
つ
け
て

観
察
し
ま
す
。
強
い
不
安
、
落

ち
込
み
な
ど
の
負
の
感
情
が
起

こ
っ
て
い
る
時
、
同
時
に
我
わ

れ
の
中
に
そ
れ
ら
に
関
連
す
る

負
の
思
考
（「
自
分
は
ダ
メ
だ
」

な
ど
、「
自
動
思
考
」
と
呼
ば

れ
る
）
が
浮
か
ん
で
い
る
も
の

で
す
。
意
識
し
て
そ
の
よ
う
な

自
動
思
考
に
気
づ
く
よ
う
心
が

け
て
み
て
下
さ
い
。

　

第
２
に
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
偏
っ
た
自
動
思
考
に

気
づ
い
た
ら
、
そ
の
妥
当
性
を

振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
考
え
は

ど
の
程
度
現
実
に
即
し
て
い
る

か
、
そ
れ
と
も
自
分
の
思
い
込

み
に
よ
る
も
の
な
の
か
な
ど
検

証
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
思
考
に

相
反
す
る
事
実
は
な
い
か
（
例

え
ば
今
ま
で
難
し
い
仕
事
を
こ

な
し
職
場
で
評
価
を
得
た
経
験

が
何
度
も
あ
る
な
ど
）、
そ
の

出
来
事
（「
大
事
な
仕
事
で
失

敗
し
た
」）
に
関
し
、
他
に
も

っ
と
事
実
に
即
し
た
考
え
方
は

な
い
か
を
振
り
返
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
過
去

に
「
困
難
な
仕
事
に
苦
労
は
し

た
が
な
ん
と
か
乗
り
切
れ
た
」

「
周
り
に
自
分
の
功
績
を
認
め

ら
れ
た
」
と
い
う
成
功
体
験
を

思
い
出
せ
る
は
ず
で
す
。
こ
の

よ
う
に
自
分
の
中
に
自
動
的
に

浮
か
ん
で
く
る
思
考
を
事
実
と

照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
妥
当
性

を
検
証
し
て
み
る
こ
と
が
時
に

大
切
で
す
。

　

第
３
に
、
そ
の
「
自
分
は
ダ

メ
だ
」
と
い
う
偏
っ
た
自
動
思

考
を
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
思
考
に
切

り
替
え
ま
す
。
例
え
ば
「
誰
に

で
も
失
敗
は
あ
る
」「
次
に
頑

張
れ
ば
大
丈
夫
」
な
ど
と
い
う

思
考
に
修
正
で
き
れ
ば
気
分
も

落
ち
着
い
て
い
ら
れ
ま
す
。
可

能
な
ら
も
っ
と
前
向
き
な
思
考

に
切
り
替
え
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。「
い
い
勉
強
に
な
っ
た
、

今
後
に
生
か
せ
る
、
次
は
き
っ

と
成
功
す
る
」
な
ど
と
考
え
ら

れ
れ
ば
や
る
気
も
湧
き
、
実
際

の
仕
事
に
も
良
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仕
事
だ

け
で
な
く
、
学
業
や
人
間
関
係

他
に
も
広
く
使
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
出
来
事

で
も
、
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か

で
そ
の
後
の
気
分
や
行
動
が
変

わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
結
果

も
違
っ
た
も
の
と
な
り
得
ま

す
。
思
考
・
感
情
・
行
動
の
パ

タ
ー
ン
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
偏
っ

た
ま
ま
習
慣
化
さ
れ
い
る
場

合
、
修
正
し
て
い
く
に
は
か
な

り
の
時
間
と
努
力
が
必
要
で
し

ょ
う
。
急
に
は
無
理
で
す
が
、

少
し
ず
つ
意
識
し
て
心
が
け
る

だ
け
で
も
違
っ
て
き
ま
す
。
練

習
を
重
ね
れ
ば
少
し
ず
つ
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。
で
き
る
だ
け
心
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
子
ど
も
達
に

も
伝
え
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
試
し

て
み
て
下
さ
い
。
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中
学
受
験
を
考
え
て
い
る
小

学
生
の
た
め
の
中
学
受
験
塾

「
日
能
研
」
は
9
月
29
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
ジ

ェ
イ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
フ

ィ
フ
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
（
西
38
丁

目
15
番
地
、
五
番
街
と
６
番
街

の
間
）
を
会
場
に
、「
帰
国
子

女
説
明
会
」
を
開
催
す
る
。

　

学
校
説
明
会
＆
入
試
情
報
説

明
会
、
個
別
相
談
会
の
ほ
か
、

小
学
2
〜
6
年
生
を
対
象
に
し

た
２
科
目
（
国
語
・
算
数
）
の

オ
ー
プ
ン
テ
ス
ト
も
同
時
開

催
。
学
校
説
明
会
で
は
、
日
本

全
国
か
ら
参
加
す
る
私
学
の
教

師
が
説
明
を
行
い
、
生
の
声
を

届
け
る
。
参
加
校
は
開
成
、
佼

成
学
園
、
佼
成
学
園
女
子
、
洗

足
学
園
、
開
智
学
園
な
ど
。
参

加
者
に
は
、
お
役
立
ち
情
報
が

つ
ま
っ
た
「
中
学
受
験
情
報
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
」が
進
呈
さ
れ
る
。

今
回
参
加
の
私
立
中
学
校
高
等

学
校
の
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
デ
ー
タ
も
入
っ
て
い
る
。
入

試
情
報
説
明
会
・
学
習
情
報
説

明
会
・
個
別
相
談
会
に
は
中
学

生
の
保
護
者
も
参
加
可
能
。

　

参
加
費
無
料
。
申
し

込
み
・
詳
細
はhttps://

www.nichinoken.co.jp/
np5/nnk/ngs/event/
detail/202409usa.
html#app

か
ら
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
岡
本
徹
学
園
長
）
は
学
園
創

立
45
周
年
を
記
念
し
て
、
９
月

15
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
フ
ァ
ミ
リ

ー
同
窓
会
を
開
催
す
る
。
会
場

は
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
フ
レ
ン
ズ
ア

カ
デ
ミ
ー
園
舎
（
西
１
０
３
丁

目
３
１
０
番
地
）。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
育
英
学
園　

全
日
制
、
各

サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
サ

マ
ー
・
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
の

各
部
門
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
在
籍

中
、
ま
た
は
在
籍
・
参
加
し
て

い
た
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

る
。
職
員
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、児
童
の
部
活
動
の
発
表
、

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
ひ
と
り
15
ド
ル

（
幼
児
以
下
無
料
）、
ま
た
は
一

家
族
35
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
Ｎ
Ｙ
育
英
学

園
同
窓
会
Ｅ
メ
ー
ルalumni@

nyikuei.org

ま
で
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

家
族
同
窓
会
9月15日

帰国子女説明会
日能研が9月29日NYで

中学受験を解説
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 おだいじに
カイロプラクティックに

関する知識（4）

　
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
」

と
い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

の
「
手
」（chiro

）
と
「
技
術
」

（prakticos

）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
施
術
を
す
る
人
を

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
と
言
い
ま

す
。
１
９
８
５
年
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
イ
オ
ワ
州
の
パ
ー
マ
ー
医

師
に
よ
り
発
展
し
た
医
療
で
、

現
在
世
界
80
か
国
以
上
に
広
ま

り
、
欧
米
で
は
法
制
化
さ
れ
た

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
認
め
ら
れ
て
い
る
治

療
法
で
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
は
、
専
門
大
学
に
通
い
医
師

免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
公
的
医
療

資
格
で
あ
る
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
医
は
、
検
査
に
必
要
な

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
こ
と
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米

国
保
険
社
会
福
祉
省
は
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
脊
椎

矯
正
治
療
は
最
も
効
果
的
な
腰

痛
治
療
と
し
て
発
表
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
医
療
保
険
の
対

象
に
な
る
治
療
の
一
つ
で
す
。

　

単
に
痛
み
を
緩
和
す
る
だ
け

で
な
く
、
根
本
的
な
原
因
を
診

断
し
、
人
間
の
手
を
使
っ
て
優

し
く
副
作
用
の
な
い
施
術
を
科

学
的
に
行
う
の
が
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
で
す
。
身
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
脳
と
神

経
で
す
。
そ
の
中
核
で
あ
る
脊

椎
を
支
え
て
い
る
の
が
背
骨

で
す
。
背
骨
を
整
え
る
こ
と

で
、
神
経
と
脳
の
働
き
が
よ
く

な
れ
ば
、
自
然
に
人
は
症
状
の

改
善
と
と
も
に
、
体
は
健
康
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
治
療
は
診
断
を
も
と
に

個
々
に
合
わ
せ
効
果
的
に
行
い

ま
す
。
治
療
自
体
は
手
技
ま
た

は
器
具
に
よ
る
関
節
の
調
整
、

筋
肉
や
軟
部
組
織
の
治
療
、
理

学
療
法
治
療
（
低
周
波
、
超
音

波
、
赤
外
線
）
を
含
む
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
背
骨
を
中

心
と
し
た
施
術
、
矯
正
な
ど
の

他
、
日
常
生
活
の
基
本
的
な
動

作
、
姿
勢
、
栄
養
、
生
活
習
慣

指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。
副
作

用
や
痛
み
も
伴
い
ま
せ
ん
。

　

主
な
症
状
は
、
腰
痛
、
首
の

痛
み
、
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
、

ヘ
ル
ニ
ア
、
頭
痛
、
む
ち
打
ち

症
、
肩
こ
り
、
膝
や
足
首
、
肩

や
胸
、
肘
、
手
首
の
痛
み
、
側

湾
症
、坐
骨
神
経
痛
な
ど
の
他
、

疲
労
回
復
・
姿
勢
改
善
・
自
律

神
経
失
調
・
ス
ト
レ
ス
緩
和
・

高
齢
者
へ
の
ケ
ア
・
生
活
習
慣

病
な
ど
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

症
状
の
治
療
を
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
自
然

医
療
で
す
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中

www.ishitaniclinic.com

）

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
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最
近
の
日
本
。
何
と
な
く
お

か
し
い
気
が
し
ま
す
。な
ん
か
、

多
く
の
人
が
不
安
を
抱
え
て
い

る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
南
海
ト
ラ
フ
が
来

る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
。
あ
っ

と
い
う
間
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
か
ら
水
が
消
え
ま
し
た
。

そ
し
て
「
水
が
無
い
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
に

煽
ら
れ
て
、
水
を
探
し
求
め
る

人
が
出
て
き
ま
し
た
。「
水
道

水
を
飲
ん
で
た
ら
い
い
」
と
わ

た
し
は
思
う
の
で
す
が
、「
断

水
す
る
か
も
」「
避
難
所
生
活

に
な
る
か
も
」
の
不
安
が
あ
る

み
た
い
で
す
。
そ
れ
が
落
ち
着

い
た
か
と
思
え
ば
、
今
度
は
米

不
足
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
米

の
需
要
が
増
え
た
」「
天
候
不

順
で
米
の
収
穫
量
が
減
っ
た
」

な
ど
い
ろ
ん
な
噂
が
飛
び
交

い
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
米
が
無
く

な
り
、
米
の
値
段
が
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
が
、
ま
た
ま
た
「
令
和
の
米

騒
動
」
な
ど
と
煽
る
た
め
米
の

買
い
占
め
な
ど
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

な
ん
か
、
不
安
を
煽
ら
れ
て

い
る
感
じ
が
す
る
の
は
、
わ
た

し
だ
け
だ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
以

降
、
マ
ス
ク
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
も
の

が
市
場
か
ら
消
え
た
り
、
品
不

足
か
ら
値
上
が
り
し
た
り
。
い

つ
も
あ
る
も
の
が
無
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
不
安
が
多
く
の
人

の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
、
わ
た
し
も
不
安
に
な

り
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
時
、「
命
と
元
気
が
あ
れ
ば

い
い
」
と
、
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
、
騒
ぎ
立
て
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

こ
の
騒
動
、
備
蓄
米
と
か
あ
る

は
ず
な
の
に
不
思
議
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
令
和
の
米
騒
動
」
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介
護
保
険
法
の
第
四
条
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
「
国
民
の
努

力
及
び
義
務
」
と
い
う
見
出
し

か
ら
始
ま
る
条
文
で
「
第
四

条　

国
民
は
、
自
ら
要
介
護
状

態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た

め
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心

身
の
変
化
を
自
覚
し
て
常
に
健

康
の
保
持
増
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
進
ん
で
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
の

適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及

び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
有
す
る
能

力
の
維
持
向
上
に
努
め
る
も
の

と
す
る
」
と
あ
っ
さ
り
義
務
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
国
民

の
三
大
義
務
と
言
え
ば
、
言
わ

ず
と
知
れ
た
「
納
税
」「
教
育
」

…
そ
し
て
「
勤
労
」
で
す
。
ま

さ
か
の
４
つ
目
が
、「
介
護
予

防
」
と
は
。（
絶
句
）
介
護
予

防
の
周
辺
ワ
ー
ド
と
し
て
は

「
健
康
」「
リ
ハ
ビ
リ
」「
運
動
」

「
食
事
」「
休
養
」
と
、
ど
れ
も

日
頃
か
ら
意
識
し
て
い
な
い
と

見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
こ

と
ば
か
り
で
す
。
一
生
懸
命
働

い
て
、食
べ
た
い
も
の
食
べ
て
、

飲
み
た
い
も
の
を
た
ら
ふ
く
飲

ん
で
、
大
い
び
き
を
か
い
て
寝

る
。
全
く
義
務
を
や
っ
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
の
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、せ
め
て
、

口
か
ら
入
っ
て
く
る
「
食
事
」

だ
け
で
も
改
善
し
た
い
と
思
っ

て
こ
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
思
い

ま
す
。

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト

　

食
事
の
改
善
と
前
振
り
し
て

お
き
な
が
ら
、
い
き
な
り
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
す
。
食
べ
な
い
お
勧

め
で
す
。
こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
（
大
隈
良
典
教

授
２
０
１
６
年
）
に
も
つ
な
が

っ
た
研
究
に
基
づ
く
も
の
で
、

簡
単
に
要
約
す
る
な
ら
「
16
時

間
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で
体
を
一
時

的
な
飢
餓
状
態
で
内
臓
に
休
養

を
与
え
る
こ
と
で
自
己
治
癒
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
ス

イ
ッ
チ
の
役
割
に
な
る
ダ
イ
エ

ッ
ト
と
の
こ
と
で
す
。
眠
っ
て

い
る
時
間
も
含
む
な
ら
そ
ん
な

に
苦
し
い
こ
と
は
な
い
で
す

ね
。
私
も
５
年
く
ら
い
続
け
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
一
日
２
食
な

の
で
、
母
親
か
ら
言
わ
れ
て
き

た
「
三
食
食
べ
ん
と
元
気
に
な

ら
ん
け
ん
」
の
約
束
を
守
ら
な

い
罪
悪
感
は
あ
り
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
調
子
が
い
い
。
人
に

よ
っ
て
は
そ
の
方
法
が
合
う
方

も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
方
も
い

ま
す
の
で
毎
日
で
は
な
く
て
も

週
に
数
回
で
も
い
い
ら
し
い
の

で
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

甘
い
も
の

「
国
民
の
義
務
」
の
介
護
予
防
は
食
の
改
善
か
ら

　

こ
れ
も
調
べ
て
い
く
う
ち
に

び
っ
く
り
し
た
の
で
す
が
、
砂

糖
を
含
む
糖
分
は
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
と
さ
え
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
お
菓
子
の
食
べ

過
ぎ
は
い
け
な
い
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
主

食
で
あ
る
白
米
こ
そ
が
、
血
糖

値
を
上
げ
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
に
よ
る
病

気
が
起
こ
る
リ
ス
ク
を
高
め
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。（
津
川
友
介
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
准
教
授
２
０
１
８
） 

ま

た
、「
糖
質
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン

と
し
て
貯
蓄
、
筋
肉
の
活
動
を

支
え
る
た
め
に
も
必
要
」
と
は

い
う
も
の
の
日
本
人
は
放
っ
て

お
い
て
も
糖
分
摂
取
量
は
多
い

た
め
「
意
識
的
に
食
べ
な
い
」

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
よ
う

で
も
あ
る
。
あ
ま
り
美
味
し
い

と
は
言
え
な
い
が
私
は
今
年
の

春
か
ら
玄
米
に
し
て
、
炊
飯
器

も
「
保
温
機
能
が
な
い
も
の
」

に
買
い
替
え
た
。
保
温
機
能
も

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
ら
し
い

か
ら
。

　

ま
た
、
16
時
間
ダ
イ
エ
ッ
ト

中
に
小
腹
が
空
い
た
ら
、
く
る

み
を
30
グ
ラ
ム
程
度
な
ら
逆
に

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
を
促
進
し
て

く
れ
る
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
豊

富
に
あ
る
ら
し
い
。
あ
と
は
大

豆
か
少
し
ブ
ド
ウ
糖
を
混
ぜ
た

き
な
粉
を
取
る
よ
う
に
し
て

「
甘
い
も
の
食
べ
た
い
」
欲
望

を
代
用
し
て
今
の
と
こ
ろ
調
子

が
い
い
。
タ
ン
パ
ク
質
も
取
る

こ
と
に
な
る
の
で
一
石
二
鳥
で

す
。

　

あ
と
は
人
間
が
必
要
と
す
る

栄
養
素
の
脂
質
に
つ
い
て
は
、

ご
ま
油
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

青
魚
種
（
サ
バ
、
イ
ワ
シ
等
）

の
缶
詰
か
ら
摂
取
す
る
以
外
は

食
べ
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
た
ま
に
バ
タ
ー
は
使
う
か

な
。

　

ま
だ
ま
だ
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
ら
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
、
鉄
分
、
ル
チ
ン
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

亜
鉛
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
イ
チ
ョ

ウ
葉
エ
キ
ス
。
さ
ら
に
最
近
流

行
り
の
Ｎ
Ｍ
Ｎ
や
ユ
ー
グ
レ

ナ
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
は
、
何

を
食
べ
な
い
か
、
何
を
何
に
置

き
換
え
る
か
が
で
き
て
、
初
め

て
追
加
で
や
っ
て
い
く
も
の
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
義
務
で
も
あ
る
「
介

護
予
防
」
の
最
初
は
、
ま
ず
は

食
事
の
考
え
方
か
ら
変
え
て

（
替
え
て
）
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

https://america-keitai.com/
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
の
コ
ー
プ
と
い
う
選
択

 　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市 

ク
イ
ー
ン
ズ 

区
の
北
西
部
に
位
置
す
る
地
区
だ
。
２
０
０
０
年
代
以
降
、
人

口
の
半
分
が
外
国
生
ま
れ
と
い
う
、
民
族
的
に
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

　

１
９
３
７
年
築
の
こ
の
部
屋
は
、
魅
力
的
で
広
々
と
し
た
1

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
コ
ー
プ
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
価
格

は
41
万
５
０
０
０
ド
ル
。
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
自
然
光
が
差

し
込
む
明
る
く
広
々
と
し
た
空
間
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、

お
も
て
な
し
を
し
た
り
で
き
る
。
キ
ッ
チ
ン
は
豊
富
な
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
と
モ
ダ

ン
な
電
化
製
品
が
自
慢
で
、

窓
か
ら
は
日
光
と
換
気
が

た
っ
ぷ
り
入
る
。
バ
ス
ル

ー
ム
は
明
る
く
風
通
し
が

良
く
、
こ
ち
ら
に
も
自
然

光
を
取
り
込
む
窓
が
あ
る
。

天
井
の
高
さ
は
9
フ
ィ
ー

ト
あ
り
、
非
常
に
広
々
と

し
て
開
放
感
が
あ
り
、
こ

の
エ
リ
ア
の
他
の
コ
ー
ポ

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
全
体

に
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
ス
ペ
ー

ス
が
十
分
に
あ
り
、
収
納

は
十
分
な
余
裕
が
あ
る
。
住
み
込
み
の
管
理
人
が
居
住
者
の
ニ

ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
の
も
利
点
。
便
利
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

敷
地
内
の
ラ
ン
ド
リ
ー
施
設
、
ピ
ア
ノ
の
あ
る
専
用
の
音
楽
室

が
、
こ
こ
で
の
生
活
を
便
利
で
楽
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
最

寄
り
の
地
下
鉄
駅
は
、
7
番
線
、
Ｅ
線
、
Ｆ
線
、
Ｍ
、
Ｒ
線
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
の
通
勤
も
楽
だ
。
周
辺
に
は
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ

ッ
プ
が
立
ち
並
び
、
活
気
に
満
ち
た
多
様
な
都
市
生
活
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
７
１
８
・２
１
０
・４
０
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ルted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

　

不
動
産
情
報
サ
イ
ト

（https://www.realtor.
com/

）
は
今
年
７
月
時
点
の

Ｎ
Ｙ
市
内
の
賃
貸
価
格
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
以
降
の
変
動
に
関

す
る
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

　

今
年
７
月
の
ア
パ
ー
ト
や
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
、
一
戸
建
て
を
含
む
賃
貸
物

件
の
家
賃
提
示
価
格
の
中
央
値

に
関
し
て
、
米
国
内
の
多
く
の

主
要
都
市
で
は
低
下
傾
向
に
あ

る
一
方
、
Ｎ
Ｙ
市
の
中
央
値
は

３
４
２
１
ド
ル
と
１
年
前
と
比

べ
て
２
・
２
％
に
当
た
る
73
ド

ル
上
昇
し
て
い
る
。
同
サ
イ
ト

に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
家
賃

は
コ
ロ
ナ
禍
で
記
録
的
に
下
落

し
た
が
、
２
０
２
２
年
春
に
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
値
段
に
戻

り
、以
来
上
昇
し
続
け
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
19
年
と
比

べ
る
と
、
中
央
値
は
13
・
7

％
（
４
１
３
ド
ル
）
増
と
な
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
で
は
０
〜
２

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
よ
う
な
小
さ

め
の
物
件
の
需
要
が
高
ま
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
家
賃
中
央
値

は
２
・
２
％
（
72
ド
ル
）
増
の

３
３
２
２
ド
ル
、
３
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
以
上
の
物
件
は
４
９
９
６

ド
ル
で
５
％
（
２
６
２
ド
ル
）

減
少
し
て
い
る
。

　

地
区
別
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
家
賃
変
動
は
下
落
傾
向
に

あ
り
、
中
央
値
は
昨
年
比
で
２

％
（
91
ド
ル
）
減
の
４
４
８
９

ド
ル
、
19
年
８
月
と
比
べ
る
と

３
６
２
ド
ル
下
落
し
た
。
家
賃

や
光
熱
費
に
収
入
の
30
％
以

上
を
費
や
さ
ず
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
暮
ら
す
場
合
は
月
収

１
万
４
９
６
３
ド
ル
、
年
収

は
米
国
内
の
平
均
世
帯
収
入

10
万
５
０
０
０
ド
ル
追
加
の

17
万
９
５
６
０
ド
ル
が
必
要
、

と
解
説
し
て
い
る
。
下
落
傾
向

と
は
言
え
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家

賃
は
未
だ
高
額
で
あ
る
た
め
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
暮
ら
し
は
諦

め
、
家
計
や
価
格
、
節
約
を
優

先
し
、
ク
イ
ー
ン
ズ
や
ブ
ロ
ン

ク
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
貯
蓄

を
確
実
し
な
が
ら
の
暮
ら
し
を

求
め
る
市
民
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
需
要
増
が
原
因
で
、
こ
れ

ら
の
地
区
の
家
賃
は
上
昇
し
て

い
る
。

　

特
に
ク
イ
ー
ン
ズ
の
家
賃
高

騰
は
著
し
く
、
中
央
値
は
１

年
間
で
８
・
２
％
（
２
５
６
ド

ル
）
増
の
３
３
８
０
ド
ル
と
な

っ
た
。
19
年
比
で
は
40
・
１

％
（
９
６
７
ド
ル
）
増
で
、
家

賃
や
光
熱
費
に
収
入
の
30
％
以

上
を
費
や
さ
ず
に
暮
ら
す
場

合
は
月
収
１
万
１
２
６
７
ド

ル
、
年
収
は
13
万
５
２
０
０
ド

ル
が
必
要
と
な
る
。
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
中
央
値
は
１
年
間
で
３
・

５
％
（
１
２
４
ド
ル
）
増
の

３
７
１
８
ド
ル
、
19
年
比
で
は

60
・
９
％
（
１
２
０
２
ド
ル
）

増
で
、
家
賃
や
光
熱
費
に
収
入

の
30
％
以
上
を
費
や
さ
ず
に
暮

ら
す
場
合
は
月
収
１
万
５
８
３

ド
ル
、
年
収
は
12
万
７
０
０
０

ド
ル
が
必
要
と
な
る
。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
中
央
値
は
１
年
間
で

８
・２
％（
２
５
６
ド
ル
）増
で
、

同
地
区
と
し
て
は
過
去
最
高
の

３
３
８
０
ド
ル
と
な
っ
た
。
19

年
比
で
は
32
・
７
％
（
９
１
６

ド
ル
）
増
で
、
家
賃
や
光
熱
費

に
収
入
の
30
％
以
上
を
費
や
さ

ず
に
暮
ら
す
場
合
は
、
月
収

１
万
２
３
９
３
ド
ル
、
年
収
で

は
14
万
８
７
２
０
ド
ル
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

realtor.com/research/nyc-
july-2024-rent/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
市
内
に
住
む
た
め
に
必
要
な
収
入
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
以
外
は
家
賃
高
騰

https://www.redacinc.com/
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
https://www.realtor
https://www.realtor
https://www.realtor
https://www.realtor.com/research/nyc-july-2024-rent/


（21）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）9月 7日（土）

　
「
テ
ク
ノ
法
要
：

Techno Buddhist DJ

」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
９

月
８
日
（
日
）
か
ら
11
日

（
水
）
ま
で
、
午
後
７
時

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教

会
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ

イ
ブ
３
３
２
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。
テ
ク
ノ
法
要

と
は
、
福
井
市
の
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
・
照
恩
寺
の

朝
倉
行
宣
住
職
に
よ
る
テ

ク
ノ
音
楽
に
乗
せ
て
お
経

を
読
み
上
げ
る
新
し
い
ス

タ
イ
ル
の
法
要
で
、Ａ
Ｒ
、

Ｖ
Ｒ
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
な
ど
を
駆

使
し
て
仏
教
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
融
合
を
手
が
け
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
河
野
円
も

共
演
す
る
。
会
場
で
は
読

み
上
げ
ら
れ
る
お
経
と
と

も
に
、
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム

な
ど
最
新
鋭
の
視
覚
効
果

も
交
え
て
、
神
秘
的
か
つ

サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
空
間

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
法
要

を
超
え
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
。「
テ
ク
ノ
法
要

Ｕ
Ｓ
ツ
ア
ー
２
０
２
４
」

と
し
て
Ｎ
Ｙ
を
皮
切
り

に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ベ

イ
エ
リ
ア
な
ど
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
う
予
定
。

入場無料。詳細は https://www.buddhistchurchesofamerica.org/technohoyo

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ

バ
レ
エ
で
は
新
学
期
の
体
験
レ

ッ
ス
ン
を
9
月
15
日
ま
で
開
催

し
て
い
る
。
体
験
可
能
ク
ラ
ス

は
3
歳
か
ら
の
キ
ッ
ズ
バ
レ

エ
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
、
タ
ッ

プ
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ジ
ャ

ズ
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
、
ク
ラ
ス

は
平
日
午
後
と
週
末
に
行
わ
れ

る
。
入
会
す
る
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す

る
機
会
が
あ
る
。
体
験
費
用

35
ド
ル
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を

見
た
方
は
20
ド
ル
で
体
験
可
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

Contact@nydanceart.com

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の

Relo Redac, Inc.（
本
社
Ｎ
Ｙ
、

代
表
取
締
役
社
長
：
七
原
肇
）

は
、
来
米
間
も
な
い
人
同
士
が

交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
リ
ダ

ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・
パ

ー
テ
ィ
」（
通
称
リ
ダ
カ
マ
）

を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
ダ
カ
マ
は
、
ヨ
ガ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い

た
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
ヨ

ガ
＆
ピ
ク
ニ
ッ
ク
企
画
で
、
青

空
の
も
と
で
の
び
の
び
と
体
を

動
か
し
つ
つ
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
日
程
は

９
月
７
日
（
土
）
と
18
日
（
水
）

の
午
前
11
時
30
分
か
ら
の
45
分

間
、
場
所
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
内
の
シ
ー
プ
メ
ド
ウ
。
ヨ
ガ

終
了
後
は
そ
の
場
で
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
予
定
（
任
意
参
加
）。
雨

天
中
止
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ま
た

は
タ
オ
ル
か
シ
ー
ツ
、
水
分
補

給
用
の
水
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
参
加
す
る

人
は
自
分
用
の
ス
ナ
ッ
ク
・
飲

み
物
を
持
参
す
る
。
定
員
10
人

（
先
着
順
）、要
事
前
申
し
込
み
。

　

参
加
費
は
、
リ
ダ
ッ
ク
く

ら
ぶ
会
員
10
ド
ル
、
一
般
20 

ド
ル
（
当
日
現
金
、
ま
た
は

venmo

に
て
支
払
う
）。
申
し

込
み
は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
、
希
望
日
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
参
加
の
有
無
を
明
記
し
、

Ｅ
メ
ー
ルmr-redacclub@

redacinc.com

ま
で
。

ハリヤマバレエ
体験レッスン受付中

リ
ダ
カ
マ
で
ヨ
ガ

７
日
と
18
日
に
開
催

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

テ
ク
ノ
音
楽
で
お
経

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
法
要

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
で
開
催
♪

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
https://www.buddhistchurchesofamerica.org/technohoyo
mailto:Contact@nydanceart.com
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mailto:Contact@nydanceart.com
mailto:mr-redacclub@redacinc.com
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今
日
は
、
ク
レ
タ
の
首
都
ヘ

ラ
ク
リ
オ
ン
か
ら
島
の
反
対
側

へ
の
遠
征
な
の
で
、
往
復
の
ド

ラ
イ
ブ
だ
け
で
終
わ
る
は
ず
だ

っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
面
白

い
ビ
ー
チ
を
堪
能
で
き
る
と
は

ボ
ー
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
熱
っ
た

身
体
に
ビ
ー
チ
脇
の
冷
た
い
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
（
こ
れ
が
気

持
ち
良
い
）
服
を
着
替
え
て
、

何
か
ド
リ
ン
ク
で
も
飲
も
う
と

ビ
ー
チ
沿
い
の
店
を
覗
い
て
み

た
の
だ
が
、
何
と
な
く
入
る
気

に
は
な
ら
ず
、
車
を
走
ら
せ
る

こ
と
に
し
た
。
次
の
目
標
は
ア

マ
リ
渓
谷
。
私
た
ち
は
、「DK 

Eyewitness

」
と
い
う
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
時
々
、
面
白
い
ド
ラ
イ

ブ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
る
。
有

名
ど
こ
ろ
で
は
な
く
て
、
言
わ

ば
隠
れ
た
名
所
の
ド
ラ
イ
ブ
な

の
だ
。
以
前
、
初
め
て
行
っ
た

南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
こ
れ
を

見
つ
け
て
ド
ラ
イ
ブ
し
た
と
こ

ろ
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
リ
ス
ト
の

パ
ト
ロ
ン
の
城
と
か
、
全
く
観

光
客
が
こ
な
い
よ
う
な
ロ
ー
カ

ル
な
美
し
い
村
と
か
、
村
の

八
百
屋
で
初
め
て
黒
い
ト
リ
ュ

フ
を
見
つ
け
た
り
と
か
、
そ
れ

は
そ
れ
は
秘
宝
を
見
つ
け
た
よ

う
に
楽
し
か
っ
た
。「Tour of 

the Amari Valley

」
と
名
付

け
ら
れ
た
そ
の
コ
ー
ス
、
行
か

な
い
手
は
な
い
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
をAmari

と
い
う

街
に
セ
ッ
ト
し
て
暫
く
走
る
と

道
は
ど
ん
ど
ん
不
思
議
な
空
間

に
入
っ
て
い
く
。
車
が
殆
ど
走

っ
て
い
な
い
。
所
々
に
静
か
な

集
落
が
あ
る
。
道
端
に
古
い
石

の
水
飲
み
場
が
あ
っ
た
の
で
停

め
て
み
た
。
十
字
架
が
刻
ま
れ

た
そ
の
石
の
建
造
物
は
非
常
に

古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
途
轍
も
な
く
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
何
だ
か
寂
し
く

な
っ
て
き
た
。
所
々
に
教
会
が

あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
と
ク
レ
タ
の

旗
が
掲
げ
て
あ
る
。
さ
ら
に
進

む
と
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
植
え
て

あ
る
不
思
議
な
草
原
の
向
こ
う

に
真
っ
白
な
岩
山
が
見
え
て
き

た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
も
登
録
さ
れ

た
自
然
公
園
、
標
高
２
４
６
５

メ
ー
ト
ル
の
ク
レ
タ
で
一
番

高
い
山
、
イ
デ
ィ
山
（Idha, 

Idhi, Ita, Psiloritis

）
だ
。
古

地
図
に
も
そ
の
名
を
記
す
神
秘

的
な
山
で
、
古
く
神
話
の
時
代

か
ら
人
々
は
畏
敬
の
念
を
払
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。空
の
青
、

高
木
限
界
上
の
山
肌
の
白
、
そ

の
下
の
木
々
の
緑
、
大
地
の
茶

色
、
明
る
い
太
陽
に
照
ら
さ
れ

た
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
大
変
に
綺

麗
だ
。
ふ
と
写
真
を
撮
り
た
く

な
っ
て
停
め
て
み
る
と
、
蜜
蜂

の
箱
が
並
ん
で
い
た
。
き
っ
と

美
味
し
い
蜂
蜜
が
採
れ
る
に
違

い
な
い
。

　

随
分
と
長
い
時
間
運
転
し
て

い
る
が
、
山
道
で
ス
ピ
ー
ド
が

出
せ
な
い
の
で
仕
方
が
な
い
。

す
る
と
突
然
村
の
入
り
口
に
差

し
掛
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
街
道

を
外
れ
て
村
に
向
か
う
。
眠
っ

て
い
る
よ
う
な
静
か
な
村
に
着

き
、
小
高
い
山
の
麓
に
車
を
駐

め
て
歩
く
。
暫
く
迷
っ
た
後
に

い
き
な
り
目
指
す
時
計
台
が
見

え
た
。
が
、
表
示
も
な
け
れ
ば

入
り
口
も
見
つ
か
ら
な
い
。
家

と
家
の
隙
間
の
草
む
ら
を
通
っ

て
何
と
か
近
く
ま
で
来
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
も
う
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
13
世
紀
の
古

い
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
の
教
会
が
、

今
は
草
が
生
え
放
題
に
な
っ
て

放
置
さ
れ
て
い
る
！
昔
三
蔵
法

師
が
あ
り
が
た
い
経
典
を
求
め

て
決
死
の
思
い
で
イ
ン
ド
の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
着
い
た
時
、
彼
の

地
で
は
仏
教
が
廃
れ
て
寺
院
が

砂
に
埋
も
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

見
て
三
蔵
法
師
は
地
に
這
い
つ

く
ば
っ
て
泣
い
た
そ
う
だ
。
私

は
泣
か
な
か
っ
た
が
不
思
議
な

思
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
人
が
少
な
い
。
ハ
イ
シ
ー
ズ

ン
の
７
月
の
ギ
リ
シ
ャ
な
の

に
？
私
が
悲
し
い
気
持
ち
で
い

る
と
近
く
か
ら
細
君
の
声
が
し

た
。
行
っ
て
み
る
と
地
元
の
女

性
が
細
君
と
話
を
し
て
い
た
。

ど
う
や
ら
そ
こ
で
作
っ
て
い
る

チ
ー
ズ
の
味
見
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
ヤ
ギ
な
の
か
羊
な

の
か
、
言
葉
は
上
手
く
通
じ
な

い
が
我
々
に
途
中
経
過
の
チ
ー

ズ
を
試
食
さ
せ
て
く
れ
た
。
彼

女
の
優
し
さ
に
感
動
し
た
。

　

再
び
車
に
乗
る
。
暫
く
走
る

と
森
に
羊
の
群
れ
が
い
て
、
カ

ラ
ン
カ
ラ
ン
と
首
の
鈴
を
鳴
ら

し
て
寝
る
場
所
に
固
ま
ろ
う
と

し
て
い
た
。
先
ほ
ど
の
チ
ー
ズ

は
ヤ
ギ
だ
っ
た
の
だ
。
思
わ
ず

降
り
て
ビ
デ
オ
を
回
し
た
。
メ

ー
と
い
う
情
け
な
さ
そ
う
な
鳴

き
声
と
、
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
い

う
首
に
付
け
た
カ
ウ
ベ
ル
の
不

規
則
だ
が
心
地
良
い
音
、
牧
歌

的
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
が
、
そ

の
近
く
に
珍
し
く
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
っ
て
、
私
は
運
転
で
見
れ

な
か
っ
た
が
、
細
君
に
よ
る
と

外
で
羊
を
丸
焼
き
に
し
て
い
た

そ
う
だ
。
自
然
と
共
に
生
き
る

と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

村
を
後
に
す
る
。
車
は
さ
ら

に
山
道
を
進
む
が
、
周
り
の

木
々
が
低
く
な
っ
て
岩
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
標
高
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
る
と
、
突
然
ヤ
ギ
の

群
れ
が
現
れ
た
。
ヤ
ギ
は
肉
食

動
物
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
崖

に
登
る
。こ
の
群
れ
も
そ
う
で
、

わ
ざ
わ
ざ
高
い
と
こ
ろ
に
登
っ

て
集
ま
っ
て
い
た
。
野
生
の
ヤ

ギ
を
見
た
の
は
初
め
て
か
も
し

れ
な
い
。
感
動
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
ア
マ
リ
渓

谷
ツ
ア
ー
、
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
陽
が
夕
方
の
光
に

な
っ
て
き
た
の
で
帰
路
に
着

く
。
が
、
突
然
大
き
な
修
道
院

ら
し
き
建
物
が
見
え
て
き
た
。

庭
に
車
を
駐
め
て
建
物
に
近
づ

く
と
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
よ
う

な
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
。
コ

ー
ラ
ス
隊
の
練
習
な
の
か
。
お

そ
る
お
そ
る
庭
を
進
ん
で
み
る

と
な
ん
と
そ
こ
に
は
ポ
ス
タ
ー

で
見
た
大
き
な
修
道
院
が
あ
っ

た
。Moni Arkadiou
、
な
ん

と
５
世
紀
か
ら
続
く
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
の
修
道
院
な
の
で
あ
っ
た
。

（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）
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山
と
ア
マ
リ
渓
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東
京
都
庭
園
美
術
館
で
開
催

し
て
い
た
「YUMEJI

展 

大
正

浪
漫
と
新
し
い
世
界
」（
6
月

1
日
〜
8
月
25
日
）
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
竹
久
夢
二
の
生

誕
１
４
０
年
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
同
展
は
、
夢
二
の
ふ
る

さ
と
岡
山
市
に
あ
る
夢
二
郷
土

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、
初
公
開
資
料
を
含
む
約

１
８
０
点
の
作
品
を
紹
介
す
る

も
の
で
し
た
。
と
り
わ
け
長
ら

く
行
方
不
明
だ
っ
た
大
正
中
期

の
油
彩
画
《
ア
マ
リ
リ
ス
》
を

は
じ
め
油
彩
画
が
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
で
、
現
存
す
る
油
彩
画
約

30
点
の
約
半
数
の
14
点
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
か

つ
て
朝
香
宮
邸
で
あ
っ
た
東
京

都
庭
園
美
術
館
の
本
館
は
、
実

際
の
生
活
空
間
に
施
さ
れ
た
多

彩
な
装
飾
で
知
ら
れ
て
お
り
、

暮
ら
し
の
中
の
美
を
体
現
す
る

邸
宅
空
間
と
夢
二
作
品
と
の

共
演
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

　

も
う
一
つ
、
筆
者
が
注
目

し
た
の
は
、
夢
二
晩
年
の

１
９
３
１
（
昭
和
6
）
年
か
ら

約
2
年
間
、
欧
米
各
地
を
巡
る

旅
に
出
た
際
に
描
い
た
作
品
で

す
。
夢
二
は
、
１
９
３
１
年
5

月
7
日
、
横
浜
港
よ
り
秩
父
丸

で
出
帆
し
、
ハ
ワ
イ
を
経
由
し

て
6
月
3
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
到
着
し
ま
し
た
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
日

系
新
聞
「
日
米
」
に
エ
ッ
セ

イ
「I Came I Saw

」
を
13
回

寄
稿
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
か
ら
沿
岸
の
モ
ン
ト

レ
ー
を
経
て
、
ポ
イ
ン
ト
・
ロ

ボ
ス
の
小
谷
源
之
助
宅
に
3
か

月
間
滞
在
し
、
支
援
を
受
け
る

な
ど
、
現
地
で
成
功
し
て
い
た

日
系
人
や
芸
術
家
に
支
え
ら
れ

ま
し
た
。
翌
１
９
３
２
（
昭
和

7
）
年
に
は
「
羅
府
新
報
」
と

「
加
州
毎
日
」
の
共
催
で
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
サ
ン
ピ
ド
ロ
街
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
で
開

催
し
た
「
竹
久
夢
二
作
品
展
覧

会
」
の
近
く
に
ス
タ
ジ
オ
が
あ

っ
た
写
真
家
・
宮
武
東
洋
と
親

交
を
持
ち
、
今
回
展
示
さ
れ
て

い
た
《
西
海
岸
の
裸
婦
》
が
宮

武
の
も
と
に
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
日
米
開
戦
に
伴

い
、
宮
武
は
マ
ン
ザ
ナ
ー
収
容

所
に
収
容
さ
れ
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
人
の
友
人
が
家
財
を
守
っ

て
く
れ
た
た
め
に
、
こ
の
作
品

は
奇
跡
的
に
残
っ
た
の
で
す
。

近
年
、
夢
二
郷
土
美
術
館
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
孫
の
ア
ラ
ン
・

ミ
ヤ
タ
ケ
氏
か
ら
「
本
作
は
宮

武
家
の
居
間
に
か
か
っ
て
い

た
。
大
事
に
す
る
よ
う
に
と
祖

父
の
東
洋
か
ら
言
わ
れ
て
い
た

た
め
、
あ
る
べ
き
場
所
を
探
し

て
い
た
。
ふ
る
さ
と
岡
山
へ
里

帰
り
す
る
こ
と
で
多
く
の
方
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い

を
受
け
て
、
夢
二
郷
土
美
術
館

が
譲
り
受
け
た
そ
う
で
す
。《
西

海
岸
の
裸
婦
》
は
、
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
で
描
い
た
油
彩
画
の
大

作
で
、
金
髪
の
外
国
人
女
性
を

描
い
た
唯
一
の
作
品
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
に
つ

い
て
夢
二
は
、「
モ
デ
ル
女
よ
、

そ
の
色
が
俺
の
絵
具
箱
に
は
な

い
の
だ
。
光
の
な
か
で
お
前
は

真
裸
身
だ
。
日
本
男
児
の
つ
つ

ま
し
さ
を
俺
は
恥
ぢ
る
」
と
日

記
に
記
し
て
お
り
、
外
国
人
女

性
特
有
の
肌
を
表
現
す
る
こ
と

に
苦
心
し
な
が
ら
も
、
並
々
な

ら
ぬ
意
欲
を
持
っ
て
新
た
な
表

現
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
夢
二
は

滞
在
中
の
出
来
事
を
多
数
の
ス

ケ
ッ
チ
に
残
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
一
部
は
、
夢
二
の
最
期
を

看
取
っ
た
友
人
・
正
木
不
如
丘

に
残
さ
れ
、
そ
の
中
に
《
西
海

岸
の
裸
婦
》
に
つ
な
が
る
裸
婦

の
ス
ケ
ッ
チ
も
描
か
れ
て
い
ま

す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

アメリカの竹久夢二
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ホ
ス
ピ
ス
ナ
ー
ス
と
は
、
人

生
の
最
期
を
看
と
り
、
見
送
る

人
だ
。
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
と
パ
リ

ア
テ
ィ
ブ
ケ
ア
（
緩
和
ケ
ア
）

と
の
違
い
は
、
パ
リ
ア
テ
ィ
ブ

ケ
ア
が
、
生
存
を
脅
か
す
よ
う

な
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
患

者
、ま
た
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

身
体
的
、
心
理
的
、
社
会
的
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
側
面
な
ど

を
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
に
よ
り
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
改
善
す
る
ケ

ア
方
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
ホ

ス
ピ
ス
ケ
ア
の
患
者
は
症
状
が

悪
化
し
て
も
救
急
車
を
呼
ば
な

い
。
つ
ま
り
、
積
極
的
な
治
療

や
検
査
を
せ
ず
に
、
症
状
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
最
期

ま
で
自
宅
に
い
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
の
が
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
ゴ

ー
ル
だ
と
著
者
は
語
る
。

　

こ
の
本
は
、
ホ
ス
ピ
ス
ナ
ー

ス
と
し
て
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
活
動

し
た
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
て
書

か
れ
た
小
説
だ
。
ど
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
実
際
に
直
面
し
た
も
の

だ
そ
う
だ
が
、
名
前
や
細
か
い

設
定
な
ど
は
変
更
を
加
え
て
い

る
。
作
者
が
訪
問
看
護
を
学

び
に
米
国
に
留
学
し
た
の
は

１
９
９
２
年
。
日
本
で
は
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ

れ
た
年
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、

日
本
国
内
で
は
少
し
ず
つ
訪
問

看
護
と
い
う
も
の
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
２
０
１
０
年
あ

た
り
か
ら
急
増
し
、
現
在
で
は

日
本
全
国
に
１
万
３
０
０
０
以

上
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
そ
う
だ
。そ
の
中
で
も
、

看
取
り
、
つ
ま
り
息
を
引
き
取

る
ま
で
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
８
割
を

超
え
る
と
い
う
が
、
日
本
人
の

７
割
近
く
は
「
自
分
の
家
で
最

期
を
迎
え
た
い
」
と
思
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は

８
割
以
上
の
人
が
病
院
で
亡
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
日
本
で

は
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
が
末
期
が
ん

患
者
と
エ
イ
ズ
患
者
の
み
に
認

め
ら
た
制
度
の
た
め
、
ど
う
や

ら
日
本
で
自
宅
で
最
期
を
迎
え

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

ら
し
い
。

　

本
書
に
登
場
す
る
患
者
た
ち

は
、
病
気
に
な
る
ま
で
は
、
極

め
て
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
、

家
庭
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
幸
せ

な
高
齢
者
や
中
高
年
だ
が
、
が

ん
や
難
病
で
あ
る
こ
と
を
医
師

に
告
げ
ら
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
の
段
階
を
経
な
が
ら
次
第

に
意
思
に
反
し
て
自
分
の
身
体

が
い
う
こ
と
を
き
か
な
く
な

り
、
ひ
と
り
で
は
日
常
生
活
が

不
便
に
な
っ
て
い
く
様
子
、
医

療
従
事
者
と
し
て
心
か
ら
勧
め

る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス

で
も
家
族
の
心
に
寄
り
添
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
本
人
や
家
族

の
意
向
を
尊
重
す
る
様
子
な
ど

が
紹
介
さ
れ
る
。
富
裕
層
の
大

邸
宅
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
狭

い
と
こ
ろ
に
大
勢
で
住
ん
で
い

る
人
に
も
、
死
は
必
ず
、
誰
に

で
も
や
っ
て
く
る
。

　

こ
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て
く

る
新
し
い
生
命
の
誕
生
を
助
け

る
の
も
、
身
体
機
能
の
故
障
や

怪
我
を
治
療
し
て
元
の
元
気
な

身
体
に
戻
す
の
も
、
そ
し
て
生

き
る
時
間
が
限
ら
れ
た
人
の
残

り
の
人
生
を
極
力
苦
し
ま
ず

に
、
や
す
ら
か
に
人
生
の
幕
を

下
ろ
す
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
も

す
べ
て
医
療
従
事
者
た
ち
の
仕

事
な
の
だ
ろ
う
。

　

長
い
人
生
を
一
生
懸
命
生
き

て
、
い
い
人
生
だ
っ
た
と
言
え

る
患
者
の
ゴ
ー
ル
を
応
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
ま
た
、

そ
の
先
に
あ
る
の
が
悲
し
い
別

れ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
と
い
え
る
も
の
で

は
な
い
か
と
作
者
は
言
う
。
そ

ん
な
悲
し
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

に
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ

が
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
で
も

あ
る
『
そ
れ
で
も
私
が
ホ
ス
ピ

ス
ナ
ー
ス
を
続
け
る
理
由
』
な

の
だ
。　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

悲しいハッピーエンドと共に
ラプレツィオーサ伸子・著

Gakken・刊

■籠の中のふたり（薬丸岳、双葉社）弁護士の村瀬快彦は
傷害致死事件を起こした従兄弟の蓮見亮介の身元引受人と
なり、釈放後に2人は暮らし始める。ある日、母が結婚す
る前に父親の安彦に送った手紙を見つけ、自身の出生に関
わる衝撃の秘密を知る。男たちの真の友情を描くハートフ
ルな物語。■限界突破の哲学（アレキサンダー・ベネット、
集英社新書）日々の鍛錬を積み重ねることで体力と年齢の
壁を超える。日本武道は今や国境を超えて世界的な注目を
集め、実践者を増やしている稀有な身体、精神文化であり、
人生百年時代といわれる現代に必須の実践の道だ。17歳
で日本に留学して以来、武道に魅せられたニュージーラン
ド人の著者がその効用と熟達について考える。■やさしい
猫（中島京子、中公文庫）シングルマザーのミユキさんが
心ひかれたのは8歳年下の自動車整備士クマさん。娘のマ
ヤもクマさんに懐き平穏な日々が続いていた。幸せが突然
奪われたのは、彼がスリランカ出身の外国人だったから。
引き裂かれた3人は国を相手取った戦いに挑む。■仕事も
人間関係もうまくいく引きずらない力（枡野俊明、三笠書
房）ささいなことで怒らない、ちょっとしたことで傷つか
ない、「引きずらない力」があれば、仕事も人生もすべて
うまくいく。曹洞宗徳雄山建功寺住職である著者が禅を通
して伝える、人生を「快適化」するヒント。■吉祥寺ドリー
ミン：てくてく散歩・おずおずコロナ（山田詠美、幻冬舎文庫）幸せな無駄は、
人の心を豊かにする。目をつり上げて100円の得を求める人より、笑って
100円損する人でありたい。日々生まれては消える喜怒哀楽、コロナ禍下の
人間模様など、気付かないうちに時代に流され忘れてしまう、極めて大切な
ものたちを拾い集めた山田詠美のエッセイ集。■マンガでカンタン！マナー
とビジネスの基本は7日間でわかります（西出ひろ子、Gakken）マナーとビ
ジネスの基本を7日間で学べる、ストーリー仕立てのマンガ講義。時々ぷっ
と吹き出してしまうような楽しい漫画で読みやすく、全7章の講義で社内・
社外でのビジネスマナー紹介から時代にあわせた新しい働き方までを丁寧に
解説した、内定者や社会人１年目の若手社員にオススメの１冊。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

男
た
ち
の
友
情
物
語
。
な
ぜ
日
本
武
道
は
世
界
で
愛
さ
れ
る
の
か
？ 

家
族
３
人
で
暮
ら

し
た
い
だ
け
な
の
に
。
禅
が
教
え
る
人
生
を
快
適
化
す
る
ヒ
ン
ト
。
大
切
な
も
の
を
拾
い

集
め
た
山
田
詠
美
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
一
生
役
立
つ
マ
ナ
ー
を
マ
ン
ガ
で
紹
介
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

暗
黒
の
中
世
の
と
あ
る
真
夜

中
。
嵐
の
中
を
進
む
あ
や
つ
り

人
形
劇
団
の
馬
車
か
ら
、
少
年

ク
ニ
ル
プ
ス
が
姿
を
消
し
た
。

彼
が
向
か
っ
た
先
は
、
誰
も
が

お
そ
れ
る
大
悪
党
、
盗
賊
騎
士

ロ
ド
リ
ゴ
・
ラ
ウ
バ
イ
ン
の
城

だ
っ
た
。

　
『
モ
モ
』『
は
て
し
な
い
物
語

（The Never Ending Story

）』

の
著
者
で
、
南
ド
イ
ツ
・
ガ

ル
ミ
ッ
シ
ュ
生
ま
れ
の
小
説

家
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

（
１
９
２
９
〜
95
年
）
が
晩
年

に
残
し
た
未
完
原
稿
に
加
筆
し

て
完
成
し
た
本
を
日
本
語
で
。

盗
賊
騎
士
や
少
年
ク
ニ
ル
プ
ス

の
ほ
か
に
も
、
か
し
こ
い
オ
ウ

ム
や
気
弱
な
フ
ト
ッ
チ
ョ
夫

婦
、
お
て
ん
ば
な
姫
に
た
め
息

ば
か
り
つ
く
王
、
ず
る
賢
い
魔

術
師
に
財
宝
好
き
な
竜
、
高
名

な
宮
廷
医
師
に
大
声
で
ど
な
る

召
使
い
な
ど
、
個
性
的
な
人
物

や
動
物
た
ち
が
続
々
と
出
て
く

る
。
そ
れ
は
ま
る
で
エ
ン
デ
自

身
が
愛
し
た
演
劇
の
よ
う
。
60

以
上
の
挿
絵
と
本
の
装
丁
が
美

し
く
、「
悪
」
と
「
お
そ
れ
」、

そ
の
真
の
意
味
を
探
し
求
め

る
、
め
く
る
め
く
メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
が
広
が
る
物
語
。（
高
田
）

エ
ン
デ
が
愛
し
た
演
劇
の
よ
う
な
物
語
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